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旧 蔵 歳 村 役 場 (現哲多町寓歳支所 )

寓歳地区のコミュニテ ィハウス



蔑 歳 郵 便 局

峯 松 山 長 福 寺



商 歳 小 学 校

コ ミュニテ ィハ ウスの展 にあ る旧寓歳橋 の欄干



矢 戸 の 通 り

矢 戸 の 通 り



本 郷 川 と 矢 戸 の 律 落

失 声 よ り老 栄 の 非 常 をの ぞ む



荻 尾 の 集 落

荻 尾 の 班 落



無 明 谷

解明谷一石灰岩の狭谷,特殊な植物群が群生していることで知られる｡

道路は失声から井倉へ通じる｡ (山陽新聞社提供 )
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は し が き

岡山大学教育学部社会科地域研究会では,昭和58年7月に,教官5名と3年次学生32名でも

って,阿哲郡哲多町の荻尾 ･失声 ･老栄(追)の旧荷歳村域を中心に調査を行なった0本報告軌 よ

その成果をまとめたものである｡

調査対象となった3字については,古くは荻屈が石牽(いLが)郷,失声 ･老栄が大飯郷のなか

に含まれていたことは知られるものの(r和名妙J),古代 ･中世のこれらの地に関する記録は残

念ながらいまのところRL､だし得ていない.したがって,近世以降の変遷にかぎって,以下簡単に

ふれておこう｡戦国期,上野,圧,三村各氏の支配を鮭て,1575(天正3)年以降毛利氏の代

官天野氏の支配下にあったこの地域は,1600(慶長5)年の関ケ原の合戦後は,徳川氏より松

山へ派過された小堀新助-政の治 卜に入った0 1615(元和1)年,小堀が伏見奉行に転じT:の

らは,池田氏(島牧より入封 1615- 39),水谷氏(備中成羽より入封 1639- 1693)

妥慮氏 (上野高崎より入封 1695- 1711)と次々と領主が交替し,さらに安藤氏の美濃加

納への転封に際しては,老栄が天領となって倉敷代官支配となり,失声 ･荻尾が新らT=に山城淀よ

り入部した石川船燈 (6万石)の松山領にとどまったO松山領では,その後 1744(延草1)年

に石川氏が伊勢亀山へ転じ,かわって同地より板倉氏が入って明治にいたるのである｡

以上が大まかな敬呈支配の推移であるが,ちなみに,近世期の3村の石高をF天保郷帳 ｣によっ

て′Jけ と次のようになっている｡

(略 )

一 高369石 9斗4升4合7タ 妄者藁迫詣

(中略 )

一 高743石2斗3升 7合5タ 矢 戸 村

(中略 )

一 高329石7斗 2合7タ 荻 尾 村

3村のたたずまいは,だいたいこの村商のなかにうかがい知れるが,現存する元禄の検地によれ

ば,荻尾 ･老栄は田地に.･よまれない山間殿村として,宍戸が田畑はば同比率の,3村のうちではや

やjB菜生韓のうえで有位を保つ村としてあらわれている｡矢戸村が村t.ll-ぉよび田畑比率の点で他の

2村にぬきんでていたのは,同村が,貰流する本郷川の河谷低地に立地したためであろう.こうして

明治22年,行政村落茄蔵村が成立するにあたっても,宍戸がその安0)役割を果していくことにな

るのである.昭和30(1955)年,本郷,新政と合併して哲多町となるまで,商議村の役場も



失声に存在していた｡

本報告執 ま,こうした変遷をもつ地域の調査結果をまとめT=ものであるが,これまで私達の地域

研究は一つの町村単位で行なわれてきた｡しかし, ここで特に-町内の特定の字に対象地を限定す

ることになったのは,元町長小河正吉氏の依輔があったからである｡すなわち,現在小河民らは旧

濁歳村の村史の編某に鋭.=ht芸取り組んでおられるところで,私達はその調査の一端を担う形になった

のである｡3月査対象地の選定に苦慮していた私達にとって,小河氏の申し出はありがたいところで

もあっT=が,ただこの未熟な学生たちの手になる小報告幹が,どれほど町史編幕のお役に立ちうるか

と思うと,内心伍惟T:るものがある｡蔚歳村史の編各委員の方々におかれては,その玉稿において,

遠慮なく私達のおかした誤りを正し,かつ調査のゆきとどかなかった点を補って,いい村史をつくっ

ていただきたい.末尾になったが,小河氏をはじめとする商議村史の編為委員の方々には,色々お世

話をいただいたOまT=哲多町の逸見草町長以下職員の皆様,町民の万々にも謂充の便宜をはかって

いただいた｡ ここ に記して厚く謝意を表したい｡

昭和61年3月

岡山大学教育学部社会科教室内

地 域 研 究 会



序 文

夫れ古えよりの村柄を知 りたいとする,山ま今に生きる者のみの望みではなく,過去娩変遷世の移

り替るにつれて,吾人共に感じ乍らも,手 も着ける人も妙なく荏再弦に至 りしかと案ずるも,遇々

昭和30年4月を目度に,新砥 ･本郷 ･黄歳の三村合併の領漸く醜厚となりし折柄,せめて寓Fl,坂村

時代に村誌を作 り磁く必要性の論議が飴蕩してきたO萌歳村議会は,これに対する予罪と術宗委員

の選任を行い,実地調査も進めて若干活動は見たものの,合併の期日(昭和30年4月 )迄には目

弟もつけえなかった｡その後新町に持越して,樹纂委員の督励に力めしも,稿を脱するに至らず,

自然立消えの躍日時を経過する円,昭和58年 3月に至り,旧菌歳の地区民より再び村誌の喝望蘇

り,29名の妾出を以て布歳村誌窮策委員会を結成し,哲多町に対して必要経矧 こ対する補助金交

付の陳情があり,町は之に対し予罪措道を訴ずる一方,編第委員は夫々調査項目を分担して調査に

取 り懸ったOしかし,前回の失敗に鑑みて,歴史には専門的知識の導入を必要とする意向を纏め,

山陽新聞社解説委員吉沢利之氏の紹介にて,岡山大学教育学部社会科研究室に依頼した｡同研究室

では地域研究の名において,高橋達郎教授外5名,学生32名により,昭和58年7月盛夏の候現

地に滞在して実地につき調査を進める一方,古文軒文献の探索を行い,滞在6日間の日程により一

応の調査を逐けられ,其後も部分的に調査に釆られる等,苦心を重ねて漸く稿を脱して印刷の段階

に立ち至った｡しかし,大学側の指執 ま飽迄も地域研究であり,村誌としての形態を整えるには尚

不足する部分も多分にあるので,是は地元委員会で補完する必要があるとの事で,地元編第委員会

は謝査し,なお進めてはいるところである｡大学側の調査と重複を避ける為には,大学側の完成し

たものを見た上で取捨する必要があり,従って委員会側担当部分が後れる琴は止むを得ないとする

ち,大学側の完了を見た執 ま非常に軌 ましい琴,で滋に大学側諸先生餅に関係学生諸君のご労苦に

対し深甚なる敬意を表し,労を多と致します｡

尚,地元編第委員の御労苦もさる零乍ら,大学側の完成を期に一層拍車をかけて担当部分を完了

し,拡いて以て名村誌たらん車を熱望して序とする｡

昭和60年 12月

哲多 町長 逸 見 章
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第 1章 自 然 環 境

1.地形 ･地質の概観

(1) 菰歳村への道

第歳村は,吉備高原のなかの小さな村である｡行政区画からいえば,関山,LEriの西部に位IBL,昭

和30年に本郷村および新砥村と合併して,いまは阿哲郡哲多町の一部をなしている｡

爵歳へ往く道は幾筋かある.主要地方道新見一成羽線がその本街道とすれば,非分-哲西線が脇往

還といえようoまた,前者を縦の線とすれば,後者は鱗の綿で,両者は前歳村の中心で交差してい

る｡

新見一成羽糠は,谷間をたどる道であるo高梁川に沿って,国道180rF3-線を北上する｡石灰岩の

見事な絶壁が相迫る井愈峡を抜けると,蛇行の挟部には交互に谷底平野が広がるようになる.新見

に近い正田橋のf:もとで,国道と別れて西川の掛こ人ろ｡ ここから新見一成羽線となる｡間もなく

大きなダムが迫ってくる 河本ダムである｡西川は両岸が切り立った深い峡谷であるが,高いダムに

さえぎられて見通すことができない｡ダムを右手に見ながら,道は本郷川の谷に沿って南下する｡

やがて谷底平野が開けはじめ,間もなく本郷の町並みが見えてくる｡哲多町の中心集落である｡哲

多町役場はここにある｡

本郷川の谷底平野は南へ連なっている｡上成松を過ぎると,川は大きくカーブして山峡に入る.

選科もそれに沿っていく｡このあたりから,旧鹿蔵相の村域である｡両岸相迫る山峡は短い｡再び

大きくカープすると,谷底平野が開け,失声町の集落に入る｡このあたりの海抜高度は255.-260

･nである｡失声町は旧寓歳村役場のあったところで,村の中心集落であった｡失声町の北方には,

なだらかな丘陵があり,その斜面に老栄の家々が点在している｡

失声町上の万歳コミュニティハウス前にある梢の前日こ一対の道標がある｡一基には｢商歳橋｣l｢距

新見三里六町｣｢大正十二年三月架換｣と刻まれ,他の一基には ｢まんざいはし｣｢距成羽七里二
十町｣とある｡以前は町下の桁の欄干の両側に使用されていたものである｡その桁は木橋で,昭和

9年の水害以後摘みがひどくなり,コンクリート椿に掛け替えられ,不rT]になったのでここに建て

られたという｡

本郷川に沿って西に向うと蚊家(旧新砥村)に至るが,再び新旭-成羽線にF戻り,本郷川にかか

る酋歳橋を渡って,支流の失声川沿いの狭い谷底平野を軒 Fする｡只野,中井芥を過ぎると,左手

に撫明谷の石碑が見られる｡井戸 ･井原･相帯 ･放尾を経て井創 こ至る道の人口である｡

解明谷の入口を左にみて,家実,商議の泉.内井谷をすぎると,額道は傾斜を増し,峠に登る.

新見 ･本郷からを衷rjtすれば,ここが簡裁の頚木声といえよう｡峠を越えると,そこは成羽町で

あり,坂本の袋商があるo ここから坂本川の谷に沿ってFり,田原で成羽川掛 こ合して,成淋こ至
ることができろ｡

両夜への脇往記ともいえる井倉-哲西線をたどってみよう｡井倉の繭で,深く穿入蛇行している

菌梁川の岸から.石灰岩台地の切り立った斜面引よすかいに登るO急坂を-罷り切ると,視界が開け,

緩やかな起伏の市原が目の前に展開するO殴符400m前後の台地で,繭は大抄利谷,北は白谷で
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深く切り込まれている｡阿哲台と総称される石灰岩台地の一つで,中野呂台と称ばれることもある｡

石灰岩台地特有の凹地であるド7)-ネがいくつも分布し,波浪状の起伏をつくる｡野呂はこの緩や

かな起伏に由来する地名であろうQ浅いドリ-ネは,ほとんど畑地化されており,ところどころ,

白く小さな石灰岩塔が諜出している｡この台地の大部分は新見市に属しているが,台地に上って約

1.5kJIはど西へ進むと,荻尼であるOここから商歳村(現在は哲多町 )となる｡荻尾にもドリ-ネ

があり,石灰岩台地特有の榎起伏地をなしている｡

荻尾の西にある株高550,,L前後の山地をまくようにして過ぎると,再び石灰岩台地に出る｡井

戸台と草月台である｡井倉一哲西線は,この石灰岩台地を深く刻んで流れる井原川に沿っている｡

この谷は,犀風を立てたような絶壁が相迫り,夏でも昼なおひんやりと暗く,鬼気こもる感じがあ

る｡無明谷と弥ばれている｡谷は極めて狭い欠床谷で,河道の一部をさいて道路がつくられているC

かつては,洪水のたびに道が河原となり,交通は途絶した｡川と兼用の道路であったO昭和53年,

改良工事が行われ,川と道とは分離され,交通途絶をまぬがれるようになったoまT=,北の石快岩

台地上を通る草月線がバイパスとしてつくられた｡

無明谷を通り抜けると,井宙一哲西線は,家実で新見一成羽線に合している｡

(2) 地形の概略

薦歳村の地形は,山地とその山地をW.り込んで流れる中小の河川がつくった狭小な谷底q'-･野から

なる｡
900 800 70Oi,00500 500 40CI

単位巾 500 600 500 500 0 2 4km

図1-1-1 新見図帽の切券面図(方眼法による)
図郭は5万分の1地形図 ｢新札Jと同じD破線内が旧武蔵村
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山地は,猿神山(707m)を最高とし,大坊山(622,0,A),茅帽子山(620.0,n)をはじめ

とし,標高600mから500m程度の峰が多い｡これらの山地の間に,標拓400m前後の石灰

岩台地があるoまた,本郷川一矢戸川のつくった谷間には捷高 300m前後の稜をもつ丘陵状山地

がみられる｡

これらの山地は,山頂高度から,次の四つに分けることができる｡

① 700Tn以上の山地 成羽町との境にそびえる掠神山(707m)｡ この南 (成羽町

･備中町境 )の小吹山(772,8,a),天神山(777.6Tn)とともに,吉備高原上に抜き出た残丘的

性格をもった山地である｡

② 650-500mの山地群 菌蔵相の山地の大部分がこれに含まれる｡本郷川一矢戸川

の谷より西の山地 (哲西山地)は,哲多町から暫西町 .術中町にかけての広い範囲に,650m-

500mの山稜がつらなっているOその山地の東経にあたるCまた,本郷川-矢戸川の谷より東の

山地は,南の吹屋山地につらなるものである｡

③ 400miI]EJ後の山地群 荻尾 (申野呂台のつづき),井戸責,草月台などの石灰岩台

地と吉宿の集落のある台地 石灰岩台地は,阿哲合と蛤杯される石灰岩台地群の一部で,台地上に

は,大小のド')-ネや,小規模ながらカレンフェルトがみられ,ところどころ石灰洞も開口してい

る｡

④ 300m前後の丘陵群 本郷川一矢戸川の谷を埋めた第三紀砂牒層が開折されてでき

た丘陵o老栄,中井谷,宗本,大峠,奥地など.雄藩が立地する丘陵であるO

吉備同原中部における山地については,三野与古 く1935),藤原健蔵 ･長松睦子 (1966),

岡EEl鴨正(1967), 阿子島功(1980), 藤原他店 (1980)などによって,地形区分が行われ,

地形形成過程が論じられてきた｡それらの区分を対比したものが,表 1-1-1である｡

表1ll-1 吉備市原岬 地域における従来の地形面鑑分と 層序関係 (阿子島1980による)

藤原.長松 (1966) 三 野 (1935a.b) 岡 田 (1967MS.,73)

残丘 高度 >6001n <中断統堆胡> 天神山面 750-650m規丘状<山砂利 I屑堆椴>豊松面 620-560m 高山市平坦面 600士Tn

基盤岩を切る 申新鈍を切る高山平坦面 500上,a 吉齢市原面700-500m<玄武岩買入>油木面 500士m,盛盤岩 . 申新跳.山砂利 Ⅰ屑を切る面<回春>く山砂利 Ⅱ層-高頼

中断銃を切る山頂 .山 中新統基低の剥離面 ?<砂傑胸椎班> 層など,谷埋め型-の唯

腹緩斜面 胡>

<谷埋め型山砂利層の <玄武岩質入><中新銃 .山

唯枕,層犀80十m> 砂利Ⅱ屑~ー玄武岩の削平>
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高位日蝕谷 HvA>180,a

HvB460-420

中位侵蝕谷 MvA380-340

MvB370′-300

低位61蝕谷 Lv 270-140

八日市平坦面 400士Tn

基盤岩と砂梗Irjを切る

浪形'li･坦面 300-200Ill

同 上

西江原平坦面 200-150m

同 上

★三者の面区分の相互の対比は一致しない部分がある｡

頼Jj内Ⅰ面 450-3CK)Tn

<回春>< 山砂利 Ⅲ屑の堆

鮎->

瀬戸内Ⅱ面 300-140TTZ
八日市南西の単量 ･峠の侵

蝕面

き蜘j円m面<100m
ペディメント状地形 ･切断

曲流跡河止血･段丘面 ･沖

も3面

前述の窮境村の山地区分と岡田寓正の地形面区分と対応されるならば,① 700,n以上の山地は

天神山面であり,②650m-500mの山地群の吉鵬高原面に相当し,③400m前後の石灰岩

台地面は轍戸内Ⅰ面に含まれ,④300m前後の丘陵鼎 ま瀬戸内Ⅱ面と対比させろことが出来よう｡

占'備砧原面とは,岡山Ltiミ西部より広島bLl･.東部にかけて広く逆児している山原面であり,板戸円Ⅰ

面は岡山県中央部の吉備高原を広く占める地形前であるO吉備高原面と瀬戸内面の分布は,一般に

吉備高嶋と斬中内という範閏とは食い違う｡したがって,吉備高原面 ･瀬戸内両の名称は必ずしも

適1ではないが,代るべき名称がいまのところないので,そのまま踏典するO

吉備詰原面 ･瀬戸内I面 ･板戸円∬面などの地形面は,それぞれの様子から,62蝕によって平坦

化された面(侵蝕小起伏面)と判断され,それぞれの融に対応する侵蝕遁準面が想定される｡侵蝕

鵜準面が相対的に下がること(相対的に陸地が隆起すること)によって,順次,若齢高原面,瀬戸

内Ⅰ面,瀬戸内Ⅱ面と階段状に地形面が形成されてきた｡

吉備石原の形成過程については,いろいろな論があり,まだ解決をみない問題があるが,おおま

かにいえば,上のような過程をへて段化してきたものであろう｡

吉備高原面は,第三紀中新世の砂棟層を切っているので,その形成は中新世以降とみることがで

きる｡

次に,谷について見よう｡ この地域で特徴的なことは,南北方向および北栄一南西方向の谷が多

いことである｡

矢jjJHの掛 ま円井1'iから1滑 にかけて,南から北へのびている｡この谷の東樽の山楚線は,見守

に直線状をなしている｡その延長は峠を越して,坂本川の谷に延長することができる｡本郷から上

成松にかけての本郷川の'ITも南北方向であるQこの廟への延長は,新第三紀の砂鎌周よりなる丘酸

を老栄,中井谷,宗本とたどることができる｡ この新第三紀の砂瞭個は,かつての谷を埋めたもの

であろう｡

このような南北方向の谷は,岡山県北部を千准断層,田原断層,坂本断屑と雁行状につらなる南

北件の断層に合致している｡

南北方向の本郷JJI-矢戸川の谷に斜交して,北領一南西方向の谷がある.大谷川の谷,猿神LL伸

から矢JJ町に向う谷,矢J珊 -から苦情へ伺う谷,井原川の谷などであるO これらも断層線谷である｡
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矢戸町より上流の本郷川 ･矢戸川の谷底平野はいずれも狭く,せいぜい幅200-300mに過

ぎないO本郷JHと矢戸川の合流点付近がやや広くなるが,それでも幅数百mである｡それらの谷底

平野は,新しい下刻によって,わずかながら段丘化している｡

(3) 地質の概略

商歳村に分布する地質の主なものを紹介しようく図1-1-2参照)o
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図1-1-2 旧第歳村域の地質図

(光野千春 ･杉田宗満偏 :岡山県地質図によるO-部改変 )

Y:矢戸町 U:内井谷 Ⅰ:井戸 0:荻尾

1. 沖街層(錬 ･砂 ･シル ト･粘土) 2.捷岩 ･砂岩･泥岩(中新世)

3.砂岩 (中生代) 4.花E由岩(中斐代) 5.流紋岩 (中生代)

6. 泥質岩～泥男片岩(古生代) 7.秒質岩-砂質片岩(古生代)

8.秒質宕 ･泥質岩互層～砂田片岩 ･泥男片岩互層 (古生代)

9.チャート-珪貿片岩(古生代 ) 10.石灰岩 (古生代 )

ll.塩毒性火山岩類～塩基性片岩(古生代 ) 12. ホルンフェルス化

13.断層線 14,旧黄歳村域
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(》 古生代の岩石

a.塩基性凝灰岩 (嘩緑凝灰岩)～塩益性片石(緑色片岩 ) 海底火山活動によって海

底に堆積した塩基性火山噴出物が圃結したものである｡三郎変成作用によって低変成度の緑色片岩

となっている部分がある｡嘩緑凝灰岩は老栄の乗から吉満にかけて分布している.村域南東部の大

抄利谷から吹屋にかけて帯状の地域をなして,緑色片岩が存在する｡

b.泥質者～泥質片岩,砂質岩～砂質片岩,珪質片岩 石炭紀から二畳紀にかけて海底

に唯桜したものであるo火成活動や地燕変跡こよって変成作用を受け,片岩状になった部分もある｡

村域の南東部では泥貿岩を主とし,北東部は妙案岩が分布する｡大坊山付近では珪質片岩化してい

る｡首府一只野一円井谷の断層以西では帯状に砂質岩の地域がある｡

C. 石灰岩 石炭系 ･二畳系の石灰岩で,ボウスイチュウ,ウミュリ,サンゴなどの化

石がみられる｡荻尾(中野呂台),家実から井戸にかけて(草月台 ･井戸台)および矢戸町の南西

の火沿いに分布する.ドリ-ネ,カレンフェルト,純乳洞･石灰洞などのカルスト地形がみられる｡

② 中生代の岩石

a.bl叔岩～石英斑岩 白亜紀に噴出した流紋岩質火砕岩類で,古生界の諸岩石を不整

合におおっている｡本郷川一矢戸川より西側の古生界の西方に分布する｡その酉の花樹岩頬に接触

する部分では,ホルンフェルス化している｡村域の南西端にも流紋岩が分布している｡

b.花樹岩～花的閃経告 流紋岩帯の地域の西に分布する.角閃石 ･黒雲母を含む中粒

ないし粗粒の花摘岩～花偽的線岩である｡白亜紀の火成情動で生じT=深成岩である.接触部では数

百メートルの範既の岩石をホルンフェルス化している.

(勤 新生代の地層

a.新第三紀層(砂岩 ･泥岩 ･館岩 ) 矢戸川の谷を,奥地 ･大峠 ･宗本 ･中井谷･宮

峠と分布し,失声町を越して老栄にも見られる｡それぞれ丘陵をなしている｡末固結ないし半圏結

の僚層 ･砂屑 ･泥屈の互層であるが,基底部は疎層で,上部では泥周が多くなる｡中新世の植物化

石 ･動物化石を含む｡

b.沖積屑 本郷川 .矢戸川の川沿いに小規模な沖GllJ民地をつくっていろ｡砂および陳

を主体とする｡

(高橋達郎･山本 誠)

(引用 ･参考文献)

阿子昆 功(1980):吉臓山地の準平原問題- 吉備高原面と瀬戸内面のL<:分の再検討- 西村崩

助先生退官記念地理学論文集 15-20

光野千春 ･杉田宗満編 :岡山県地質図 内外地図

付 新生代の化石

化石については,哲多町教育委員会発行の ｢哲多の_地毘｣(文化財専門葺員 平松英志著)より

失声地区の分を抜き宙きする｡ただし,下線の部分についてはt7き換えてある｡
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老栄 ･中井谷 ･宗本 ･大峠にかけて南北に範三紀中新世の堆層が分布し, この中に多くの化石を

含む地層がみられるO これらの地層は,中井谷･宗本 ･大峠付近でI堤 些生野妙岩層を不整合に被

い,老栄では中生代白亜紀の流紋岩(石英斑岩 )を不整合状態に被っているOまた,老栄では化石

を含む屑の上部にアツガキが多く,矢戸地区では糾乙は見られない｡

ア 中井谷周辺

① 双子弟植物

Fagus protojapouica Suzuki (ムカシイヌブナ )

Fagus palaeocrenata Okutsu (ムカンプナ)

② 軟休動物

○ 斧足類

SpISula(Mactromeris) Onnechuria(Otuka)(テシオウバガイ)

CHnocardiuTn ShinjlenSe Yokoyama(シンジザルガイ)

Anadara (Scapharea) daltOkudoensis Makiyama(ダイトクドゥアカガイ)

Hiatella sachal主nensis Takeda (ムカシキヌフトイガイ)

Phaxas izumoeusis Yokoyama (イズモノアシタ)

Trachycardlum Shiobaren8e Yokoyama (シオペラザルガイ)

Chlamys(S.S.)cosibensis Yokoyama (コシバこシキ)

SoleteLlina mlnOenSis Yokoyarna (ミノイソシジミ)

Trachycardium shiobaraense Yokoyama (シオバラザルガイ)

Mya(Arenomya) joponica Jay (オオノガイ)

○ 腹足類

Nucella freyclnCti(DeShayeS) (エゾチヂ ミボラ)

Terebra eminula Yokoyama (チチブギリ)

EuSPira iSenSiS Araki (イセタマガイ)

〇 十脚類

Cancer sanbonsugi lmal2umi (サンポンスギイチョウガニ )

ほかに植物の小弟が多数に見えるが,不完全で鑑定困難であるO

イ 老栄西口(小林氏宅上)

(∋ 軟体動物

O 等足頬

Ostea grauitesta Yokoyama (アツガキ)

cycllna japonlCa Kamada (ムカシオキシジミ)

LimopsIS tOkaiensis Yokoyarna (トウカイシラスナガイ)

Felanlella usta Gould (イソシジミ)

MiyaglPeCten matSumOriensiS Masuda (マツモリツキヒ)
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Tapes higuchil Kanno (ヒグチス リガハマ)

Macoma optiua Yokoyama (ダイオウシラトリ)

○ 腹足類

Vicarye日a notoensis Masuda (ビカリエラ)

Phos IWakianus Yokoyama (イワキ トクサバイ)

Cerithldea sirakil Makiyama

BerlnglnS hobetsuensis Matsul (ホベツネジボラ)

Borsonclla SP. (ザ トマンジ)

〇 十御株

Callianassa shlkamal lma12:uml (シカマスナモグリ)
(かにのつめ)

○ 鈴虫痕と物

Bryozoaという辞虫動物の化石ではないかと思われるものが見られる｡この層の中には

(石炭の挟層 )木の炭化部分があちこちに見られる｡

り 吉耶八幡神社付近

① 軟休動物

0 斧足類

Ostia graulteSta Yokoyama (アツガキ)

FalanleHa usta Gould (イソシジミ)

Soletelllna minaensis Yokoyama (オキシジミ)
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2. 河谷 の地形一 矢戸川 の谷-

(1)断層線に沿って発達する河谷

矢戸川の河谷は,ほぼ南から北へ直線状にのびている｡河谷の東側の山地斜面は急で,河谷低地

との間には明瞭な傾斜の変換が認められる｡この傾斜変換は内井谷から只野にかけて.一面線に連

なる｡その方向は南徴西-北徹束であるO この延長を南にたどると,町境の峠を越えて,坂本川の

河谷につながる｡ このように盾線状に長く連なる谷は,断層線に沿い差別侵食によって形成きれた

ものと考えられる｡断層緑谷といってよい｡府中町田席上から坂本にかけての断層は,坂本断層と

称ばれている｡

矢戸川の河谷の西側では,山地との間に解三紀屑よりなる丘陵が介在している｡山地斜面と丘陵

との傾斜変換線は,宗本の西一中井谷の西一宮の峠の西と,南微束一北徹西にたどることができる｡

その延長は,老栄の北の小谷から本郷川の西の谷壁斜面につないで考えることができよう｡これら

線状につらなる地形も,断同線に支配きれたものとみてよかろう｡

矢戸川の河谷は,基本的には,両側を断層線によって規制きれた谷である｡その河谷内に,第三

紀層よりなる丘陵があり,それを下刻して河谷低地が形成されている.

ただし,大峠から奥地にかけての部分は,南西一北東方向の構造に支配きれた地形である.この

方向は,南西の土光谷と同方向であり,また,北奴にある無明谷の方向も南西一北軒方向である｡

(2)失声JH河谷の地形分類

矢戸川の東側では,一般に急な斜面が直接沖敢低地に接している.それに対して.西側では,山

地斜面と沖田低地との闇に,比較的緩やかな斜面をもつ丘陵状の地形が見られる｡

この河谷内の地形を,沖胡低地 ･段丘 ･丘陵 ･扇状地に分類した｡図112-1は,宗本一中井

谷付近の地形分矧頭であるo

a.沖群低地

沖朝低地は矢戸IHに沿って連続的に見られる｡段丘化しており現河床との比高が1-3mくら

いで,上流ほど比高は小さくなる｡

b.段 丘

段丘化した沖積低地j:り一段高い段丘状のもの｡矢戸川の西伽にわずかに見られる程度で,あ

まり発達していない｡沖徴低地との比苗は5mくらい｡上部は丘政に連続しており,丘陵 とは明瞭

な段差を持たない｡

C.扇状地

山地から流れ出る小谷は,丘陵 ･段丘を閑析し,沖笥低地の上に堆供物を扇状地状に堆積させ

ている｡

d.丘 陵

丘陵は矢戸川の西側にのみ見られる｡馬の背のような形状で,第三妃砂鞭層よりなり,その上

限は340-350mまでもとめられる｡
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(3) 地 質

矢戸川をはさんで,東側の山地は古生層 (砂岩 ･泥岩)よりなり,西側の山地では古生層 (砂岩)

･石灰岩･流紋岩がみられる｡丘湊は,新生代第三鑑のものと考えられる襟層 ･砂層 ･泥層よりな

るOただし, ここでは化石は兄いだされなかった｡

(4) 調査地域の諸地形の特徴

現地での庶頭調査及び′､ンドレベル･クリノメーターによる測虫をもとに,地形分類上に示した

A-A′･B-B'.C-C′の3つの断面lこついて,模式的な地質断面図(図1-2-2,ll

213･1~2-4)を作成しT=o露頭調査地点は,地形分類図上に数字で表したo

席高(m)

500 400 300 2uU 100 O 水平距離(叫

図1-2-2 模式的地質断面図A-A′

=il1-



煩
慮
冊

400

400 300 200 100 0

図1-2-3 模式 的地質断面図 B-B′
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400 300 200 100 0 100 水平距離(m)

図1-2-4 模式的地質断面図C-C /
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これら3つの断面図は,すべて丘陵の尾根を切るものであり,それぞれに近い定額で観察された

丘陵構成層を投影した｡

傑層はほとんどが亜円～亜角裸で,傑層の見られる各雷頭の間には,傑種 ･傑径において大きな

違いは見られなかった｡ このように円形度 も高くなく,裸種も付近の山地を構成する基盤の岩石と

同じ石灰岩 ･砂岩･流紋岩質岩であることから,亜円～亜角喋よりなる疎層についてはその起源を

付近の山地に持ち,運搬された距離の短い堆積物と患われるC

図1-2-2では砂層が300m,309m,317m付近に見られ,317m付近では上部に

泥層 も見られる｡図1-2-3では294m,299mで砂層が見られ,319m付近で泥層が見

られる｡図112-4では300-305mに砂層が見られ,闇に泥僧が含まれている｡また地形

分類図上に示した塔頭①では泥層 (330m付近),措頭㊥では砂層 ･泥層の互層(315-320

m)が見られるQ

基盤の高度は図1-212においては,罷頭㊧の亜円～亜角帯層の不整合面より判断して,290

mくらいと考えられる｡図2-2-3及び1-2-4でははっきりとはわからないが,上部の亜円

～亜角傑層及び長頭⑧で見られる基盤より半噺 して,おそらく280m前後と考えられる｡ただ7'し,

この基盤高度は丘陵の先端部におけるものである｡また.馬頭⑩,⑯.⑲,⑳では基盤の砂岩が見

られるQ図1-2-2及び図1-2-3の320mより上部に見られるように,このあたりでは裸

層 ･砂層 ･泥層の堆萌層が薄く表面を啓っているために,所々にこうした基盤の蛋出が見られるも

のと思われる｡

泥層は一般に湖沼性の堆積物と考えられ, このあたりでは300m,320m,330mに見ら

れる｡したがって,湖沼化した時鵜が何度かあったのであろう.

このように基盤の砂岩の上に並円～亜角環層を堆構LTこり,湖沼化した時期に砂層 ･泥層を堆群

することを繰り返して,丘陳楕成層が形成されたと考えられる｡

また,図1-2-2及び1-2-3では310-320m付近に傾斜の変換点が見られるo中井

谷周辺では一般に310-320m付近に傾斜の変換する所が連続しており, このあたりに道が通

っているQ このことから考えると,中井谷周辺では丘陵構成層の堆前後,河川の下刻が進む際一時

的に下刻が弱まり,例刻によって河道を広げる時期があり,その時にこのような傾斜の変換点を生

じたと思われる｡

なお段丘について考禁を加えておくと,外見上は沖税低地と殴差を持つが,段丘面の上限は310

-320m付近にまでみとめられ,緩やかな傾斜を持っていて丘陵と明瞭な段差を持たない｡段丘

堆墳物の観察ができなかったためはっきりと判断できないが,丘陵面が形成された後に上部の丘陵

･山地からの崩現物によって丘陵との段差が埋められて, このような緩やかな傾斜を持つに至った

のではなかろうか｡

(植田隆之･小葉孝男)
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3. カルス ト地形

(1) 旧苗歳村のカルス ト地形の概観

石灰岩地域は,旧商議村の東南部に位霞している｡この地域は阿哲台と総称される石灰岩台地の

一部である｡東を高梁川,西を本軌H,北を自谷,南は大砂利谷に潤まれた標高400- 500m

の台地をなしているO2倍～3倍年軌 石炭紀から二塁紀にかけての時代,ここに石灰質が沈積 し,

のちの造山連曲で陸化 して台地になったものとされているo炭酸ガスを含んだ水に宿けやすいこと

から,石灰岩台地は他の岩石からなる地域とは異な9_た景観を形成しているO旧講読村内の石灰岩

地域特有の地形は,両側を30mもの断Li!にはさまれた幅狭い峡谷の無明谷,湧水の蔑鼠の泉,潔

さが80mもある縦穴の位乳洞のおとすの穴 ,昭和54年に単月林道の工事中に発見された横穴の
かざ

細孔洞の草月洞,荻尾の台地上で水が不足 しても符に水が硬さ出ている風はなの湧水,すり鉢状窪

地のドリーネ,カレンと呼ばれる岩塔群などである｡これらの特異な地形が形成されるのは,水に

よって石灰岩が潜食されるからであるC石灰岩台地上lこ降 った雨水が,地表を流れた り,石灰岩の

割 れ目から地下に浸遷 したりしながら,石灰岩を啓会し,その結果,地表には ドリーネと呼ばれる

す り鉢状の窪地ができるOこのドリーネの庇の吸い込み穴によって,雨水は地下iこ浸透していく.

浸透していく際に紐乳洞などの地下水系が発遷 していく｡石灰岩欄 Jれ目などから,地下水系内の

水が地表にでてくると痢水になるo甫歳の泉は石灰岩の割れ目から地下水が演出 して,常にこんこ

んと水をたたえているのである｡一方,石次岩台地上では,l肢 に降った雨水はすぐに浸還してし

まうので,水の確保が困#である.石灰岩台地上 に住む人々は,かつて水の確保のために家 の屋根

に降 った雨水を集めてタ'/クに貯蔵する天水井戸の施設を利用してきたo天水井戸は今でも,胤的

歳村に残 っている｡また.たごをかついで谷まで水を汲みにいったという土地の古老による水汲み

の重労働の点も聞かれ,水の健保のための大変な苦労がしのばれ るoカルス ト台地上(こ点在してい

て,まるで羊の群れのi:うに見える石 灰 岩塔 群 も,石灰岩台地上に住む人々にとっては節音で3,

り,畑を耕作する時に,鍬の刃が石灰掛 こあT=ってくだけたり,一触の中から石灰岩を掘 りおこして

耕作の妨げにならないように移動させfIりと,散々の嘗労請 も憎くことができ,石灰岩台地上に任

む人々の確活の桜しきを垣間見たような

気がする｡カレンとは,石灰崇の剤れ目

や節理ぞいに帝食がすすみ,掛 こなる所

と稜になる所ができたもので,きちに溶

食が進むと,石灰岩の岩塔が残 r),その閥

は土壌で埋められるO旧Pi磯村内でも,

石灰岩地域の至 る所でカレンが見られるO

カレンの発達する地域は,カL'ノフェル

トと呼ばれる｡ ドリーネやカL,I/,また

親乳洞のある石灰岩の地形をカルス ト地

形 という｡カルスト地形の広がる石灰岩

の台地はカルスト台地と呼ばれる｡カル

写白113-1 畑の中lことり残された

石灰岩の岩塔

-15-



ス トという吉敷ま,ユ-ゴスラビ7で岩を意味する語に語源をもつ地方名であるoカルス ト地方は .

ジナルアルプス北部の石灰岩台地で石灰岩が錯出し,カL,ソフェル トや ドリーネ,ウ/く-L'など独

特の地形が広がっている｡

〔参考文献〕

岡山の地学 光野 ･洞野 .高橋 昭和57年 山脇新Ui]社

岡山県史第-替自然風土 昭和58年 岡 山 脱

(2) 谷 と 泉

A 無 明 谷

1)概 観

図1-3-1 無明谷は家実より,北棄方向にのぴる谷である｡

阿哲郡哲多町実家から井原にかけて石 灰 岩がを食されてできT=峡'diがあるo撫明谷と呼ばれてい

る0両岸を高さ30〝1もの断掛 こはさまれた幅狭い峡谷でその名の示す通 り昼なお暗い｡無明谷に

紘,井原の北部に軒を発する井原川が流れており,両品の少ない時掛 こは,ほとんど水の流れはな

いが,梅雨期や台風期など雨鉦の多い時掛 こは,渦流となって水が流れる｡谷は上流で高度 360m,

- 1 6 -



写兵1-3-2 無明谷の断崖

出口で280mで,北東一南西方向にのぴており,全長約

2･2血,谷底の平均幅は約5mである｡谷壁には,川の浸

食によって形成されたノッチや,雨水によって浸食された

石灰洞が多数存在している.無明谷は,石灰岩台地を浸

食する幼年助の谷であり,両側が界凪を立てたように切

り立つ絶壁で,その岩肌には石灰岩地特の特殊植物であ

るキビノクロウメモドキ,ケグワ,ヤマトレンギョウ,

イワシデなどが繁 り,独得のBl観をしめしている.

もともとは人もめったには近づかない峡谷だったが,

周辺の山に成る松を軍馬材として搬出するために,昭和

16年lこ車馬の通れる道路にする計画がおこり,昭和18

年 5月に完成した｡峡谷内で川と薬用となる道路が300

･nもあり全国でも珍 しい道路であった｡そして洪水のた

びに道が河原となり,道路の改修を繰 り返し行わねはな

らなかった｡唱和23年に地元民念願の県道になったが,

昭和47年7月大洪水が発生し,復旧に2ケ月を塵 した｡この洪水により無明谷幅をひろげて道路

を必備することとなり,国兜の支出も決まり,攻渉のため谷壁の石灰岩を大幅に切りおとそうとし

た｡ところが岡山県自然保曹課が昭和48年に実施した `̀緑の国勢調査"で,無明谷は岡山県内は

もちろん全国でもトップクラスの食重な他生のある壕の宝FEEであることがわか り,ここを自然環境

保全地域に指定しようということになったoそれをめぐって地元と県の間で生活か自然保護かの対

立があったが,｢川と道を分離 し,道を大幅にかさ上げして,拡張した道路のほとりに川を流すo｣

ことに し,大規模な自然破壊は避けられることになったO改捗工軒は,昭和 53年に完成 したo

それと同時に,只野から無明谷の上の台地をぬけて井原-行 く林道兼用の2,6kRrの,(イ/ミス建設が

若手された｡このような経過を経て,軸在の無明谷には失声一井倉間の主要道として車や町営/;ス

が通り,荻尾方面から本郷の中学掛 こ通う生徒の巌も見 られるようになった｡無明谷のなかほどに

は,宿水が流れ出ているところがあり,

谷を登 ってきた人たちがのどをうるおす

ためにコップがおかれている.無明谷の

入 口には記念碑が煙っているO伸面には ,

｢道もなく昼なお暗き無 明谷 開きし人

の藤をしのびて｣と刻まれ,無明谷の道

路を確保するために努力を続けた地元の

人の気持ちがしのばれる(写兵1-3-3)O

また,石碑には ｢坂道で遠回りの小道

串月線の外 こ通れなかったので,ここ無

明谷の天然を生かし,岩の切れ目と千の 写兵1-3-3 無明谷の入口にある石碑
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川を利用 して自動車も通れる世にも珍 らしい川 と道米用の近道を開 くことに昭和 16年 4月着工,

同 18年 5月井原八幡宮前の道-倭統させたo この煙=･･iを果 した先人の僚某は,再び地元大字荻

島民の熱意を呼び井倉駅を日ざして,熊野に呼びかけiB路愛盤会 を緯成 ,全線を改良 し昭和 23年

10月県道に昇格させ同37年 3月熊野車庫まで′ミス開通に至らせ産業文化を蒔 く基を成 した｡昭

和47年 3月主要地方道に昇格北房井倉哲西線 として幹線に属 し以来改良が進め られたO中でも昭

和 53年 3月川 と道の兼用部分は分離され岩壁は天然の環境を保ち洪水の時の川止めを解消 したO

昭和 53年12月哲多町営バスは井倉駅に延長され沿線の福利増進に寄与して長年にわたる願いは

達成 された｡ しかるに年 とともに右事情を忘 れ感謝の念も次第に蒲 らぐを憂え当時よりそのfriに当

った者の一人 として放圧し建く建碑を大字荻尾部落に諮 り同志を得て浄財 を受け町議会の領を経て

敷地の東認と補助を得た｡よってここに町長自ら文を作 し且つ-lurtして部落と共に先人の功を顕杉 し

碑 を建て記念 とする｡昭和54年4月大字荻尾部港建之｣ と道路建設の経過が背かれているo

〔参考文献〕

昭和 57年 3月27日発行 山陽 新聞夕flJ 吉沢利忠著

岡山県史第一巻 自然風土 岡 山 県 昭和 58年

ノノチ ①

図1-3-2 触 明 谷 の概 略 凶

- 1 8-
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■ ノ ッチ

(丑 穴小出
② 飛神穴
③ 浸食穴
④ 横穴
⑤ 縦穴
⑥ 荻尾第-洞
⑦ 荻尾第二洞
⑧ 荻尾第三洞



2) ノ ッ チ

谷壁に,河床面と平行なくぼみが連続して見られ,時には数段に及ぶこともある｡これがノッチ

であり,石灰岩の谷では特に明瞭に認められる｡

無明谷においては,2カ所で明瞭なノッチを見ることができるQ

西側のノッチは,上下2段に分かれているo上のノッチは高さ約 4m50cn,奥行きは約 2mあ

るC下のノ ッチは高さ約 1,n35C7R,奥行きは約50珊である｡

東側のノッチについては,未到盃 (写夷

113-4)O

ノッチの柘さの違いは,水流の高さが時

代によって異なっていたことを示 し,浸食

の過程を解明する上でひとつの手がかりと

なる｡

〔参考文献〕

岡山の地学 昭和57年

光野 ･相野 ･高橋 山陽新聞社

写頁113-4 東 側 の ノ プチ

3) 石 灰 洞

無明谷には,多 くの洞穴があるOまず,鍵乳疎 石苛などの未発連な石灰洞のうち,おもなもの

について説明することにするO紐乳洞については,(3)で記述する｡

○穴小屋(① )

天狗岩から少し井宙よ り(こ行 ったところにある横穴｡石灰岩の,三角形をした凪裂が入口となっ

ていて,その慮さは47花はあると思われる｡

○荒神穴 (② )

荻尾第-洞の対掛 こあるO石灰岩の谷垂に穴があいており,水が常にしたたり落ちている｡

○③の浸食穴

石炊岩の凪裂を浸食して,3つの穴が縦に並んでいるO全体の高さは4mくらい｡対岸に前述の

西側ノッチ,また井倉よりに少 し行くと荻島第二両がある｡

○④の横穴

幅50C7n,高さ30cnくらいの半円形の依穴である.

o(亘の縦穴

石灰岩岩壁に,左下方-向かって斜めの穴があいている｡
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4) 天 狗 岩

石灰岩の露頭が天狗の封のようにそそり立っているところから名付けられた｡昔はその形もよく

わかったが,現在では樹木にさえぎられてはっきりとはわからない｡近 くに,滝壷の深さが2mも

ある天狗滝があったということだが,埋もれてしまって

位隆はわからないO この天狗滝では,水乞いの行事が行

われていたということであるO

天狗岩の基部で,家東側に谷の水が流れてくる石灰岩

岩壁があり,｢水台石｣が見られるC水含石とは,水に
溶かされた石灰分が土や植物などと共(こ沈澱時の痢模様

を含むこともある｡石灰華 .木の薬石と呼ばれることも

ある｡対岸には,石灰岩の戚頭の一部が常食されてでき

た小さなアーチがあり,まるで橋のようである｡

73 番 歳の 魚

この泉は,無明谷入E)よりわずか南,主要地方道新見

～成羽繰沿いにあるC石灰岩台地上に降った繭や湧き水

などが,台地の中をくぐって石灰岩絶壁の基部の水平な

凪裂からこんこんと沸き出している(写真 1-3-6)｡ 写出 1-3-5 天狗岩付近の浴食

宇多天皇(887-897)が ,かつて

この地に巡幸された時にこの泉が桔涼であ

るのを耳焚 して ｢西脇の泉｣と命名した,

と言い伝えられている｡

泉には,地元で ｢ウダゼu｣と呼ぶ有昂

の沈水場物が光茂している.

ここは,昔から旅人たちが休むところで

あり,以前は茶牢があって.麺類を泉の水

で冷やし供 していたということである｡

〔参考文献〕

昭和57年3月27日発行 山陽新聞夕刊

写由1-3-6 鬼 歳 の 泉
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かぎはfL

C 風花(または,かぎあな )の湧水

荻尾の,小河正吉氏宅蓑の畑の上の西向き斜面lこ.ぽ

っかりと口を開けている縦穴である｡入口には,しめ袖

が張られ水神様をまつっている｡ (写英1-3-7)

入口の大きさはおよそ17nほど,穴の深さは4,,L近く

あるというC底は石灰岩が戚出していて,石灰岩台地の

中をくぐ.'た水が集まってこの底の石灰岩の割れ口から

白み出している｡

啓段は演出する水丑も少ないが,まとまった雨が肺っ

ていったん水が沸き出すと,30日くらいは柄れないと

いうことである｡

湧き出す水は,今は農薬に利用されている｡

〔参考文献〕 写央1-3-7 風花の湧水

岡山県史第一巻自然風土 岡山県

岡山県史坊名勝天然記念物調査報告,13第8冊 岡山県史酔名勝天然記念物調査会 名著出版

D 無明谷の特殊植物と昆虫

主要地方道新見一成羽線から分かれて無明谷へ入っていくと,それまでの田と広葉樹の景観から

一転して,厨鼠をたてたように切り立つ絶壁の白きと琶木や鑑木の緑 とがひときわ目だった景観に

かわる｡無明谷の谷崎は数mlこすぎないが比3LT70-80mの絶壁が直江するので名前の示すとお

写真1-3-8

無明谷の特殊植物群

り息なお暗く,央EZでも暑さを感じることは少ない｡この

ような高湿冷涼の特異な環境条件をもっている上に,自然

破壊を免がれたため.自然がよく残されており,無明谷は

特殊艇物群落を有 している｡石灰岩地執ま,山口県秋吉台,

福陶県の平尾台,変成県の火野ケ原など全国に約20ヶ所

あるが,無明谷のように,絶壁が倭近Lているために日照

兄が少なく,がJ屈 である地域では,その植物群落は特異性

をましてくる｡

環境庁が全国一斉に実施した昭和48年度の自然環境保

全調香においでも,岡JLl県下の ｢食菰な植物群落｣として

位慌づけちれている｡この地域で,rjtlられる主な植物は次の

と浴t)であるC

ナカ′ミヤ クツゾウ,チ トセカズラ,クモノス シダ,ケキ

ノモ ウワラ ビ,クpタキカズ ラ,オオバイカイカ .)ソウ ,

キ ビノ クf7ウメモ ドキ ,タイ シャククpウメIt ドキ,ツル
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デ./ダ,キビシモツケ,アル/ミサソキライ,チョウジガマズミ,コタ二ワクリ,キビナワシpイチ

ゴ,イワック,(ネウツギ,パイカウツギ,チョウジザタラ,ヤマトレソギ ョウ,イブキスミt/,午

クガラクサ,ピッチュウアザミ,カタクリ,アオイカズラ,イワシデ,ケグワo

植生の特殊性から,昆虫類にも特殊なものが見 られる｡キビノタロウメモ ドキやタイ シャクタロ

ウメモ ドキを食樹にしているベニモ'/カラスシジミ(シジミチョウ科 )などの産地としても著名な

地域である｡ベニモソカラスシジミは本州では岡山県を中心とする中国地方と兵庫県の一部,静岡

県下に分布しているのがわかってきたが,特異な環境に生息する少ない鑑だけに絶滅が心配されるo

この蝶の分布の中心である無明谷の生息環境の保全に志をつくすことは大きな忠義のあることであ

る｡また付近のナラガシワ林からは.ヒロオt='ミドリシジミ,ウラtjPミド')シ･)i,ウスイロオ

オガシジミが発生 していて,ここの蝶柏 に色どりをそえている.甲虫類では,アキククpナガオサ

ム･/,フトワビナガゴミムツ,へリアカデオキノコムツなどが咋息する｡八子やアブ頑にも注目す

べき機があるが,不明な点が多い｡

〔参考文献〕

岡山県庁自然保健課の ｢無明谷の特殊植物群落について｣

(3) カルス ト地形と生活

A ドリーネ

荻尾の集落をのせる石灰岩台

地上には,2ヶ所の凹地がある

(図 1-3-3)｡それらはど

ちらも皿状を示している｡これ

らの凹地形は,その地形的特徴

からドリーネと推察される｡

荻尾の台地上の東側にあるド

リーネは中央の低みに吸い込み

穴がある (写頁1-3-9)0

吸い込み穴のまわりは石で闘わ

れ,畑のまわりの水が吸い込み

穴から地下に浸透していないよ

うにコソクリートの溝が,吸い

込み穴の上にとりつけられて,

畑から畑-と水が流れていくよ

うにしてある｡おそらくこの石

で囲まれた中のどこかに吸い込

み穴があると患われるが土で埋

められて,現在では吸い込み穴

･二dI)ドリー 不 ｡窪 地
彊)カレ〃 1ルト E:l田

0 50m loom

△ 舶 穴 ● T=め池 図1-3-3

荻島のカルス ト地形分布

- 22-



写fl1-3-9

成鳥の東側の ド')-ネ内の吸い込み穴

写諜113-10

コソクL)- トの溝によって吸い込み穴

から水が吸いこまれないよ うにしてあ
る

は確認できなかった｡まわりは畑である

のにこの石で囲われた所だけに,好水性

の植物と値われるものが茂り,ドL)-ネ

上に降った水がここに史ってくるものと

思われる｡ただ しこの ドリーネは完全な

皿状ではなく,一方が谷に伺って開いて

いる｡

荻尾の西側にあるドリ-ネは,東側に

あるドリーネより小さいが深くなってい

るO ドリーネの斜面ではりんごを栽培 し

てお り,その内側は仙 こなっているが中

央の低みの部分だけ田 として利用されて

いる｡ ドリーネ上に降 った雨水が,中央

の低みに般まってくるので田として利用

しやすいのであろう｡ (写招1-3-ll)

井戸にも ドリーネがある(図 1-3-4)o

ここの ドリーネは,中央の低みが大きな

窪地になっている(写弟1-3-12)0

窪地の庇の土は,水 を含んで湿っており,

まわ りはくずれないように石で築 かれて

いる｡窪地の大きさは,直径が 157花で

深さが5mである｡ここのドリ-ネは一

番深 く漏斗状のドリーネである｡窪地か

らは吸い込み穴が見つからなかったが,

地元の人の話によると水がたまっても抜

写鶏 1-3-11 中央の低みに田のある荻尾の西側の ドリーネ
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隠1-314 草月林道ぞい ･井戸付近の ドリーネ(d)お よびカレンフェル ト(kJの分布

写共1-3-12 井 戸 の ド リ ー ネ
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けてしまうということである｡

草月林道ぞいのドリーネは,かなり規模が大きい｡Lt確なドリーネの抱囲は ドリーネ上が林地と

なっており,わからなかったがおそらく旧曲歳村内で一宙大きな ドリ-ネであろうo他にもトリー

ネは多数無明礼Lの台地に存在すると思われるが.確認していない｡

B カ レンフ ェル ト

荻塙.井戸,草月林道ぞいに石灰岩塔

がFはられる｡多い ものでは100個 ぐら

いIhrI-1して見られるところがあるが,少

少ないものではlつの繁L塔が瓜Tl',してい

るだけのところもあった(写出113-

13)0

妨尾の煎側にあるものは,法門との境

界付近の峨針9-120の紬斜面に約 70

個の石灰岩塔が,ナラの木の間に分布し

ている｡岩塔の大 きさは,小さいもので

もlf1-径 20仇から,大きなものは lTJL以

∫_のものもある｡

｣-tfl‡1-3-13 荻尾の石灰岩塔

荻尾の中央部に丘陵があるが,その丘陵斜l軒こもカレソが分布しているoここのカレ'/は丘陵上

の土砂が雨水などで流されてith'tLiしてきたものであるbナラの木が岩塔群の間に点在している(ち

ill-3-14)a

r13r妄1-3-14 荻Ftiの虫(軌こあるドI)一手の斜面にあるカ L,-/フェル ト

井fiのIl八幡ftの虎881の斜面にもカレンか分布している,

一番加段の人きなカL,./は,草月林道ぞいのもの 亡.i00個近くのも灰ヂ壬塔が分布している【
ここは丘酸の糾面にあたt),まるで羊が斜面でむれを7:fしているようなム観をrLしている.
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①陥 没 穴
荻尾の集落ののっている台地の南側の

畑地の中に陥没穴が2つあいている(写

奏 1-3115).地元の人の話による

と,10年 ぐらい前に直径2m,深さ50

cmぐらいの陥没穴ができoその時埋めた

が,昭和 58年に再び陥没した.その後,

陥没穴のす ぐ近 くにもうーつの窪みがで

き始めた(写fZ1- 3116)0

昭和 58年 7月の調査f鞄真では,大きな

方が長径3,a,短径 27n50C仇,深さ4

Tnの井戸状をしめして いた.後にできた

小さな方は,盾径3m,深さ20C7nのIm

状をしめしていた｡昭和 58年11月時

点では,大きい方の陥没穴は長径 3m30

C花,想径2,n65C78と大きくなった｡小

さい方の陥没穴は長径 3,n80C九,短径

3,n5C7R,深さ1,nと大きくなった｡昭

和60年 2月時点ではどちらの穴も埋め

立 てられて畑として利用されていた｡

D 鐘 乳 洞

石灰岩合地の地下では.地下水の流れ

写頁1-3-15 2つの陥没穴

写臼l-3-16 小さい方の陥没穴
が石灰皆を帯食 して,縦穴や横穴が粒雑

に組み合わさった洞矧を発達させる｡桐円Iこ,故乳石 ･石苛 .石柱 ･流れ石 ･石灰華段等の二次/E

成物が発達した石灰洞を,鍵乳洞と言 う.

紐乳石 とは,洞窟の天井からしたたる水液中の尿帯カルシウムが沈漉 し結晶 とな-,たもので,つ

ららのように下がるoこのつららか ら落ちる水蘭を受けて,上方に向かって成長 しタケノコのよう

になったものを石苛と言う｡鹿乳石と石村の成長が拙 くと,やがて迎枯 して1本の石桂となる｡

流れ石は,渦宙の仇壁を伝って流れる水の石灰分が沈澱 したもので,カーテ -/状 ･泡状 ･クラゲ

状など,さまざまな形を作る｡

桐床を伝 う水によってできる小出の同園には,石灰分が沈B Lで畦 のような高まりが作られる｡

この畦をリムストー/,それに囲まれたml状の小池をりムストン7-ルと呼ぶ｡ リムストソー/-ルが

段 々に迎な ったのが石灰華段で,その崇敬は鬼lliであるO

旧幽寂村 (こも,睡乱闘がい くつか発見されているoそれぞれの鈍乳桐につい て,述べることにす

る｡付凶の記号の説明は,表 1-3-1の通りであるD
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衰1-3-1 鍾 乳 洞 内 の記 号

洞 口 爪 # ▲▼00004

洞口からの高さ +1.5-4.0 流 れ 石(71コース トソ) まを

天 井 の 底 さ 〈2.5 鍾乳石.つらら石 T.
洞内の水の流れ ー 石 萄 ○

洞 内 の 縦 穴 ◎洞くつサ ソ ゴ 守

1) 革 月 洞

昭和54年 2月23日,町道草月線の改良工事を行っていて岩壁を崩すために発破をかけたとこ

ら,80ch,X70cmくらいの穴があいた｡それをきっかけに,この鍾乳洞が発見 され,｢草月洞｣
と命名された｡

哲多町教育委員会発行 (昭和

54年 )の ｢哲多町の文化財｣

によると,草月道の様子は次の

通 りである｡

入口より5',Lくらいは,人が

やっと通れる樫の狭い穴が続く

が,ここに広 さ157材くらい,

高さ4-5Tnの空洞になった部

分 (広場 )がある｡さらに,こ

こより北西方向に高さ1-2TTL

の横穴が奥-と掛 ､ているが,

その全容については未調査であ

る(図113-5)o

草月洞は,水流などによる洞

形成はすでに終わっており,現

在 は降雨などによる ドリーネか

らの流水 と少 しではあるが絶え

ず流れてい る地下水 によって進

〔縦断面想像図〕

ドリーネ ドリーネ

二 三 ~

〔横断面想像図 〕

図1-3-5 草月洞 (哲多町教育委員会 ｢哲多町の
文化財｣昭和54年より)

-27-



化を続けているOそのため,-一般的に見られる鍾乳石,石衛などの他に,洞 くつサソゴ,カーテン,

ストロ1.7ラL,石,石灰華などが大変良く発運 していて,とても美 しい｡

洞 くつサ ソゴは,好条件のところにしかできない珍しいものだが,5mくらい入った広場の床の

粘土を留って存在している｡

特に珍 しいのは,ス トローである｡無数のス トローが天井から垂れ下がっているさまはとても美

しい｡途中から左や右に曲がったり,途中から左や右に曲がった り,途中が太くなっているものが

多い｡その長さも20cnr～1m30cmと大小様々で,ス トロー群は ｢まがりス トロー｣と呼ばれて,

他の鍾乳洞に類を見ないと言われている｡

現在では,内部保存のため入口をコンクリー トと鉄扉でふさいであり,普段は入れない｡内部の

鍵乳石は汚 されておらず,裏白でとても美しいそうである｡

2) 主要地方道北房～井倉～哲西線沿いの鎧乳洞

哲多町家実から井戸までの無明谷には,両岸に小さな洞穴がいくつか見られる｡おもなものにつ

いて,簡単な説明をすることにするO岡山大学ケイピソグ部の探検調適報告掛 こよると,各it_Ill_t乳 洞

の様子は次の通りである｡

7.失 声 の 穴

無明谷からははずれているが,哲多町失声の主要地方道新見～成羽線に面した山腹に開口してい

る｡洞口の大きさは

2mX2m｡洞は,

北東方向にはば直線

的に発達 してお り,

全長 27m｡洞口か

ら6m程は,傾斜約

200で下る｡そこか

らははぼ平坦な粘土

質の沫となり,一番

奥はプールとなって

いる(図1-3-6)0
/へ

二次生成物は,プ 2･0

-ルに浮遊カルサイ

トが見られ,他には

石苛 ･フT,-ス トー

ンがごくわずかにあ

るだけである｡

図 1-3-6 矢 小の穴 (岡大ケイビ/グ探検調査報告宙より)
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ィ.荻尾第一洞 (⑤ )

全長8.8,,川瀬 穴,洞 口の大きさは,2mX4mであるO二次/]三成物はほとんどない (図 1-3

--7)O

ウ.荻島第二洞 (⑥ )

全長15Tnの横穴で,洞口の大きさは5,71X4m(図 113-7)a

図1-3- 7

ェ.荻尾第三滴(⑦ )

全長110Tnの横穴であるO

洞床は,洞口付近で鎌,奥はフ

ローストーンや粘土となってい

る｡洞口か ら9m地点で,洞は

南北(こ分かれる｡北冊の洞は,

長さ67n樫であるO南側の滴は,

約107n進むと,再び東西に分

岐する.東側が8,A.西柵が

27mの長さがある｡

二次生成物は,カーテ'/やフ

ローストーンが見られる(図 1

-3-8)0

- / _∵

荻島第一洞(左 )と荻尾第二洞 (右 )

(同大ケイt='ソグ部探検調査報告笹より)

｣｣._｣__⊥_J
O 5m

図1-3-8 荻尾 第三 洞

(岡大ケイE'･/グ部探検調査報告苗より)
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オ. おとうす穴 (オ トスの穴 )

哲多町井戸の道路のすぐ脇に開口してい

るO深さ54TTLの縦穴である(写itl13

-17)0

洞口から22,n下ると,第-テラスに到

達する｡このテラスは.100憤斜して北西

方向へのぴ,その長さは14.5mである｡

第-テラスから傾斜750の急斜面を12m

下ると,第2テラスに到運する｡第 2テラ

スは長さ2.5TTLで第 1テラスと同様北西方

向-100傾斜 している｡
写白1-3-17 お とうす穴の洞口

第2テラスからさらに207〝下ると洞底である｡洞底は,北西と北粟に分岐した横穴に なっている｡

北西側の洞は,18m進ん

で1m落 ち,北北西-

9.57花進んでまた3-4

7n落ちてプールとなる｡

北東側の洞は,4,71進む

と北西-折れ曲がり,

6.37花進んで17n上に上

がって小さなホールとな

って,奥は落盤 しているO

洞内の二次生成物は,

つらら石や石管がわずか

に見られるだけである｡

カ.西 の 穴

荻尾井戸の ドリーネ斜

面に,北向きに3.57nX

0.6mの洞口が開いてい

るo全長957nで,主要

洞の長さは38m｡洞口

をはって入ると,17,TL

X121nの大ホールとな

ら,右側と正面に2本の

洞がのぴている｡

図 1-3-9 お と う す 穴

(岡大ケイビング部探検調査報告書 より)
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右側の桐は,12m進むことができ奥は落盤 しているO

正面側の洞は,起伏が多 く13m進むと水深2mと4mの2個のプールとなるOここには二次生

成物がよく発達 しており,フロース トーン,カ-テ'/,石苛,縫乳管,洞くつサンゴが見られる

(図 1-3-10)0

E 水 と 生 活

石灰岩台地上では,水が地中に没透 してしまうため,

水の確保は難 しいoそこで,水を得るために,背からさ

まざまな方法がとられてきた｡

昔は,谷からわき水を竹といでひいてきていたらしい｡

竹の節をくり抜いて,li:さ15C7Rくらいの松の丸太をく

り抜いたものでつないでどんどんのばしていき,水汲み

勘まで水をひいていた｡水汲みは女性 ,子どもの仕事だ

ったd水汲みには, ｢たご｣と呼ばれる木の桶を使った

(写月1-3-18)｡これを天ぴん棒で両局にかつぎ.

1日4-5回往復していたそうである.汲んできた水は,

飲料水 ･炊事 ･洗濯 ･風呂などに大切に使われた｡

大正時代の束頃から昭和時代の初めにかけて,天水井

戸が作られるようになった｡宙径はだいたいltTL50cJt

軌 深さは2m樫であるOセ}ント作りのもの,局胡皇
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石で闘 ったもの,地中に埋めてあるもの,地面の上に出ているもの,さまざまである｡雨水 を屋根

のといで集めて天水井戸にためておき,風呂等に使用したO

昭和30年頃から,塩 ビ管を使 って谷から水をひいて くるところもでてきた｡ しかし,竹 ･嶺 ビ

管とも裂けやす く不便なので,昭和40年代に入 ってビニールパイプにとって代わった｡東の谷の

水線池,西の谷の水源地からどこ- ル製水道管でひかれてきた水は,第 1汲取水軌 窮 2吸取水槽

を辿って,終点は小さな貯水晒となっている(写夷1-3-20.1-3-21)0

図1-3-11 簡 易 水 道 (飲用水の侵害の調停申立番より)
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昭和50年1月,町水道が完成した｡大砂利谷から水をひいているので,水の確保も確実にでき

るようになった｡

写央1-3-19

第 1吸 取 水 槽

写菜1-3-20

第 2吸 取 水 槽

F 土 壌

この地域の土壌は,粘土質でカルシウム分を多 く含む7'ルカ1)性七糠の赤土であるo ｢赤ねや り｣

｢赤にやり｣ とも呼ばれているO

石灰岩台地のため,畑が多く,たばこ ･あずき ･りんご ･トマト さつまいも ･とうもろこし･

桑などが作 られている｡

近年,国から金を借りて水田化する畑も多くなってきたが一国の減反政帯とあいまって･全体と

してはまだ数は少ない｡

(平松兵由美 ･藤岡秀子 )
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4. 気 候

(I) 気候区分と旧商議村の位置

中国地方の気候区分としては,吉野正敏によるものがある｡この気候区分図(図 1-4-1)は,

気温による地域区分図と降水による地域区分図を重ね合わせて作成されたものである.

図1-4-1

これによると岡山県はIf･Ig,Ⅱcl,ⅡC2,ⅡC3,Ⅲe,Ⅲfに分けられるOそれぞれの気

候の特徴は次のifBりである｡

工f =冬の季節風による降水虫が多く,冬には低軌 必 こは店温となる｡

Ig :1月の降水虫の他,夏の縦水iLiも多い｡

Ⅱcl:集中豪雨が発生しやすく,和声内沿岸としては冬は低温,夏は蕗温となる.

正C2:冬は温暖,夏は高温となる｡

正C3こ内陸はⅡC2より冬低温となる.呈夏冬とともに降水丑が少ない｡
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旧寓歳村は,この区分によると,Ⅱclの部分にあたる｡

上述の剣戻区分は気象庁の気象観軌所のデータをもとにしたものであるO気象観別所の密度は,

気候を市町村単位で把えることができるほどではないOまた,哲多町にも気象観測所はない｡

さらに,同じ町内でも高原上と谷間の低地で気候はかなり異るO上記の気候区分は,このような

地域差を無視して,概観的にとらえたものであることに留意 して聯 しなければならない｡

(2) 旧酋歳村の気院とくらし

気候は,人間のくらしや植物の成長に密接にかかわっている｡気象デ-タのない旧鶴歳村の気候

をとらえるためには,このような離柄によるしかないCそこで旧甑歳村の各地区を巡 り,田植えや

刈り入れ,水利用,LB桝に関わる大気現象,値物季節 といった事柄を中心に聞き取 り調査を行なっ

た｡

今日人々のくらしは,簡易水道や耕地躯僻が進行することによって,気候 とのつながりが希掛 こ

なっている｡しかし,夏期の渇水期における ｢雨 乞い｣の行事や,カルス ト台地における水利用の

形儀を見れば,かつて人々のくらしは,気候や自然条件とつながりをもって営まれていたことが偲

ばれるo

l) 石灰岩地形と雨乞いの行事

旧曲歳村の地域では石灰岩台地が多い.荻島.井原,布寄,吉清などがそれにあたり,原高は,

3507花～400〝傾 度である｡これらの石灰岩台地上と,その西方に,南北に細長 くつらなる標

高200m～300,71の谷底平野では気象現象が異るoたとえば,谷底平野内の失声で冬の降雨の

時,石灰岩台地上の荻島では雪となることがあると言われているo また,石灰岩の台地は,古来か

ら水不足に悩まされていたようであるOこの地域の降水臣は,吉備高原の他地域と比べ,それ程少

ないとは言えない.しかし,台地は石灰岩で構成されているため,雨が降っても地下に浸み込み,

台地上の地域は水が不足するo水は湧泉から遇いで運んだ｡水を確保するために天水井戸が利用さ

れたこともある｡近年では簡易水道が作られ,台地上の耕地は,畑作か ら水田に移る場合もでてき

た.また,古くから水不足の解消を祈る人々の願いとして,各地域で雨乞いの行事が行われていたO

この行事は,神社,与が中心となって職前まで矧 すられていたようであるO形態,内容等ま地域に

よって異るが,いわゆる ｢千貨焚き｣のJE:y,式は,どの地域も共通するoまた,雨乞いの地域的規模

は,村の地区単位のものから,町または郡単位で大泉劇 こ行われていた域合もあり,様々である0

2) 水稲の移植(EEl植え),刈り収りと打の朝同

価き取り調査Iこよって,旧筒蔵相を中心とする地域の水稲の田植え,刈り取 りの時期を調べ.こ

れらの時期と調査地点の確 との牌係を図1-4-2,蓋114-1に示したoここで駿 をとり

上げたのは,水稲の田植えと刈り取りの暗鵜 と.それを左右させるであろうと考えられる気温との

幽係にrJJp目したからであるOしかしながら,高庇の応低が単に気温の高低を示すものとは言えない

だろう｡たとえば,同じ'fi'度の斜面上でも,北向きと南向きでは気温が異るであろ うし,風のよく

吹くところと吹かないところでも興るであろう｡ また,水稲の刈 り取 り,田植えの時期を決定する

要素は気温だけとは考えられないだろうoEl唱時間.土壌等の条件も重盟な要素であるo以上のよ

うな多くの要素が幽連して,水稲の田植え,刈り取 ()の時鵜を決定 していることをふまえておかな
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荻島 2

久保井野,荻尾l
井原

蚊家本村

円井谷
･J川谷

H 川上

失声,上成松

本郷

5 6 7 8 9 10 11 12 (月)

図1-4-2 稲の田植え,刈 り取 りの時期と由度の関係

表 1-4- 1 稲の田植え,刈り取 りの時期と応度の的係

グ ル ー プ 本 郷 川 沿 い の 谷 底 平 野 威

地 点 内 井 谷失 声 蚊家本村 川 上 井 原 上成松 本 郷 畑 谷

高 度 320 240 340 280 380 240 220 300

田 植 え 4月終り 5月初め 5月初め 5月終り 5月中ば 5月中ば 6月中ぱ 5月終 り

グ ル ー プ 吉 備 高 原 上 の 地 域

地 点 荻尾 1 荻尾 2 久保井野 田 淵

宿 度 400 420 400 480

田 植 え 5月初め 5月終り 5月中ぱ 5月初め
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ければならないoまた,近年育びょう機の普及Iこよってこれらの時朋は画一化される傾向にあり,

必ずしも気候を正確に反映しているとは言えないであろう｡

図を見ると田植えから刈り取りの期間はほぼ4-5か月樫度である｡田植えから刈 り取りまでの

期間が蚊も長いのは内井谷で,5か月と10日である･逆に応も短いのは本紙の4か月で,両者の

間には1か月以上の開きが見 られる｡また240-340mまではほとんどが谷底平野の地域であ

るが,.Lば があがるに従って田植え,刈り取りの時か ;早くなる03407n以上の吉備高原上では,

本郷とくらべると田植えでは1か月世塵,刈り取りでは1句歴度早いO

次に,旧高歳村を中心とした地域の猫の期間と布度の関係を図114-3に示した｡符ができる

のは地物やそのごく付近の空気の温度がo'C以下にさがる収合であるが,この気温降下は著 しく地

形に支配されるo凹地,盆地のような所では重い茶気がたまるために符がおきやすいoまた,これ

らの勘所に向って寒気の流下する道筋でも箱がおこりゃすいo反対に傾斜地の中腹,水辺,南に面

した傾斜地,林辺などは箱がおきにくい｡このように茄と気臥 地形には密接な関係があるO図を

見ると高度が増すに従って霜の期間が長くなる｡応度の高い地域では気温も0'C以下になる期間が

長くなり,気温も底くなると考えられる｡円井谷では苗度に比べて符のおりる期間が比較的長い｡

この地域は凹地形のため.重い寒気が入 り易いからと考えられる.

10 11 12 1 2 3 4 5

図1-4-3 '811' の 崩 rt'L1
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3) 桜の開花日と雪

桜の開花日と最も関係が深いのは,開花前1か月間の気温である｡高度200-300m程度の

谷底平野内の本郷では4月中ば,上成松,内井谷では4月初めとなる｡これに対して400- 450

m程度の高原状の台地の荻島などでは4月終 りとなるC谷底平野と高原状の台地とでは桜の閲花月

にかなりの差があり,台地と谷底平野の端温差を反映しているo

岡山地方気象台の資料によると,岡山の開花日は4月1日,津山では4月4日であるO旧/5歳村

の開花日と比べると,かなりはやくなっていて,酋蔵相では岡山.津山にくらべ気温がかなり低い

ことが予乱できる｡しかし,気象台が娼花日と定める桜の咲きll糾 ､は,標準木に放輪の花が咲く

程度である｡一万,兆歳村を中心とする地域の開花日は,雌き取 りによるものであるo萌蔵相に住

む人々が,桜が咲きはじめたと感 じるのは,気象台の定める朗花日よりもいくらか遅いのではない

だろうか｡

また,旧簡蔵相を中心とした地域の雪の期間は,11月中ばから3月終 りまでであるo右等IBl'の深

さは多い時で10-30cm程度であるが,2-5cm程度の胡質が故も多いO

(3) 参考資料～岡山,㍉二古梁,新見,矢神,千屋の気温と降水星

旧商議村には気象観測所がなしヽ そこで稀梁,新見,矢神,千屋などの旧筒歳村になるべく近い

観測所のデータからこのあたりの気候の特色 をみよう｡前述の気候区分によTuま,千屋 If, 矢神

Ⅱcl 新見 Ⅱcl,店染ⅡC2,の気候区となるOこれに岡山の資料も含めて比較検討 してゆくことI

にするo各地点の位置及び高度は,盛1-4-2に示すとおりである｡集めた資料は昭和 40年-

表 1-4-2 観 測 所 位 把

岡 山OEA YAMA S40年～S57年 9月 S57年 10月～

jt:* : 34041' 北緯 : 34040′
東経 :133055′ 東経 :133055′
拓度 :3Tn 応度 :3m

応 架TAB:AfⅠAS丘Ⅰ S40年-S41年 S42年～S53年 S54年～

北緯 : 34047′ 北緯: 34048′ 北締 : 34047′
東経 :133037′ 東経 :133037′ 東経 :133037′
高度 : 647花 高度 : 70m T駁 :60m

新 見NII MI S40年～49年 S50年～S53年 S54年～

北緯 : 34059′ jt:* : 34058' 北締:34056′
東経 :133028′ 東経 :133028′ 東経 :133031′
高度 :210m 感度 :180Tn 応度 :393,TL

矢 神YA GAMⅠ S40年～S53年

北緯 : 34058′
東経 :133022′
高度 :360m

千 屋 S40年～S49年 S50年～S53年 S54年～北範 : 35006′ 北緯 : 35006′ 北緯 : 35006′
CHⅠ YA 東経 :133026′ 東経 :133027′ 東経 :133026′
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昭和 58年までであるが,この間に矢神を除いて各観測点の位'AL,及び応度は変わっている｡また虚

礼 最低,平均気温,降水量の示 し方は,昭和54年から改訂されたoこのため観則値の集計は,

同 じ位置や高度,また同じ示し方をしている期間に分けて行った｡

1)気 温

岡山,高梁,新見,矢神,千屋の各気象戦利所のデータを収集し,月別平均気温(図1-4-4)

月別平均最高気温,最低気温(図1-4-5)と,昭和40年～58年の19年間の年間平均気孔

扱高 ･最低完温の変化(図1-4-6)を示した｡

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 日 12(Jl)

図1-4-4 (月別平均気温 昭和40-49年)
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

図 114-5 月別最高気温の平均と良低気温の平均 (S40-49年 )
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各気象観測所の位置は,昭和 40年～49年の間では殆ん ど変化はない｡しかし,昭和 50年以

降,多少の位既の移動がある.そのため,月別平均気温のグラフを作成するにあたっては,昭和40

年～ 49年の 10年間の資料を使用し,昭和 50年以降のものについては,ここでは図示していな

い0年平均気温の経年変化については,昭和 40年-58年の資料から作成したo しかし,昭和54

年からは,新見,千屋の観測所の位位が変更され,気温が高くなっている｡

月別平均気温の一年間の変化の傾向は,各地点ともほぼ同様である｡ しかし,岡山から北部に向

かう程,低くなる.さらに,月別辰馬気温,足底気温の平均は,各地点とも類似の変化を示すが,

比期 (7-8月)の最低気温と冬期(1-2月)の原宿気温に各地点の温度に開きが目立つ.

また,年平均応高気温,股低気温,年平均気温の経年変化をみると,年々ある程度の変動が認め

られる｡

各地点の変動には,かなりの類似性があるO年平均La高気温では,岡山,高梁の値は,ほぼ等し

い｡また,千屋の値が,他の地点と比較して特に低いo矢神,千慮の年平均位低気温の値は,同グ

ラフ中叫由の地点叫直と比較すると,やや近い｡岡山,拓雛では,気温に開きが出ている.

高掛ま,夏期において気温の上昇が著しい｡冬掛 乙は冷たく患い空気がたまりやすい.従 って,

冷え込む｡この現象は,高梁の谷部の気象を反映している｡

新見,矢神,千屋など県北西部の頗応の高い地点では,冬期の般低気温が著 しく低い｡特に,千

屋では,巌低気温が,各気象観測所中農も低い値を示し,感応や位匠的影響を強く反映している｡

25降 水 正
岡山,高梁,新見,矢神,千屋の各気象恐別所のデータを収集 し,月別平均降水塩のグラフを図

1-417,図1-4-8,図1-4-9に示 した.熊めたデータは昭和 40年～53年までであ

るが,観削点の位監及び由度が変化しているので,昭和 40年～49年,昭和 50年～53年に分

けてデ-タを処理 した｡なお新見では昭和49年～53年の間は観AlJ資料がないのでとりあげてい

ない0

両図を比較すると,かな りの迷いが見られる｡昭和 40年～49年の図は各地点7,9月の降水

A･が多いo特に 7月は12か月中で良も降水塵が多い｡この原因は,昭和40年～49年の間の7

月朋に,県域で梅雨前線による大雨の降ることが多か .,たためと考えられるO昭和 50年～53年

の図では,各観測点,4,6,9月に降水虫が多い｡ 4月は,春雨前線,6月は,梅雨前線,9月

は,台風,秋雨前線によるものと考えられる.また両国とも千屋,矢神,新見の11-1月の降水

虫が,成於,岡山に比べて多いOこれは降rrJ.によるものも含まれるO

次に,昭和40年～58年までの各地点の年間降水虫の動きを図1-416に示したOなお,節

見は職和48年～53年の6年間,矢神は昭和 54年以降の笥測資料がない｡これを見ると,各地
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12(月)

図 1-4-7 S40年～S49年の月別平均降水盈
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2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12(月)

図1-4-8 S50年～S53年の月別平均降水量
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点の降水塩の経年変化はよく似た傾向を示す｡昭和40年～41年,45年～47年,50年～

51年,53年ごろは降水塩のかなり多い年である｡これ らの年は台風,梅雨,秋雨前線の活動が

活発で各地点に多生の雨を降らせたものと考えられる｡また,昭和48年,53年では降水盤が少

なく,昭和53年は岡山,高梁,矢神,千屡で収も降水藍が少ないO

庄)以上の資料となった各地点の気象測定方法は,次の ようであるo

OS53年までの資料

平均気温 :下記の日成高気温と日位低気温との平均値を日平均気温とし,0,1℃単位で示し,

旬月の欄にはそれぞれの平均1広を示した｡

最高気温 .･当日9時から翌日9時までの目敏応気温を0,1℃単位で示した.

最低気温 :前日9時から翌日9時までの日食政局温を0.1'C単位で示 した｡

降 水 丑 :当日9時から翌日9時までの日降水丘を lRNr単位で示 したo

oS54年以降の資料

平均気温 :1- 24時の毎正時平均を0.1'Cまで示 した｡

最高気戯 :1-24時のr#正時のなかで巌席を0.1lJcまで示した｡

碇低気温 :1-24時の毎正時のなかで最低を0.1'Cまで示した｡

降 水 丘 :0-24時の日降水出を1叫まで示 したol〝来店のときは空欄｡

(河内潔 ･竹内浩二)

参 考 文 献

岡山地方気象台嗣(1965- 1981):岡ILl気象月報

石田 寛編 ｢岡山の地理｣

和遼 招夫編 ｢日本の気象｣

吉野 正敏 (1968) :中国 ･内国地方の耳軽区分,地理科学,10
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第 2葦 人口と過疎化集落

1 人 □

(l) 世帯数および人口の推移

表2-1-1および図2-1-1･2は満 歳地区 (旧再歳村)の世帯数･人口を表わしたものであるo

大正元年 (1912)の蔚歳村の人口は1,914人で3'つT:O人口は,大正7年をさかいに,翌年には

2.239人,前年比の15.∠峰 と急激に増加したOしかし, この増加は一時的なものであり･大正14年

表2-1-1 蔀歳地区 (旧商議村 )の世招致 ･人口

世帯数 人 口 壮輔敢 人 口 世相数 人 口

大正元年 〔32i〕 〔1199211〕 11年 〔339〕408 〔1721〕1709 35年 378 1914

2 342 1970 12 36 370 1851

3 337 1969 13 37 366 1807

4 337 2002 14 38 360 1764

5 [334400] 〔 萱00442〕 15 39 359 1697
6 340 2020 16 40 363 1662

7 342 1941 17 41 358 1610

8 340 2239 18 42 355 1532

9 [33訳 〕 〔乱 〕 19 43 351 1495

10 342〔356〕〔342〕〔350〕 2264〔1745〕〔1674〕〔1677〕 20 44 353 1451

ll 21 2397 45 332 1379

12 22 [3B3] 〔2077〕 46 329 1361

13 23 376〔377〕369〔3;36〕 2107〔2104〕2104〔2ooeg〕 47 327 1333

14 24 48 325 1312

昭和元年 25 49 318 1286

2 26 50 318 1268

3 27 51 311 1248

4 28 52 310 1250

5 29 53 307 1220

6 30 54 307 1217

7 31 374 2065 55 310 1207

8 32 369 2032 56 307 1203

9 33 375 1991 57 309 1181

出所 :pi'i和 30年- 58年 茜歳支所 ｢人口調査綴｣

昭和20年～27年 ｢人口調査｣
大正元年～10年 ｢現勢調査蒋｣

但し〔 〕内は,国勢調査による0
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図2-1-1 鵡歳地区 (旧講蔵相 )の世帯数の推移

大正元5 10昭和元 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 (午)

図2-1-2 両歳地区 (旧館蔵相 )の人口の推移
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には,1,754人になった｡これは,第 1次大戦後の日本の経済発展期にあたり,都市-と労働力

が流出 していったのである｡これよ り後,第2次大戦の昭和 20年 (1945)まで,多少の増減

はあるが 1,700人程度に安定 していた｡ ところが,終戦 を迎えた翌年の昭和 21年には,2,376

人と前年比の 40.3%も増加しており,都市部からの疎開者の流入または外地からの引揚者の帰村

が激 しかったことを表わしている｡この人口増加も一時的なものにすぎなく,昭和 23年には2,104

人になり,昭和30年まで小康状態を保つが,日本経済が復興す るにつれ人口は減少 しは じめた｡

そして,三村合併後の昭和30年代半ばか ら40年代にかけての高度経済成長期には,昭和 30年

から昭和 45年の15年間に人口は33.8%減少 し,虻群数も掛 F減少 しているから,この時朋に

挙家離村 した世帯が多いことがわかる｡また,1世帯あたりの世将員数が昭和 30年には 5.5人で

あったのに対 し,昭和45年には4.2人になっていることから,核家族化が進行すると同時に若年

層が流出したことを表わしている｡

''ji度成長期もほぼ終 りをみせはじめる昭和 45年以降は,人口減少の程度は比較的緩やかになる

が,減少の傾向は今日まで継続 している｡

また,集落別の世帯数 ･人口を表わしたものが茸2-i-2であり,図 2-1-3は,昭和 43

年から58年までの各集落の人口の推移を表わしているO

表2-1-2 薗歳地区の集落別世帯数 ･人I｣

封茎落番 号 熊 落 名 昭 和 30 年 昭 和 58 年 人 口増 加 率世 柘 数 人 口 世 帯 数 人 口

1 川 上 31 166 21 80 △ 51.8
2 町 上 27 102 21 68 △ 33.3
3 町 下 29 124 24 74 △ 40.3
4 宮 / 峠 14 87 12 45 △ 48.3
5 中 井 谷 16 90 ll 41 △ 54.4

6 宗 本 19 121 18 76 △ 37.2
7 大 峠 15 91 10 43 △ 32.7

8 奥 地 18 109 14 42 △ 61.5
9 内 井 .谷 20 105 14 48 △ 54.3

10 家 実 12 69 10 43 △ 37.7
ll 只 野 28 165 26 113 △ 31.5
12 大 谷 21 108 19 66 △ 38.9
13 老 栄 西 19 109 16 59 △ 45.9
14 老 栄 東 16 78 16 54 △ 30.7
15 書 店 17 119 14 62 △ 48.0
16 井 原 19 128 17 71 △ 44.5
17 荻 尾 上 18 90 13 46 △ 48.9

18 荻 島 下 17 102 17 60 △ 41.2
19 井戸 .布 寄 17 106 16 69 △ 31.9

(20) 向 山 3 13 - -

(｢人口調素顔｣より作成 )
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45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58(午)
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l I I l I I I I l l l I I l I

昭和43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58(午 )

閉211-3 商議地区のIiS落別人口推移 (その2)
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(2) 産業別就菜人口構成

合併前の商議村,合併後は哲多町の産業別就業人口を表わしたのが表 211-3である｡

まず,再議村 については,昭和25年までは第 1次産菜就叢書が80%以上 を占めていたが,昭

和 30年には74%と,他の虚業に従事する者 が増加 した｡戦後の復興期を経過することによって

産業の高次化が進展していったのである｡また,昭和 25年当時の哉歳村を,合併した他の2村と

比較すると,本郷村の第 2･3次産菜就業者の占める割合が高く,逆に新鹿村は第 1次産菜就業者

が全体の 88.4%も占めている｡ 3村の性格を大まかにとらえると,本郷村はやや発遷 した農村で

あり,新蔵相は山村的で,衝歳村はこれらの中間に位殴している｡

合併後は哲多町についてみると,昭和 35年には第 1次産業が 2.708人,727%を占め,戯

林 簸'中 心 やあ ったが , 昭 和 45年 に は 全体 の 半分 以 下 1･670人になった｡ 就 業 人

表2-1- 3 産業 別 就 業 人 口 構成

第 1 次 産 菜 第 2 次 産 業

(82.5) ( - ) (82.5) (2.8) (5.3)

22 812 55 867 4 24 41

読 (77,1) (5.2) (- ) (82.3) (0.4) (2.3) (3.9)

25 853 79 932 9 15 23

村 (78.0) (7.2) ( - ) (85.3) (0.8) (1.4) (2_1)

30 706 52 758 26 25 60
(69.1) (5.1) ( - ) (74.2) (2.5) (2.4) (5.9)

本姓村 25 1,275 15 - 1.290 16 51 139
(73.8) (0.9) ( - ) (74.7) (0.9) (3.0) (8.0)

,新砥村 25 944 110 1.054 28 16
(78.4) (9.2) ( - ) (88.4) ( - ) (2.3) (1.3)

35 2.601 107 2.078 113 131 205

管多町 (55.3) (2.9) ( - ) (72.7) (3.0) (3.5) (5.5)

40 2.127 46 2.173 85 104 240
(67.6) (1_5) ( - ) (69.0) (2.7) (3.3) (7.6)

45 1.631 38 1 1.670 44 144 427
(Lu.1) (1.0) (0.0) (44.1) (1.2) (3.8) (ll,3)

50 1,148 31 1.179 35 218 487
(44.2) (1.2) (- ) (45.4) (1,3) (8.4) (18.8)

55 1.038 41 1,079 19 260 509

44

注 ) ( )は,構成比 (% )を示す｡
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ロははば同じことから,第 1次産業就業者がE3林外敵裳に移行したと考えられ,生産性の低い農林

業から離脱していったのである｡そして,その後 も第1次産業人口は減少をつづけ,それとともに

全休 も昭和45年から50年にかけて約 900人減少した｡これは,出林実就業者のうら成羽川ダ

ムや水島工業地帯へ出かせぎに出ることによって収入を得ていた ものが,工事の完了により,第2,

3次産業に就菜することを余儀なくきれ,その締果,噂を求めて都市部へ流出する者が増加したこ

とと･若年労働力が防塵潅済成長に伴って流出したことの相乗によるものである｡また,昭和55

年には産讃人口全体は僅かながら増加した｡ これは底成長期に入ったことにより経済成長が停滞の

様相をみせたことによるが,町の活性化のためにも町内に若年労働力をとどめておくことのできる

基盤づくりが必要不可欠であることはいうまでもないことである｡

第 3 次 産 業 そ の 他 総 計

卸 売小売糞 金融.保険不動産業 運 輸通信業 屯気.ガス水 道 菜 サービス菜 公 務 計

39 ( - ) 9 29 77 10 (100.0)(4.2) (1.0) (- ) (3.1) (8.3) (1.0)

7 34 6 5 43 95 22 (100.0)(0.7) ( - ) (3.2) (0.6) (0.5) (4.1) (9.0) (2.1)

20 45 32 17 114 (100.0)(1.8) ( - ) (4.1) ( - ) (2.9) (1.6) (10.4) ( - )

35 13 44 101 19 152 (100.0)(3.4) (1.3) (4.3) (9.9) (1.9) (14.9) (- )

65 ll 69 ( - ) 78 18 231 (100.0)(3_8) (0,1) (4.0) (4.5) (1ー0) (13.4) ( - )

24 1 24 ( - ) 29 16 94 (100.0)(2.0) (0ー1) (2.0) (2.4) (1.3) (7.9) ( - )

165 19 128 8 198 47 567 2 (100.0)(4.4) (0.5) (3.4) (0ー2) (5.3) (1.3) (15.2) (0.1)

142 17 133 9 192 52 545 (100.0)(4.5) (0.5) (4.2) (0.3) (6.I) (1.7) (17.3) ( - )

164 27 150 8 231 61 1.501 (100.0)(4.3) (0_7) .(4.0) (0.2) (6.1) (1_6) (39.6) ( - )

169 18 140 12 249 85 676 (100.0)(6.5) (0.7) (5.4) (0.5) (9.6) (3,3) (26.1) ( - )

191 26 134 ll 282 98 742 (100.0)(7.3) (1.0) (5.1) (0.4) (lO_8) (3.8) (28_4) ( - )

(｢国勢調査｣結果より作成 )
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第 3次産業

蔑 歳 村
昭和 5年

30年

本 郷 村

昭和25年

新 砥 村

昭和25年

哲 多 町

昭和35年

o 第 1次 産 業 5P 第2次産業 1100

82.5

てこ__

82.3

し

85.3

74.7 巨詔 ::･13.7.:..

74.7 院 TjjA :I::i'i:-;.'.::ラ:;:=_;:

88.4 円 木

72,7 協 幸 手i
､ヽ

69.0

44,1 /qgijg㌶ 率 + ｣

45.4 6 ,1 ' /

41.4 暢 嶺 . 払 ; .

図 2-1-4 産業別就業人口構成 (蓑2-1-4より作成 )

(3)年齢別 ･男女別人口構成

禽蔵相 ･哲多町の年齢別 ･男女別人口構成とその推移を表2-1-4に示 した｡特に,65歳以

上の老齢人口が増加しているのが顕著であるo逆に低年齢屑は減少してゆき,これらのことから老
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齢化指数は昭和 35年以降急激に卿 口している.また,15歳から64歳までの生産年齢人口が年

減々少 していることにより,従属指数は減少を続けているo

これらのことを人口ピラミッドで表わしたのが図2-1-516である｡まず,希歳村では,昭

和 25年 ･30年 ともほぼ ピラミッド型をしているが,岡山L-.T.一全休にくらべると25歳～39歳の

男子が少なくなっている｡昭和 25年の25-29歳の男 F-が少なくなっているのは戦争の膨掛 こ

よるものであり,また,0-4歳の屑は戦後のべビ-ブームにあたるものであるO

哲多町では,昭和30年は淘歳村と同様はぽピラミッド型をしているが,昭和 35年 には15歳

～24歳の層の割合が少なくなり,段村特有の "ひょうたん塾"を示すようになってくる｡そして,

昭和45年には,15歳～34歳の割合が減少するとともに35歳～49強の割合が増大すること

により一層 "ひょうたん型 "が顕掛 こなった｡これらの20-24歳屑が少ないのはlL.i'学歴化によ

7 6 5 4 3 2 10 0 1 2 3 4 5 6 7

7 6 5 4 3 2 10 0 1 2 3 4 5 6 7(%)

図 211-5 商議村の年齢別 .男女別人口偶成

(表2-2-4より作成 )
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7 6 5 4 3 2 1 0 01 2 3 4 5 6 7
B'42-11 6 哲多町の年齢別,男女別人口構成 (表 2-1-4より作成 )

7 6 5 4 3 2 10 01 2 3 4 5 6 7(%)

6 5 4 3 2 10 01 2 3 4 5 6(%)
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6 5 4 3 2 10 0 1 2 3 4 5 6(%)

5 4 3 2 10 0 1 2 3 4 5(%)

閏2-1-7 帥仙腺の年齢別,男女別人口偶成 (国勢謝虎より作成 )
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る都市部への進学そして就業によるものである｡しかし,昭和 55年には25-29歳,30-34

歳層が各 昭々和45年に207人,242人であったのが 250人,257人と増加 したことによ

り, "ひょうたん塾"というよりも岡山県全体のあらわす "つぼ型"にやや似た呼)_をしているoこ

れは,哲多町-の都市部からのUタ-ソ若しくは町に定着する青年層が増加したことによると思わ

れる｡

2 人 口 動 態

(I) 自 然 動 態

商歳地区lこおける出生と死亡の状況と自然増減を表わしたのが表212-i,図2-2-1であ

るQ出生数は近年原村共通である減少の傾向にあり,これも若年層の減少に関係 している｡また,

昭和41年度は ｢丙午｣lこあたるため減少 しているが,その他昭和 46,49年度も少なくなって

いるCそれゆえに,自然増減は昭和 32-36年度は増加をみせているが,55年度以降減少して

いる｡

昭和3233343536373839404142434445464748495051525354555657(年産 )

図 2-211 商議地区の自然動憤

一･七6-

(表2-2-1より作成 )



表 2-2- 1
藷歳地区における自然動態

年度 出 生 死 亡 自然増減

昭 32 3Ll 20 14
33 39 21 18
34 45 16 29
35 34 21 13
36 21 14 7

3738 22 24 △2
39 16 18 △2
40 18 20 △2
41 13 17 △4
42 16 21 △5
43 16 16 0
44 14 19 △5
45 18 15 3
46 ll 16 △5
47 18 12 6
48 12 8 4
49 9 18 △9
50 14 18 △4
51 15 15 0
52 18 12 6
53 14 6 8
54 15 12 3
55 8 13 ム5
56 7 14 △7
57 4 15 All

(｢異動人口調査報告｣より作成)

菱2-2-2

再議村lこおける自然動態
(人)

年度 出 生 死 亡 自然増減

大 元 76 57 19
2 66 37 29
3 60 47 13
4 70 38 32
5 76 40 36
6 75 51 24
7
8 78 46 32
9 63 65 △ 2
10 86 40 46

(｢国勢調査簿｣より作成 )

また,大正元～10年の蔑歳村の自然動態を

表2-2-2に示した｡この期間では,自然増

減は大正 9年に減少した他は各年度で増加して

いる｡

(2)社 会 動 態

昭和32年度から昭和57年度までの苑歳地

区の転出入着数を表わしたのが表2-2-3,

図2-2-2である｡昭和51年度に社会減少

はなくなったが,その他の年度では常に転出者

転入者数

一一一一一 転出者数

昭和 32 3 3 34 35 36 37 3839 4 0 4 14243 44 45 4647 48 49 50 51 52 53 5 4 5 5 56 57(年度 )

図2-2-2 蔑歳地区における社会 軌態 (表2-2-3より作成 )
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表 2-2-3

菌嵐地区における社会動態

年度 転 入 音 数 転 出 者 数 社会増減

うち県 内 うち県 内

昭32 59 43 122 92 △63

33 63 51 111 71 △48

34 53 42 150 94 △97

35 44 32 125 77 △81

36 42 26 104 61 △62

37 40 27 100 70 △60

38 40 30 125 77 △85

39 49 27 88 57 △39

40 52 37 99 65 △47

41 37 28 115 83 △78

42 60 41 101 69 △41

43 50 28 97 64 △47

44 56 44 118 71 △62

45 63 46 96 65 △33

46 52 39 79 54 △27

47 45 32 75 53 △30

48 46 33 75 47 △29

49 66 39 78 43 △12

50 64 44 88 56 △24

51 57 40 57 42 0

52 27 19 64 49 △37

53 31 22 45 35 △14

54 31 18 40 23 △ 9

55 40 25 45 31 △ 5

56 37 20 47 29 △10

57 40 31 51 35 All

表 2-2-4

寓歳村における社会動態

年度 転入者数 転出者数 社会増減

大元 25 36 All

2 15 43 △28

3 37 39 △ 2

4 31 34 △ 3

5 18 23 △ 5

6 27 41 △14

7 - - -

8 36 23 13

9 19 29 △10

(｢現勢調査簿｣より作成 )

(｢異動人口調査報告｣ より作成 )

数が転入者数を上回っている｡そのうち昭和 32-44年度にくらべ昭和45年度以降は比較

的社会減少も少ない値を示しているO転出者数は昭和44年度 118人をさかいにして減′｣)し,

昭和 53年度以降50人軒度になったo転入者数は昭和 47年度頃からUタ-/によるものが

増加 しは じめたが,昭和49年度 66人 をピークに,昭和52年度には27人に激減 したo

Lかし,それ以降徐々に再増加している｡

ところで,図2-2-3で自然動儀と社会劇闇をあわせて,両歳地区の人口動態 を考えてみ

-68-



図2-2-3 絹 地区における人口約 (表呈蒜 蒜 1,菱2~2-3)

ると,自然数鰍 まほぼ停滞的であるが,社会動態は増減の申副ま激 しく変動しているが徐々に人

口流出が少なくなってきており,今後は自然赦闇と同様停滞的になると予恐されよう｡

また,大正元～10年の商議村の転出 ･転入者敬を衷2-2-4で示した｡これによると大

正8,10年度では社会増加をみせているが.その他の年度では昭和期と同様に社会減少にな

っている｡しかし,その値は小さく,自然曲態を考え合わせた吸合,人口動態は安定 している

といえるであろうO

ここで,転出 ･転入を転出先,先住地によって検討してみる｡

まず,県内県外別の転出 ･転入者数の推移を図2-2-4,5よりみると,転出者数は県内

･県外とも減少する個句にあるOグラフの概形に注目すると,転出者数と県外転出者数の推移

のえがく曲線はほぼ同 じ形をしており,急減した昭和 46･51年度には県外転出者の減少に

よるものであると考えられる｡また,転入者数は県内からの増減に大きく左右されているが,

転入者が大きく減少 した昭和52年以降は,県内.県外とも停滞ぎみになっている｡

次に,より詳細に昭和35年度から55年度までの地域別転出 ･転入者数を表2-2-5か

らみてゆくと,転出 ･転入とも近鼓地方の占める割合が高く,なかでも大阪府が多くなってい

るO市町村の同ラソクで大阪市を考えると特に転出では昭和35年に 18人と岡山市と同じ他

を示しており,近俄地方 との密接な解体がうきぼ りlこされている｡また,県内では台数,岡山

市に転出する割合が大きかったが,昭和 55年度には両市-の転出老数は減り近接する新見市

の割合が増加したO転入者教は稀少をみせているものの,依然として岡山,台数市からの転入

者が多いO近隣市町村-の転出は新見市を除くと少なく,転入は昭和40年度までは比政的多

くみられたが,それ以後ほとんどなくなっている｡
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3 9 40 4 1 4 2 434445 46 47 48 49 50 5 1 52 5 3 54 5556 57(年度)

(人)

100

80

60

40

20

0

昭和 32 33 34 35 36 3738

図2-2-4 県内 ･県外別転出者数の推移 (表 2-2-5より作成 )

昭和 32 3 3 34 35 36 3738 39 4 0 41 42 43 44 45 4 6 47 4849 505 1 52 53 54 55 5 6 57 (年度 )

図2-2-5 県内 ･県外別転入者数の推移 (表2-2-5より作成 )
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表 2-2-5 地 域 別転 出 ･転 入 者 の推移

(転出 ) (人 )

年度転出先 昭和35 40 45 50 55

県 内 合 計 77 65 65 64 31

岡 山 市 18 22 18 19 6

新 見 市 1.I ll 22 12 10

倉 敷 市 239 8 12 17 5

総 社 市 2 - 2 312

高 梁 市 2 162 1

そ の 他 の市 2 1 1

井 崎 町 2 - -

鴨 方 町 1 8 1

成 羽 町 3 - -

備 中 町 14 7 - 1

神 郷 町 - 4 -

その他の町村 4 4 7 3

県 外 合 計 48 34 31 24 14

広 島 県 11 - 4 1 1

山 口 県 6 -

その他の中国 1 -

中 国 計 2 7 4 1 i

大 阪 府 28 13 12 10 4

兵 庫 県 6 7 5 2 2

京 都 府 3 1 2 - 1

その他の近親 - - 2 3

近 親 計 37 21 19 14 10

四 囲 計 5 1 1 1 -

愛 知 県 1 1 2 5 1

その他の東海 - - 1 - -

東 海 計 1 1 3 5 1

東 京 都 1 3 1 1 2その他の的東 - 3 1

関 東 計 1 3 4 2 2

九 州 計 - l - - -

そ の 他 2 - - 1 -

総 計 125 99 96 88 45

(転入 ) (人 )

て>一一二 昭和35 40 45 50 55
舶 内 合 計 32 37 46 44 25

岡 山 市 6 4 13 12 6

新 見 市 4 7 12 4 4

合 政 市 4 12 13 16 6

棺 梁 市 8 - 1 1 1

坪 山 市 - - 2 4

そ の他 の 市 1 2 2 -

哲 西 町 2 - - -

早 島 町 1 1 1 1 -

備 中 町 5 6 - 1 -

成 羽 町 1 2 2 2 2

神 妬 町 - 4 - - -

その他の町村 - 1 2 3 2

県 外 合 計 12 15 17 20 15

広 島 県 1 - 6 1 -

山 口 県 1 - - 5

その他の中国 2 - 1 -

中 国 計 3 - 6 1 5

大 阪 府 4 6 6 7 3

兵 庫 県 1 41 1 4 3

京 都 府 1 1 2 -

その他の近故 - - 3

近 故 計 6 ll 8 13 9

四 囲 計 1 1 - - -

東 海 計 - 1 1 1 1

東 京 都 2 1 1 3 -

その他の的東 - - 1 -
関 東 計 2 2 2 3 -
九 州 計 1 1 - 1 -
そ の 他 - - - - -

(｢異動人口調査報告｣ より作成 )

ところで,このような転出 ･転入者を男女別年齢別にあらわしてみたものが図 2-2-6I7で

ある｡これによると,転出 ･転入とも若年層の削合が掛 ､が.より低年齢層にその ピークがあるのは,

男 ･女の転出である｡これは就学および就鰍 こよ り,都市部(こ転出するものが多いことを示 してい
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る｡また,女子の転出では45年度以降20-24歳層が ピークになっているが,これはこの時期

が結婚適齢朋にあたることから,結婚による転出が敗者になったものであろう｡そして,男子も近

年この層の転出の占める割合が高くなり,新しい動きとして 30- 34歳屑 も多くなっている こと

からこれは転位または転勤などの就業都幡こよるものと考えられるOまた,20-24歳lFqでは女

子の転入もピ-クになっているが,これは,試一歳地区-鯨姫の為に転入したのではなく,他地域で
進学 ･就職したものが,結婚の準備の為に帰省した一時的なものであろう.男子の転入は,そのピ

ークが昭和 35年度の15-19層から昭和 50,55年度の25-29歳屑に移行してきている｡

これは同地区へのUタ-ソが,卒業直後の新卒時よりも,一度他地域で就職 し, 4･5年た｡た時

に多 くみられることを示しているのである｡

3.過 疎化 集落

これまでは菌歳地区全休の様 子をみてきた｡近年,青年周のUタ-ソがみ られるようになり,哲

多町全体としての町づくりも盛んであるが,耗歳地区では依然として人口の流出が続いている｡こ

の原因はいったいどこにあるのだろうか｡また,人口流出により過疎化が深化 していく砧落の現状

はどうであるのか｡この段では,これらのことを簡裁地区内の-集落に注目することによ り究明し

ていこうとした｡

(I) 調充集落の概況

調査対象集落としては,奥地部落を達定した｡この部落は

筒嵐地区でも斑南部にあり,成羽町と境界 を楼するところに

位置してい る｡前段では,嫌落別の人四位移を示したが,こ

こではさらに詳しくみてみよう｡

頂歳地区内の川上,奥地,老栄東,荻尾下部落について,

昭和 30年から58年までの人口の推移を表わしたものが図

2-3-2である｡全ての集落で人口は減少 しているが,な

かでも川上,奥地部落でその減少が激しい｡老栄東,荻島下

部落では,昭和 35年以 降それほど変化がなく停滞状態にあ

る｡人口減少の多い奥地の世帯倣 ･人口の推移をみてみると

(表2-3-1),世相数は昭和 45年以降ではあまり変化

はなく,人口も昭和43-45年に急激に減少した後は減少

率も小さなものになっている｡1位帯あたりの世帯且数は,

昭和30年の6.1人から58年には3.0人になってお り,こ

の部落でも過疎媒蕗の特徴である若年層の流出により大幅な

世稽員の減少がみられるO

ー74-
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図2-3-1 調査集落の位置



50 55 58(午)

(｢人口調査後｣ より作成 )

昭和30 35 40 45

図2-312 部 落別 人 口の推 移

表2-3-1 奥地部落の世帯数 ･人口

世 帯 数 人 口
盟 女

昭30 18 109 37 51

31 19 114
32 19 114
33 19 116
34 19 112
35 20 104
36 20 100
37 19 102
38 19 102
39 19 99
40 18 93
41 18 91
42 19 91
43 19 88
44 18 73 28 45
45 16 59 28 31
46 15 65 26 39
47 15 62 26 36
48 15 63 25 28
49 15 59 24 35
50 15 56 23 33
51 14 54 23 31
52 14 53 22 31
53 13 52 23 29
54 13 45 20 25
55 13 44 20 24
56 13 43 20 23
57 13 43 21 22

(出所 :｢住民基本台帳｣より作成 )

注)昭和30一一42年は資料なし
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(2) 過疎化集落の現状

奥地部落全戸について聞きとり調査を

行 った｡その結果,現在する家は12戸,

転出した家は8戸であ った｡そこで現存

する家と転出 した家を図2-3-3に示

した｡

まず転出した家についてみてみよう｡

転出の時期としては,昭和 40年代の前

半までlこほとんどが転出しており,その

うち2戸が現在でも別荘的利用されてい

る｡転出 した8戸のうち挙家離村した も

のは5戸であり,転出理由を ｢求職のた

め｣ としているものが 3戸,｢子どもを

たよって｣が2戸となっている｡前者の

ものは,所有耕地が小さかったことから

瓜実で生活をまかなうことができず,そ

して昭和35年の米の生産調整を機に転



/一･･- ･.一■~''

ノ

ノ r 鮎 する家

/ □ 転出した家

- ..- ..ノ

図2-3-3 奥 地 部落 の現状

出したと考えられる｡また,昭和 30年以前の転出に

ついては,戦前では吉岡鉱山が近くにあったことから

図2-3-4のような転出パターソであったことが考

えられ,その理由は現金収入を得るためであった｡

ゆえに,田畑を多くもち耕作を続けていた家はそのま

ま残存 したのである｡

次に,現在する家については,Uタ-ソした世即主,

あとつぎをもつ家は5戸あり,そのうち匪fFtT主のUタ

-ソは 4fj,あとつぎは 1戸である.また,現存する

秦では ,ほとんどが転出する倍極的な意志はもっては

いないが,若年後継者も頚削､またはあっても兼備定で

あるため,｢老人 1人になった場合,息子 ,娘のとこ
ろへ行く｣ という意向の家が多い.他地域にいるあと
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図2-3-4 戟前の転出バク- ノ

(拙さとり胸毛により作成 )



つぎの帰村の志向は ｢退職 したら｣というものが多く,就職時に ｢帰村の意志あり｣ とするものは

1戸にすぎなかった｡

この集落では,40歳以下の夫締 ま存在せず,50蔵以下の夫婦をもつ家は3戸あるが.これら

の世帯主のすべては他地域からUターンしたものではなく,この集落ではほとんど後継者のUター

ンはみ られなかった｡また,転出してい った旺樽見のほとんどが,阪神方面または県南都市部-結

婚または就職を理由に流出していっている｡現存する家はすべての家で田畑を所有しているものの,

規模拡大は考えておらず,基盤整備はおこなっているが耕作広志は消極的であるO

生店環境 として,交通の便 を考えると,奥地部落から新見まで串で 25分,成羽まで40分かか

り,足となるJ:スも1日に新見-4使成羽-3便しかないことから,串をもたない老人世帯にとっ

てのJ=1倍は蹴しいものとなっている｡

また,袋落共同体としての財産の1つである入会維野(共有林 )は,現在約7haあり,その国定

資産税は現在いる人々で出し合 っており,転出した者も権利だけは所有しているとい う形をとって

いるO最近では,その税金を入会林野 からとれる慣蔽土による収入によりまかなっているO

このように,過疎化が進む集落は,若年者の統帥こより老人世帯が増加 し,その老人世帯もやが

ては子供のところ-と離村してゆくことから,ますます過疎化が進んでいっている｡そして,この

奥地部落では,Uタ-ソ者がほとんどみられないことから,これか らも一層過疎化は深化 してゆく

と思われ ,共同体としてもさまざまな問題がおこるものと患われるO

(花谷 威治 )

〔参考文献〕

r人口Uタ-ンとE]本社会j 岡田再考

r日本の過疎問題 ｣ 池上徹著
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第 5章 近 世 の 旧 蔑 歳 村

1 元禄 検地 と旧幕 歳村 の状況

旧耗歳村vEおける近駄史的係の史料は少なく,甚だ研究が難しいが,寓歳支所所蔵の元禄8(1695)

年の検地帳が残って1,-少, ここでは元禄検地帳の輿計 ･分析を中心K旧寓歳村の状況を考察してい

くことVtするo

その前vc旧耗歳村の概観をしてかくO旧帯筋付け現阿哲郡哲多町の南東部vc位置する戯村で,明

治22(1889)午,老迫 (老栄 )･失声 ･荻尾の三村が合併してでき上がった村である｡山間

vc位旺する為,詳しくけ後述するが,平野部が少なく水田が少ない｡老迫 ･矢戸は本郷川を中心と

する低地があるが,東部の荻尾では平野部が特に少なく,畑の割合が非常に拓くなっている｡次vc

近世にかける支配の変遷をたどってみようO慶珪5(1600)年以前は毛利氏の支部下vcあった

が,幽ケ原の戦いで毛利氏が西軍に属して敗れた為風州氏に没収され,近江国坂田郡小堀村よb小

猫政次 (中期新助-政 )が備中の円1万石の代官としてtt任したO慶長 9(1604)年政次の後

を受けて子の政一(作助政一 )が代官を継いでいるOその後元和 3(1617)年2月,小堀氏vt

代わって国,州鳥取の池田長幸が松山藩主となり,6万5千石を領した. これをもって備中松山帯の

成江と75:9,25年間続いたO良章の後,池田押故の弟長常が藩主となるが,寛永 18(1641)

年継嗣の不在により,9月に改易となった｡備後福山新王水野勝俊が在番として支配し,一時的vc

#蘭となったが,翌年7月水谷勝隆が松山帝王として備中成羽よ9人封し,5万石を範した.以後

防宗 ･勝資(勝美 )の三代52年間にわたり水谷氏の支配下であった｡ この時代は松山苛政史上非

常に注目すべき時代で,肺南地方では:新田 ･塩田閲免が,備北地方では産菜の開先がさかんVC行わ

れた.特に産-Bでは,薪炭 ･煙草 ･和紙原料としての括 ･衣服の材料としての麻 ･漆などの商品作

物の栽培,牛馬の飼育,鉄山業などを奨励 ･振興した｡しかし元禄6日 693)年10月vC勝美

が死去するや継嗣問題がかこり,水谷氏は除封書れ松LLI帯は収公され,元禄8(1695)年5月

に安藤氏が入封するまでは播磨赤椿雅王浅野長矩が在番を命じられている｡今回分析する検地はこ

の時qc行われたものである｡元禄8年5月vc安藤題鱒が上野拓崎より入封し,6万 5千石を領し,

子の琵興と二代16年閲にわたD安藤氏の支配下rtあったD正極元(1711)年2月,韮興が美

濃国加納-転封されると,備中仕菊原と私笛が佑掠するO旧武蔵村 にかいては老迫村が滞領,矢戸

村 ･荻藍村が私領となるo私範では石川総垂が山城の国定上り入対 し,34年間の支配の後,延草

元(1744)年3月に伊勢凪山に転封した｡次いで譜代の板倉厳君が伊勢私山より入封し,62

か村 ･5万石を頒したO板倉氏の支配は8代 125年間にわた.b,明治維新まで安定した･滞-政を展

開している｡一方,蒋帝となった老迫村では由敢代官所の支配を受け,明治紋所に至っている｡尚,

代官の変遷は表3-1-2の通りである｡

ところで,横地の行われた元禄硯の農村の状況仕とのようなものであったのだろうか｡元禄検地

の背敷vcついてみてみようOまず第-vc挙げ られるのは,近世初期 (17世期初頭)に比べ腰粟生
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表 3-1-1 板倉時代の濯上変遷

(症) r阿哲郡蕊 ｣よb作成

産力が著 しく向上 したことである｡その第-の原因は

新田開発である017世紀中後期以降各地で新田的先

がさかんに行われ,耕地面群が著しく増大したO松山

滞vCおいても水谷氏によ9主に備両地方で行われ ,玉

島 ･阿貿崎など多くの新田が開かれた｡第二の原因は

反当収斑の増加など生産性が向上したことである.こ

れには段粟技術の進歩が大きく寄与しているC拍種改

良 ･千歯こきなどの盛典の進歩 ･干鯖などの金肥の使

用などが挙げ られる｡第二にみ られる状況は南柏生産

の展開であるOそれまで生活の必要か ら作っていた作

物を,商品として売 り収入を得るために作るようにな

り,やがてその土地vt適 した商品作物を娘や的に作る

ようVCなる｡木綿 .柴原 ･煙草などが代点的なもので

あるCこうして17位紀中期以降.各地に特産物 と呼

ばれる作物が成正し,それが全国に派池するよう忙な

D,特産物腰菜がはじまるO この背景には二毛作が各

地vc行きわたったことと,滞内市城に対 し全国市磯が

成正 し国円市場が形成されていった状況があるCこの

ことは自給的虎男から商兵的鎧菜-の転換を這味 して

いる｡第三VE凸民の階層分化の促進が挙げ られる.隻

産力の上昇は頻民的余剰を生み出 し,商舶作物の展開

は農村への貨弊経済の浸透を忘味するとともvc農民自ら収入を増加させ得る適を開いた ことになっ

たO このことは農民の問に貧富の差を拡大させることになD,いわゆる農民層分解が進む状況が生

まれてくる｡第四に,農業経営のあり方に変化が生じていることが挙げ られる｡近世初期に見られ

た農奴主的地主経営が崩壊し,その下vcいた下人 ･被宮僧が人格的支配を断ち切って,｢人身的隷
属関係から経済的隷属関係が主となる情況を示｣す よう,!こなった｡以上おもを五つの点を挙げたが .

ともかく近位初期と比べ戯村の状況が大きく変化してか9,時に農村経済の繁栄が見られる｡もち

ろん地域vcよb時期的vcも程度でも差異があ9,対象地城も同様であると即座に断定できないが ,

~殻的vtは以上のようカ:変化がみられる｡揮府は農村の新たな状況Vt対応すべ く農政の転換を迫ら

れることになるが ,砧領vcかける元禄細検地はその前提としての芯味を持 っているとも･J'えようo

前述の状況を踏まえた上で,鐸府は元禄検地奇実施するVt至った.旧祐歳村内の三か村では元禄

7(1694)年から,播磨姫路藩主本多中務大輔が論じられて検地に取 りかかb.翌元禄8年vc

は検地帳が作成されている｡対象地に対する検地は これ以前にも何回か行われている｡小堀正次vE

よるいわゆる ｢小堀検地｣や水谷氏の私検地がそれである｡ これVC対 しこの元禄検地は ｢古検｣と

呼ばれ,後々まで尊重され ,明治維新まで応は変化していない｡E-こて ,森安彦氏の研究vCより,

的康の錯簡での元禄検地の特色を挙げると,以下のようになる｡
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表 3-112 備中倉敷代官の変遜

年 代 代 官 氏 名 年 代 代 官 氏 名 年 代 代 官 氏 名

宝永7 鞍河田中 藩 主 明和 2〃 3～ 内 方 鉄五郎 ～ 大岡 久 之 丞大原四郎右術門大草 太郎右馬

～ 内 藤 弐 信 平 岡 彦兵衛 文化3

享保6ケ 7 遠 山 半十郎 竹 垣 正 統 ～

鈴 木 九太郎古郡 文右衛門 野村 彦右衛門万年七郎右爾門 ケ 6～

J> 9 花 本 伝次郎野村 嘗右衝門 大串太郎左衛門

～ ～ 文化12 川島 平右術門

々17ケ18～元文5寛床 l～ ケ 7天明4～ 天保1 古橋 新左循門高 山 又 蔵慮 方 彦市郎

窪良 作右衛門 平岡 彦 兵 荷 ～

小林 孫 四 郎石原 宿左衛門 守昆弥懲右衛門万年七郎右耳酔う 〃 9～〝 13

疋田 庄 九 郎 〃 8 蓑 笠 之 助 ～さ永3～万延 1～ 佐々井 半十郎千種 括右衛門 ～寛政2 早川^郎左荷門

千種 清右荷門 菅谷 弥 五 郎野口 辰 之 助柘括 又左衝門三村 日 大 忠 大竹 左馬太郎宝暦3～J> 6～ 稲垣 藤左衛門浅井 作右衛門 ～〃10～宇和3 元治 1～慶応3 桜 井 久之助様 相 新之丞長 坂 半八郎

(注J r岡山麻通史｣より作成

① 寛文一延宝朋の井領総検地が行われなかった地嬢が対象とされ,検地担当者は従来の郡代 ･

代官検地と出異なり,その土地とは全く雌係のない大名をもって行い,検地の厳正を期した｡

① 新田畑の閲発地を全部村蕗vc編入し,tた薮 ･芝原 ･雑木林 ･安野 ･稲干場など村中入会で

あった小物成場を個人に分割して,それぞれ名清人を定めて年百負担者を明確にした.その他.

社寺の境内 ･滑油 .克也 ･死馬捨助などKも風入れし.それらは ｢除地｣とし年貢対象地から

除外した｡このように元禄検地は村内を余すところなく孤fTちし,近世初頭以来の新開地の増

加などvcよる生産力の発展を明らかにしてEi租地に組み入れ,土地と農民とを完全に把握 しよ

うとしたもので,村によっては村蕗が-砕数倍に跳ね上がり.なかには 10倍を越える杓 もあ
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った｡

③ この元禄検地は元禄 10(1697)年の元禄 ｢地方直し｣政第の前提とも,あるいはその

一環ともいえるものであるQ

④ この元禄検地は幕府権力による最終的な村落把握 となり,これKより天領諸村の村高松固定

化され,維新の変革に至るまで変更がなかった.

⑤ 代官 .駄本などの給人手作 り地や僻犀支配などの廃山でより,給人の地方知行権が弱め られ,

農民とのつながり壮年頁収取のみVC限定されるようになった｡

これらの諸特色は備中にかける元禄検地vEもよく符合しており,郁中の元禄検地の特色としてと

らえることができる｡備中では検地vc先立って27条からなる検地条目が遵せ られ,細部にわたっ

て規定されてお9,いかに厳格vc検地を行おうとしていたかが窺える.それでは次項 より,元禄8

年4月の ｢備中国哲多郡老迫村御検地帳｣を通 して,備中の元禄検地の内容をみてい くことにするO

まず ,検地帳の記敢例を示すと以下の通 りであるO

家 ノ後

-中畑 宝器半 弐拾八歩 仁助

此分米九升三食三勺 但斗代壱石

家ノま-

-上 々田 至芸 弐拾四歩 助惣

此分米一斗六升 伯斗代弐石

まへ向田

一上畑 雷毒筆 弐畝八歩 助惣

此分米弐斗七升九合五勺 但斗代壱石弐斗

内七合五勺 茶五味増

一馳 突冨 壱畝拾八歩 助惣

此分米壱斗九升弐合 但斗代青石弐斗

これをみると,近牡初期にみられたよう夜分付記弧もなく,形式として非常に扱っていることが

わかる｡この例にみ られる単項の うち,田畑の品等と斗代 (石盛 )については検地条目VC次のよう

に定められているO

-,田畑位付の儀大かた上中下三段vc隈此度は吟味の上地耐取分け詑所は上 々EL]又は所把より

船田麻田等一段正之石盛は上より壱斗h'Kも相振叡 山有之所け下田或は山田砂田谷田段々

正之相考下に壱斗或は弐斗参斗も石盛以上に可相極畑之飽上々畑麻畑茶加l下Jl畑山畑焼畑

砂畑其外にも所 々免許ひ段々正之石盛地面に相応可有院良屋敷は占釆よb上郷並'K供問石

盛上畑可為同車石盛大かた段々間弐つ下 り隈へども土地にて二つ下 り限間数問地而相応可

有詮議化 し位付の亀其村の英内申付院百姓に為政背板隈以後田畑の古検之位に不構壱弐付

の位所により-よb十五迄段々為付江帳面取之検地役人の人々見分し引合遂吟味上中 F位

可箱樋事

つまり,田畑の品等は上中下の三段にとどせらず,その地味 ･灸件vc応 じて上々･下々 ･山田 ･
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麻畑など新たな品等をもうけること

とし,石盛は通例の弐斗下 りに限ら

ない,屋敷の石盛は上畑錐にするこ

と,在どとなっている｡老迫村の検

地帳に実際にみられる品等 .石威は

蓑3-1-3の通Dである｡これに

よると品等は田方 6段階,棚方が屋

敷を含め6段階の計 12段勝に分け

られている｡石盛は,棚方が上畑1

石2斗より2斗下 り忙なっているが.

田方の方はまちまちになっているO

石盛の拓さは畑方はともかく田方は

決して低いと/dいえない.以上みた

品等 ･石盛の決定から,#府が農村

の実態に即して生産力を把握しよう

としていたことが報えるO

また,三番目の例の上うに畑の中

で増苗IPl売っているものがあるOこ

れは,畑で楢 ･茶 ･漆が栽培されて

いる勘合,その数に応 じた応を上乗

せしたものである｡拓への換罪比率

結晶等忙よって異なっている(茸 3

-I-4)o

糞3-1-3 石 盛 蓑

品 等 石 盛 品 等 石 盛

上々田 2石 上 畑 1石2斗

上 皿 1石9斗 中 畑 1石

中 田 1石7斗 下 畑 8斗

T m 1石 4斗 下々畑 4斗

下々田 1石 切 畑 2斗

表3-1-4 高換訂比率

品 等 格 1探 茶1昧 漆 1本

上 抑 1合 1合5勺 -

中 細 6勺 1合 -

下 細 6勺 1合 8合

下々畑 4勺 5勺 -

(注) 1.元禄8年 ｢老迫村検地帳｣ より作成｡

2.榛は下畑にしか見られず,他の品等にお

ける換井比率結不明O

このほか,検地vE上って入会地に も筆入れされ しかも｢立会名代｣人を記載 して年頁負担の苛佳

肴を明確qEするとともに.社寺地をどの除地vcも筆入れされるなど,まさしく村内くまなく検地が

行われているoまた,措 ･茶 ･榛に対する小物成も記斌されているO大きく変化した元禄期農村の

状況の把握につとめた鼓れであるといえようO

元禄検地の結果は相当のfJ出しを生み出した.旧松山帯筋5万石は,｢水谷氏の敷皮にかよぷ私
検地によって元禄6年 (1693)に比内高8万 6.000石になっており,このほかに一合の余分

もないほどの債分であったにもかかわらず｣,示された新店は11万619石8斗 1升2勺であっ

た｡元禄検地がいかに鞍しく退転夜ものであったかがわかるoLかも上道の横地を理由に検地帳を

見せずに庄屋 ･組頭 ･案内の者たちに百判を押させるという状況であった.厳しい打出しvEよる重

税vE元禄8年の凶作も駐なるなどして,元禄加のIR松山滞積の鹿民は著しく因折した.天 保 5(

1834)午.節多郡蚊家村の叔民が台数代官所へ ｢御救御手当鋸拝借｣の欺節宙を出しているが ,

その中で元禄検地後の槻駒の状況を次のエうに配しているD
拙 卓tt, 1Lど如

(由てl昭 ) 御検地始9本田中務大輔様六尺奄歩之聞竿を以御検地被遊土地不相応之位石盛ホ被
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つけられ 1rど士で d1ふも

仰付茶措漆木ホ迄本畝之内二有之分爵付二被通院付二韮高二相成其後石川主殿守様御岳六万石
紙瀬れ な 卓れ

二両御越被遊残応御上地御料所二被成侯村Jt二両御私前分相訳 リ廠節御撰出二両梅山中高山之
など士て

峯又老深山幽谷二田畑飛散侯村方二両気候不噸詩作生江無申斐其上猪鹿島照ホ迄多出作物を喰

荒別而租窮村々二御座侯 (後略 )

との史料K見られるように,鍵しく過酷な検地の結果 ,備中の村々では菅 しい岡窮を招くこと(n=

なった｡

つづいて,｢老迫村検地帳｣の熊計 ･分析を通して,旧亮歳村のうちの老迫村の元禄期の状況を
考察していく｡

まず鼻糞生産の概況をみてみよう｡表 3-1-5は元禄8年 ｢老迫村検地帳｣より作成 した老迫

村の耕地の利用状況である｡

先述の通 り山間部K位挺する為,耕地全体vt占める田方の割合が面倍比44.60再,畑方が55,

40年と,田方より畑方の方が上回っている｡滞滞制社会は米を中心とする社会であり,できる限

り田を広げ米を作ろうとするが,それでも畑方が田方を面倒比で上回っているということは .この

村の地理的条件による制約の大きさを示 していると言えようOまた,石窟比では:田方約60車 .価

方約 40弟と割合が逆転しているが ,これJji襲3-1-3に示した石盛の陶孫で,やや商い田方の

石盛を反映した結

菱 3-1-5 老迫村の耕地分析

品 等 面 模 割 合 宿 割 合

上々田 3町 3反 4畝13歩 7}10,64 66石8斗8升6合1勺 18.0曹

上 田 3. 5 2 24 4.86 29_0 3 1 9 7_85

中 田 4_ 4 4 28 14.15 75.6 3 8 5 20.45

下 田 1. 6 3 05 5.19 22.8 4 3 4 6.17

下々田 2. 4 5 15 7.81 24.5 5 0 4 6.64

山 田 0. 6 1 03 1.95 3.0 5 4 8 OB2

田古計 14.01 28 44.60 222.0 0 5 1 60.01

上 畑 3. 4 6 18 ll.03 42.3 0 8 0 ll.44

中 畑 5. 3 3 12 16.97 53.8 7 5 5 14.56

下 畑 3. 5 9 04 ll.42 29_2 6 2 8 7.91

下々畑 2. 5 6 08 8.15 10,4 3 6 6 2.82

切 畑 1ー 7 5 24 5_59 3.6 0 8 7 0.98

屋 敷 0. 7 0 12 224 8.4 4 8 0 2.29

畑方計 17. 4 1 18 55.40 147.9 3 9 6 39.99

(注) 1町-10反-100畝-3,000歩
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果といえよう｡と

ころで田方に注目

してみると,上位

三品等で田方面債

の66年以上を占

めているOこのこ

とは田が本郷川を

中心とする水の便

の良い低地(̂=張中

しているためと思

われるが,同時に,

厳しい縞果を通し

て品等をつり上げ

られたとも考えら

れる｡その一方で,

面前比でLL]JJ'の 4

年余 りを占める ｢

山田｣の存在は,

耕地K恵Tiれない

山間農村特有の品



等として注目すべきことである｡続いて他方(,Eついてみてみよう｡上位三品等の合計は面損比で畑

方の70飾以上を占めており,田方と同様の傾向を示しているO このことからみても,耕地vc点ず

れているというよりはむしろ検地vcよる品等つb上げの意図を考えざるを得ないと思うoLかも ｢

切畑｣が畑方のうちの10年を占めてかり,田方vEかける ｢山田｣同様,恵まれぬ条件の中で何と

か耕地を的やそうとする良民の苦労と,それをあくまでも厳密vc把握しようとする検地役人のぷ図

が窺える.

ところで,田地に息-iれぬ山間典村において仕.畑作が非常に重要な忘義を持っているO米作可

能友田はもちろん,不可能な畑vcも牛百は拭課さJlる｡しかもそれは原則として米で納めなければ

ならないO納める米が不足すれば只ってでも納めなければならないのである.従って,畑作上位の

村においては,自給用の食料はもちろんのこと年責を補う(時vcは換金して米その他を購入する)

だけの作物を畑にかいて作らなければなら･h:いのであるO鵬中旧松山満額の村々VCおいても例外で

はなく.先述のように水谷氏が商品作物の数倍に力を入れており,この検地帳にも措 ･茶 ･漆とい

った作物の記述がみられるO畑作が進展することは即ち貨弊経済の農村-の浸透を意味し,#滞体

制を動濡させる一要因となるものである｡老迫村でどの程度畑作が進展していたのかを示す好史料

がない為.実闇をつかみvtくいOが,一般に後進地域vcかいては,平野部の米作中心戯村より山間

部の畑作上位農村の方が貨弊経済の鼓透が申し､鶴岡rLあり,老迫村をhtじめとする旧高議村vtおい

ても同様であったものと推定される｡

次に老迫村の農村構造を農民階層構成の点から構成してみよう｡表 3-1-6は名常人の持蕗に

よる階層構成表であるO老迫村は村宙369.9447石で決して大きJJ7:村ではなく,名爵人数は計

75人となっているOこの表でまず目につくのは持hTIO石未満の小出民が 69人,約92弟と圧

茸3-1-6 老迫村農民持高階層構成茨

持 蕗 階 層 名詞人数 割 合 持 拓 銀 計 割 合 長歌数 無塵敢人数

40石以 上 1人 1.33% 44石7斗4升4合1勺 12_llS 3 0人

30石～40石 1 1.33 30.5 9 2 1 8_28ll.99 2 0
20 --30 0 - - - -
10 --20 4 5.33 44.2 8 2 7 5 0

5 --10 17 22.68 126.5 1 8 7 34.24 17 0

1 -- 5 43 57_33 119.3 5 4 2 32,30 35 8

1石 未 満 9 12.00 3.9 9 5 2 1.08 3 6

計 75 100.00 369.4 8 7 0 100.00 65 14

(症) 1. 元禄8年老迫村検地帳上り作成｡

2.持高袋計の合計が村高 369.9447石と一致していないが,これは典計上の ミス

と思われる｡

-85-



表 3-1-7 元禄 8年老迫村検地帳袋計表

Ira 名 請 人 日] 畑
筆数 歯 研 麻 準救 面 倒 宿 増 南

1 次 右 衛 門 20 1.5016 31.0061 38 1.4128 12.5223 0.1158

2 酒 七 郎 12 1.1907 22.5540 17 0.7223 7_6501 0.0122

3 六郎 左 裾 門 6 0.3905 7B183 ll 03825 3.8238 0.0985

4 庄 兵 衛 13 0.5104 8.7_536 14 0.3220 2.4893 0.0734

5 作 兵 衛 12 0.5108 7.0712 19 0.4415 3.0194 0.0306

6 与 市 郎 ll 0.2622 4.5685 23 0.7229 5.4065 ∩.0552

7 仁 助 8 0.4711 7_6047 10 0.2028 1.4787 0.0030

8 七 郎 兵 衛 ll 0.5122 6.4940 15 03410 2.5500 0.0270

9 助 惣 ll 0.5221 7.2413 ll 0.2100 1.5941 0.02ー3

10 弥 右 禰 門 6 0.3007 5.7981 12 0.4003 2.7480 0.0707

ll 忠 兵 禰 10 0.5014 6,3146 14 0.2819 1,9307 0.

12 次郎 左循 門 5 0.1603 2A476 24 0.6904 5_5216 0.1346

13 太郎右布門 12 0.4127 5.8728 ll 0.2228 1.8464 0.0330

14 辛 - 吉 9 0.3812 5.8116 8 0.2417 2.0000 0.

15 長 左 衛 門 6 0.3116 5.5233 10 0.2623 1.8343 0.0389

16 与 惣 兵 衛 5 0.2504 4.8116 10 0.2620 2.3256 0.0050

17 倍 三 郎 2 0.3220 6.3233 6 0.0824 0.7053 0-0060

18 与 助 5 0.3419 6.1507 2 0.0814 0.8607 0.0340

19 市 兵 衛 10 0.3627 4.7767 10 0.2201 2ー1385 0.0050

20 弥 市 郎 3 0ー0824 2.1880 12 0_3925 3.5123 0.0690

21 久 右 衛 門 8 0.4411 5.0047 5 0.1011 0_7261 0.

22 平 成 8 0.3005 3.8903 13 0.1715 1ー1933 0.0121

23 長 三 郎 10 0.3216 3.8714 9 0.1609 1.0536 0.0723

24 七 兵 衛 8 0.3028 3.6876 9 0.1806 2.8654 0.0240

25 仁 兵 楯 1 0.0500 0_.8500 16 0,5825 3.7338 0.1004

26 惣 右 循 門 2 0.0609 1.1490 20 0.4314 3.3552 0,0492

27 而 右 衛 門 3 0.0616 0.7840 4 0.3304 3.4628 0.1374

28 仁 左 循 門 8 0.1412 3.6760 4 0.2512 0.5490 0.0010

29 孫 右 衛 門 8 0.1312 2.0834 8 0.2104 2.1120 0.

30 重 三 郎 5 0.2513 4.2660 0 0. 0. 0, J

31 六 兵 衛 1 0.0500 0.8500 10 0.2808 3.1597 0.1602



屋 敷 * 計 備 考
楢 茶 漆 筆数 面 積 宿 竹 激 面 積 払

94 62 0 3 0.0920 i.1600 61 3-0204恒 6884 郷蔵 1,斗屋1有
7 9 0 2 0.0307 0.3880 31 1.950730.5921
4 63 0 1 0.0721 0.9240 19 0.842112.5661
19 42 0 1 0.0104 0.1360 28 0.9629ll.3789

11 18 0 1 0.0106 0.1440 32 0,962910.2347
47 49 0 1 0.0108 0.1520 35 1.002910.1030
0 3 0 1 0,0120 02000 19 0.6929 9.2834
0 18 0 1 0.0102 0.1280 27 0.8704 9.1720
11 9 0 1 0.0118 0.1920 23 0.7509 9.0274

32 33 0 1 0()100 0.1200 19 0.7110 8.6589

1 0.0015 0.0600 25 0.7918 8.3053

170 55 0 1 0.0208 0.2720 30 0.8715 8.2412

6 21 1 0.0125 0,2200 24 0_6620 7.9392

1 0.0026 0.1040 18 ∩.6325 7ー9056

56 3 0 1 0,0028 0.1120 17 0.5907 7.4696

5 3 0 1 0.0100 0.1200 16 0.5224 72572
5 3 0 1 0.0100 0.1200 9 OA214 7,1486

40 10 0 1 0.0102 0,1280 8 0.4405 7,1394

0 5 0 1 0.0024 0.0960 21 0.5922 7_0112

133 6 0 1 0.0118 0,1920 16 0.5007 5.8923
1 0.0026 0.1040 14 0.5518 5.8348

22 3 0 1 0.0016 0.0640 22 0.4806 5.1476

8 49 0 1 0.0110 0.1600 ZO 0.5005 5.0850
47 0 0 1 0.0016 0.0640 12 0.4920 4_9678
121 40 0 1 0.0024 0.0960 18 0.6419 4.6798

100 0 0 1 0.0102 0.1280 23 0.5025 4_6322

149 13 0 1 0.0102 0.1280 7 0.4∩22 4.3748

0 2 0 1 0.0017 0.0680 13 0.doll 4.2930

1 0.0024 0,0960 17 0.3510 4.2914

00 0 5 0.2513 4.2660

176 15 0 1 0.0022 0,0880 12 0,3303 4.0977
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ノ仏 名 詩 人 田 畑
筆 数 面 積 宿 筆 数 面 現 高 噌 高

32 仁 右 衛 門 7 0,2214 2.3063 6 0.1903 1,6416 0.0042

33 伊 兵 衛 2 0.1520 2.9584 6 0.1016 0.9868 0,0042

34 次 郎 右 衛 門 2 0.0521 0.8266 16 0.3601 3.0418 0.0410

35 作 石 碑 門 4. 0,1426 2.7663 10 0,1014 1.0439 0.0213

36 三 石 循 門 8 0.2402 3.0106 6 0.1101 0.6809 0.0010

37 惣 兵 門 2 0.1300 2.2100 9 0.1604 1_2852 0.0126

38 助 十 郎 2 0.0615 1.1050 10 0.2624 2_2880 0.0380

39 鞍 兵 衛 6 0.1721 2.3739 3 0.1020 0,8706 0

40 孫 市 郎 2 0.1706 3.0520 2 0.0206 0.2246 0.0060

41 留 助 1 0.0420 0.7933 3 0.2023 2.3017 0.0230

42 惣 七 ■ 2 0.0117 0.2383 8 0.2620 2.7240 0.0146

43 平 助 1 0.0105 0.1983 8 0.2726 2.7517 0.0517

44 加 兵 衛 2 0.0029 0.1273 9 0.3223 2.8654 0.0240

45 又 次 郎 1 0.0410 0.6067 8 0.2423 2.2762 0,0316

46 長 石 衛 門 4 0.1417 1.6113 5 0.1715 0.9974 0,0540

47 五 郎 助 1 0.0315 0.5950 6 0.1817 1.8410 0.0138

48 安 兵 衛 0 0 0 4 0.2421 2.3950 0.0570

49 長 兵 衛 00 0 7 0.2427 2.3】32 0.0192

50 又 兵 衛 1 0.0620 0.9333 5 0.1210 1ー3243 0,0590

51 与 作 1 0.0016 0.0907 7 0.2412 2.1600 0.0120

52 次 郎 兵 衛 1 0.0110 0.1867 5 0.1514 1.4893 0.0160

53 孫 八 郎 0 0 0 1 0.1624 1.6818 0.0018

54 与 三 郎 00 0 6 0.2025 1.6321 0.0040

55 作 左 循 門 1 0.0120 0.1667 7 0.2204 1.3578 0,0018

56 溶 液 2 0.0215 0.4100 7 0.1519 1.0664 0.0024

57 徳 兵 衛 1 0.0114 0,2493 7 0.1509 1.2405 0.0132

58 久 三 郎 2 0.0510 0.8667i 5 0.0512 0.5654 0.0200

59 市 郎 兵 衛 1 0.0024 0,1360 4 0.1329 1.2439 0.0152

60 久 兵 衛 1 0.0223 0.4703 7 0.1507 0.9230 0.0030

61 弥 助 2 0.0512 OB710 2 0.0326 0.4650 0.0010

62 加 右 衛 門 0 0 0 3 0.2017 1.2999 0.0152

63 小 兵 衛 2 0.0104 0.1927 7 0.0911 1.0520 0.0120
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畠 軟 総 計 備 考
播 茶 漆 部数 面 描 筆致 両 税 描

7 0 0 1 0.0014 0.0560 14 0_4201 4_0039

7 0 0 1 0,0012 0.0480 9 0.2618 3.9932

34 0 2 I 0,0024 _0.0960 19 0.4216 3.9644

28 3 0 1 0.0014 0.0560 15 0,2524 3.8662

0 2 0 1 0.0017 0.0680 15 0.3520 3ー7595
26 00 1 0.0110 0,1600 12 0.3014 3.6552

28 23 0 1 0.0026 0.1040 13 0.3405 3.4970

1 0.0105 0.1400 10 0.2916 3.3845

5 3 0 1 0.00'ZO 0.0800 5 0.2016 3.3566

28 3 0 1 0.0024 0.0960 5 0.2607 3_1910
18 5 0 1 0.0110 0.1600 ll 0.2917 3.1223
73 11 0 1 0.0028 0.1120 10 0.2929 3.0620

47 00 1 0.00⊥6 0,06JtO 12 0.3408 3.0567
26 20 0 1 0.0103 0.1320 10 0_3006 3.0149

65 25 0 1 0ー0015 0ー0060 10 0.3217 2.6147
23 00 1 0.0018 0.0720 8 0.2220 2ー5080

95 0 0 1 0.0020 0.0800 5 0.2511 2_4750
32 00 1 0.0028 0.1120 8 OL2525 2.4252

4 40 0 1 0.0017 0.0680 7 0.1917 2.3256

20 0 0 1 0.0016 0.0640 9 02514 2.3147
30 0 0 1 0.0018 0.0720 7 0ユ712 1.7480

3 0 0 00 0 1 0.1624 1.6818

10 0 0 1 0.0012 0.0480 7 0.2107 1.6801

2 2 0 1 0.0106 0.1440 9 0.2500 1.6685
6 0 0 1 0.0020 0.0800 10 0.1824 1.5564

23 00 0 0 0 8 0.1623 1.4898

0 20 0 1 0.0009 0.0360 8 0.1101 1.4681

22 2 0 1 0.0020 0.0800 6 0.1513 lA59g

5 0 0 1 0.0014 0.0560 9 0.1814 1.4493
1 0 0 1 0,0009 0.0360 5 0.0917 1_3720
13 20 0 0 0 0 3 02017 1.2999

30 0 0 0 0 0 9 0.1015 1.2477
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Ira 名 蘭 人 田 畑
筆数 面 積 宿 筆 数 面 積 宿 増 霜

65 次 兵 衛 1 0.0700 1.1900 0 0 0 0
66 五 郎 兵 衛 2 0.0610 1.1027 0 0 0 0

67 惣 左 衛 門 1 0.0510 0,9067 00. 0 0
68 六 郎 兵 衛 00 0 2 0.0708 0,8120 0

69 吉 兵 衛 0 0 0 2 0.0525 0.6167 0

70 庄 三 郎 0lO 0 2 0.0620 0_4941 80008

71 汚 兵 衛 00 0 2 0.0501 0.4139 0.0066

72 太 郎 兵 衛 0 0 0 1 0.0520 0.2267

73 市 政 0 0 0 2 0.0320 0.1677 0.0050

74 鹿 1lo.0120 0.1667 00 0 0

(注 ) 1.本表は元禄8年老迫村検地帳を名帝人毎vc取計し,拷.lETJl厩にならべたも0)である｡

2. 面税の単位は町を基準に表 している｡例えば.Jralの次右循門の田0)画戟 l.5016

但し,1畝-30歩である｡

また,苗の単位は石を基準に表しており, Jra2稽七郎03田拓22.5540は 22石5斗
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屋 敷 総 計 lF# %椿 茶 味 筆 数 面 宿 手 数 面 租 宿

00 0 0 0,0700 1.1900

0 0 0 0 0.0610 1.1027

0 0 1 0.0510 0.9067

0 0 2 0,0708 0.8120

1 0.0009 0_0360 3 0.0604 0.6527

2 00 1 0.0008 0ー0320 3 0.0628 0.5261

11 0 0 1 0.0009 0.0360 3 0.0510 0.4499

00 1 0.0520 0.2267

11 00 00 2 0.0320 0.1677

00 1 0.0120 0.1667

0 0 1 0ー0205 0.0867

は1町 5反 (o畝 )16歩のことである｡

5升4合 (o勺 )のことである｡
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倒的多数を占めていることである｡特に1-5石屑が43人と過半数に遷しており,L石未鶴層も

9人存在しているO逆vcl0O石以上というような大高特層はみられず,額面特高の名帝人でも44

石余でしかない｡また,漣民が自江経営を行っているか否かの指標の1つである屋敷をみてみると,

5石未満層の14人が国数を持たないものの,全体としては名新人の8割以上に当たる61人が屋

取持となっている.

そもそも結滞体制下にかいては,中心と在るべき年貢負担者は自正中農民であり,蒔府や渚は小

農民経営の自江化vc苗を払い,その下Vこ多 くの隷属遊民を抱える大曲経営を解体せ しめようとする0

表3-1-6に表れた老迫村の虚民階層構成は,大多数を占める小魚が持砧が低いとはいえ1 ,-LI員

数を持 って経営を行っていることを示しており,元禄8年段階の老迫村にかいてQj:小曲の自立化が

かなり進展しているといえようD壷軟を持たない画I.lS組曲民は30石以上の指南の2人の経営円vC

包含され隷崩していたものと考えられる｡ この2人は村内vCかいては特蹄も飛び抜けて多 く複数の

屋敷を構えてかD,かっての中世的土粟の系薪なひく家柄と考え られ ,村内における地位 も向かっ

たであろう｡しかしその持柘は大砲持とまではいかなho即ち17世紀末vcおいて老迫村は白正中

農民が中心と怠った村であるとみなすことができようO但しこの村が先進的であるか後進的である

かばこの結果のみからは判断し倣い｡ただ,持高30石以上周が2人だI,1存在することと,この村

が城下町か ら離れた山間農村であることからみて.先進地域であったとは考えにくいO

尚,先に引用 した史料にもあったように,検地後この村は著しく困窮した｡践しい検地の打出し

と共に,この村の生産性の低さと主たる生産物に乏しいことを示しているとレゝえようQ持高30石

以上の名前人2人を.農民個分解Kより生じた富頻と判断しなかったのはそのような理由に盛づく

ものである｡
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○脇田修 r元禄の社会』 (塙古房 )

or日本歴史 近世3』 (培波哲店 )
○大石憐三郎l●結滞制の転換』 (小学館 日Aの歴史 第20巻 )

○安良城盛昭 『手桶 体制社会の成江と構造｣1 (御茶の水.LfF房 )
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or岡山県史』 近世1
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oF阿哲郡鼓 j
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次に元禄8年の検地鮎から,矢jLJ村についてみていくことにする.

村'馬は,743石2斗 3升7合5勺であb,これは明治元年まで全く変化してLnないO田方と畑

方の割合は,分米合による比較ではEEl高が383石余 ,畑高が屋敷を含めると,364石余になD,

ほとんど差がみ られないが ,面積による比較では,EEI方が26町歩余なのに対 して,畑方は屋敷を
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含めて52町歩余Dになり,田方の約2倍の面倒を有 していることになる.

そもそも棉 体制は,箭主が米一種o)みを生産物地代として農民から収奪することを,社会経済

的特質として持っているoLかも,盛業生産vt必褒な碓載工事は敬重の権力の滋付けvtよって額め

られる資金と労力と技術とvCよってはじめて可能となD,それが米作強の根拠ともたってか9,栄

は全部稲作vt用いられるため,畑作の収穫o)安全と増収を計るために滞概を行 うことを困難vcする

状況が全国的vC存在していたわけであるが,矢戸村の状況をみると,畑方がEE倒的に多 く,早野部

0)少ない岡山県中滞oj符多郡のうちの一村であったことからして,当然と言えば当然o)ことではあ

る｡

次に田畑o)品等o)面からみると,田方vCかいては,上々田と上田と中EElの面倒合計が13町余 .

それに対し,地等o)劣る下田と下々田と山四の面倒合計比12町余bで,双方にそれ程の差がなく,

山間部の戯村としては,品等の良い円が多いエうK恩われるが,これは,当村の中央部を流れる本

郷川の周辺に肥沃な地帯が形成されたためと患われる｡相方においては,上畑と中畑の面顧合計が

11町余 ,それに対 してF畑と下々畑と切畑の面倒合計は 39町余で,畑方の面戯合計o)約8割を

も占めているOこ0)よ>:)vC,本郷川周辺のとく一缶0)肥沃地帯を除けば,一般的vcは品等0)惑い田

畑が多数を占めていたものと考えられるOこのことは,｢山田｣なるも0)0)存在をみてもわかる.
山田は,山間にある田の中でも特vE日当bo)惑い田で,検地上は,下々田よb石盛を下げられてい

るが,山を切b開いて作った田であるわけだから.､F野部vC耕地が少ないために,山vt目を向ける

エ如まかないという,山間農村の特殊事情を如実に物語るも0)であるCそのため,平野部の村落の

検地帳においては,ほとんど見ることが75:い.

表 3-1-8 矢戸村田畑明細

姑 等 面 倍 分 米 斗 代 鮎 等 面 項 分 米 斗 代

上々田 町 反 畝 歩 石斗升合勺 2石 上 畑1 町 反 畝 歩 石斗升合勺 1.2石3.2.9.1465.8.9.33 4.1.4.0451.3.7ー6.0
上 田 4.6.9,2089.2.3..7.0 1.9石 中 畑 7.0.0.2871.7_7.5.1 1石

中 田 5_8.3.1299.1.7.8.3 1_7石 下 甑 16.4.7.25136.4.3.4_7 0.8石

下 田 3.5.81555.1.8.9.8..1,4石 下 々肌 15.9_1.0665.3.16.9 0.4石

下々田 6.1.1.1461.1.4,6.9 1石 切 畑 6.9.3.1014.7_6.2_7 0_2石

山 田 2.5.1.2712.5.9.4.8 0.5石 昆 虫 2.1_i.0325.3.3.2.0 1.2石

田 計 町 反 畝 歩 石斗升合勺 畑計 く良敷 町 反 畝 歩 石斗升合勺
26.0,4.12 83.2.4.0.1 地を除く) 40.4.7.13339.6.6.5.4

分米食 743石2斗3升7合5勺 内,7石4升9合6勺 格 12.528株高に入3石3斗 6升7合 茶 3.921株高に入
1斗2耳 珠 15拓に入
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元禄8年o)検地0)特徴は ,二重荷にある｡それまで0)検地では ,畑o)面積 ,品等に見合った分米

を納めていればよかったが,元禄8年の検地vEかいては,本畝の内に椿 ･茶 ･漆を作付けでいる場

令,4'.1付けされて,そ0)株数 ･本数vt見合った分米を余分vC納めなくて結ならないようvCなったの

である0第 1表でいえば ,緒 12.528株o)超人による,7石4升9合 6勺と,茶 3,921抹0)宿

人による3石3斗 6升7合と,漆 15本の高人に上るl斗2升o)計 10石5斗3升6合 6勺が,二

範砧制vcよって余分に納めさせ られた分米である｡珠は畑の姑等vCよらず ,1本vE付 8合宛高付け

されていたが ,楢 と茶は,畑の品等によってrEn'付けされる分米宿が違っていたようであるOしか し

ながら,措 ･茶 ･漆は ,小物庇として銀納されていて .緒は l珠に付 l厘宛 ,茶けl陳に付 2魔宛,

漆は 1本に付 1分2度宛納めなければならなかったわけだか ら.農民たちは,措 ･茶 ･漆の二違岳

と小物庇によって,藩からさんざんに綬 b上げ られていたのではないかと推測される｡

表 3-1-9 品等別噌高ま

増 慮 珠 . 本 数

上 畑 石 斗 升 含 勺0 9 7 2 0 措 972昧増 1株に付 l合宛
0,7.0.8.0 茶 472味噌 Jy l合 5勺宛

中 畑 1. 2.5.8.8. 樽 2.098味噌 】抹vE付 6勺宛0.3. 9.9.0 茶 399抹増 J> 1%%
0.0.2.4. 0 漆 3本 1本vt付8合宛

下 畑 3. 1.0.6ー8. 楢 5,】78味噌 1昧V(C付 6勺宛1. 4.7. 0.0 茶 1.470味噌 ,7 1合宛
0.0.3.2. 0 漆 4本 1本vE付8合宛

下 々 畑 1.0.7. 9_2. 格 2.698抹増 1抹作付 4勺宛0.5. 5_8.0. 茶 1.116味噌 〝 5勺宛

0.0.3.2. 0. 漆 4本 1本vE付8合宛

切 畑 0.6. 3.2.8 措 1,582味噌 1株に付 4勺宛0.2.3. 2. 0 茶 464味噌 J> 5勺宛
0.0.3.2,0 漆 4本 1本vc付8合宛

矢戸村検地帳よb作成

表 3-1110 矢戸村小物成

銀 47匁 5分9度 措 4,759昧役 l抹vc付 1厘宛

〟 13匁 5分6度 茶 678株役 1陳に付2度宛

ケ 12匁 8分4厘 漆 107本役 1本vE付 1分 2厘宛

矢戸村検地帳 よb作成
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椿は鵬 が和紙の原料となる桑的 落鮎 木であb.漆は漆の木の幹から取った漆汁を塗料 と掌

るもので,丸文時代から用い られ,律令制では大蔵省vE建部司がおかれていたほどであるが,これ

ら0)楢 ･茶 ･漆は,四木三草 (工芸作物の漆 ･轟 ･桔 ･茶を四木 といい,麻 ･藍 ･紅花を三章とい

ったO )として尊琵され,江戸時代 ,詩帯で按これらの栽培を保護奨励し,特産化 したが,松山濡

vtかいても水谷氏vCよって,楢 ･茶 ･漆o)栽培が奨励されたようであるO

矢戸村oj場合,畑方の面折が田方の面横よりも大 きいが .I-般vt,畑方優位の村落においては,

畑作物が商品作物化されることqtよって,田方度位の村落と比べれば,貨弊経済が浸透しやすい状

況vcあるといえるが,矢戸村の小物庇にかける,椿 ･茶 ･漆の銀桐 も,それ らが換金作物で,農民

に剰余が生じることを見越 したもので,水谷氏の播 ･茶 ･漆栽培の奨励は ,それらvCよって,小物

成としてまた ,二軍柘として,農民か ら剰余を収帝できるという.効率的で厳 しく,また,畑地が

多いとい う地の利を生かした政策であったと言えようQ

次に第4糞から,矢戸村の戯民階層構成についてみていこうO

表 3-1-11 矢戸村階層構成表

田 .也 .屋敷 価 .屋敷 屋敷のみ 田潤 田のみ 畑】の4L 計 割 合 持 高 串 計 割 合

40哉 1人 1 lS 66石3斗9升2合0勺 9

30--40 1 1 1 39.7_1.0.0 5

20一一30 1 1 1 20.8.8.7.5 3

10一-20 13 2 15 14 227.9.9.9.0 31

5一一10 33 1 34 30 240,9.2,9.2 33

1..- 5 32 9 2 _l 44 39 135.9.I.6.i 18

1石未 1 3 7 4 15 14 5.3.1.3.1 1

元禄8年矢戸村検地帳上り作成

最高持崩は,名主の卑右衝門で,66石 3斗 9升 2合と他の者vc比べて断然多く,その内 ,田高

は41石 5斗 1合7勺と多 く,持高の6宵臓 を占めているo所持苗が 10石から40石までの著の大

部分が,畑甫 上りも田高の方が多いことからも.敷少ない田は,村内でも比較的有力を者に軽胡さ

れていたようである｡

表をみると ,持拓が5石未満の零細弟民は59人で,全体の53年つまり約半数を占めている○

また,20石禾粥の持荷の者は,108人と,全体の97中音 も占めていて,一般的に零細経営の

村と言えるが ,それは,山間部の戯村という地理的農作に上るものであろう.そ0)ため,持高喋計

をみても,持高が20石釆欄の者の碓計は ,村布の83申告も占めているのであるQ

表を詳細にみていくと,EfI･刑 ･畠敷所有者は82人.畑 ･員敢所有者は 12人,良敢のみ所有
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者は7人,田 ･畑所有者は5人,EEl0)み所有者は 1人,畑o)み所有者は4人で,田 ･屋敷所有者は

いなかった0)で ,表から削ったoこれら0)ことから,盛倣所有者は,合計101人,無屋敷0)者は

10人いる ことがわかるが,近鮭村落においては,畠敬を所有して,はじめて,一軒前の百姓とし

て認められたわけだから,無塵駁0)10人は,村内vCかいては,比較的身分0)低い薯とみなされて

いたと推測できる｡ これらの無届敬の百姓は,新しく村内vC引越して来た者 ,小作によって吐病す

る者 ,など他にもいろいろな珊由が考えられるが,中vEは,10石から20石の田畑を所有する者

が2人いて,彼らの吻合は比較的大南持oj戸主の次男,三男で,戸主から分地されてレゝるが,まだ

戸主 と｢緒に生盾しているという,｢内別｣的な存在で結ないかと考えられるOまた,田 ･畑を所
有せず,虎取o)みを所有 している者が7人いるが,おそらく彼らは,他o)田畑所有者o)小作をする

か,あるいは年季奉公人になるか ,さらに仕商人となるかのいずれか(A=よって生計なたてていた0)

ではないかと考えられるo

幕領vcかける検地は,元禄期までしかたされず ,当村においても元禄8年の検地帳しか残存 しな

いため,時代ごと0)階層構成o)推移を知 ることができず,元禄8年の検地帳だけから,矢戸村o)近

世における土地状況を説明することはできないが ,元禄以後o)階層構成を推測すると,少数0)大蔵

持層と大多数の柘等細遊民とに二分される両極分解o)状儀か,全体的K等鮒経営化する怨村衰退o)

状態か0)どちらかVEなると思われる｡そして,名諮人数はもっと増加する0)ではないかと考えられ

る｡という0)ち,元禄期以降は,全席的に別家が増設される傾向にあり,-1た ,貨弊経済0)農村浸

透も著 しく,特に,矢戸村o)場合も畑方匪位の七地状況で,措 ･茶 ･漆などの商品作物の栽倍が盛

んであるからである｡

最後に,表 3-1-12の人別持荷受から分析してみることにする｡元禄検地においては,入会

地にも年貢を課したため,その年貸負担の分割による混乱をさけるため,各入会地 に年貢負担貢任

者を定めた｡名前の横に丸印がつけてある者が串山,芝山などの告任者である.彼 らは全貝で40

人いて,持高平均は11石 1斗4升 3台3勺と,欠戸村においては,比較的大筒籍が質任者になっ

ており,有力者が入会地の年貢負担買佳肴 となったようたが,中には,特有が 1石少々で背任者に

なった者や,20石樫持高がありながら許任者になっていない者 もいるので,-概には言えない｡

また.畑vt楢 ･茶 ･漆を栽培している者は畑所有老103人のうち0)94人VCもo)ぼ り,大部分

a)者が畑でこれら0)商品作物を栽培しているo
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次に荻尾村VtついてみていくことVtLようO荻島村仕哲多町の東%L,哲多町と新見市の境界近く

vc位藍し,前述0)矢戸村が比較的平野部vc位配していたのVC対して,完全な山村であるo村蕗は,

329石7升 2合7勺であり,明治元年まで全く変化していない,

衷3-i-i3は,元禄8年の荻尾村検地帳より作成した荻尾村の田畑明細表であるが,これを

もとに荻尾村の､_Ul時の状況を分析していきたい｡FEl方は面前合計が5町9反3畝 9歩,分米合が

71石9斗4升3合4勺であるのに対し,畑方は屋象地も含めると.面税合計が35町6畝23歩,

分米台が257石1斗2升9合3勺と,圧倒的に畑方BF位の地勢であり,全分米合,反合に占める

棚方の割合は,面胡で,75肇余,分米合で約 80帝をも占めていることになる.前述の矢戸村 も

LLl闇戯村で,舶方優位の村であったが,その朱戸村にわける全分米合,反合に占める畑方の割合が,

面税で65啓余,分米合で約50啓を占めていたのに比べても,荻尾村における圧倒的畑方優位の

状況は容易に却解きれよう｡

荻尾村は山村であるが,そ0)ことを如実に物語っている0)が,山EEIの多さである｡田方0)面戟合

計に占めるLLI田の割合は約 30弟,分米計vt占める割合壮約 13弟であり,矢戸村の場合が前者で

約 10飾,後者で約3坊であったことからしても,荻尾村がいか把耕地o)乏しい山村であったかが

推測できる｡

尚.田畑の等級はそれぞれ6段階VE分かれてVl･るが,荻尾村は山村で耕地が乏しいわbvEは,田

方の石感はそれ程低いわけではない｡しかし,朱戸村に比べると,上田,中田,下田,下々乱 下

軌 下々畑は,それぞれ1斗づつ石盛が低くなっていて,このことは,荻尾村が矢戸村よりも地味

が劣る山村であることを蒔府が認めたとみFSされよう｡

ところで,衷o)分米合の欄に示した数値は括 ･茶 ･漆の二韮爵vEよる境南で合計すると3石9斗

9升9合7勺あるが,こ03婚前合計が畑方の分米合のうち,伯爵のかからなVl定数と切畑0)分米を

ひいた分米合 239石2斗2升7合8勺に占める割合壮1･7年で,矢戸村の3･1年と比べると,求

尾村は畑方が圧倒的lKI匪位な0)にもかかわらず,槽 ･第 ･漆などの商品作物U)栽培度は低いと言え

よう｡

次表0)品等別均拓をみると,1抹当り相宿は畑の砧等vtより異なっているが,漆だけは品等vEよ

らず 並木に付8合宛であり,これら0)ことは,矢戸村と全く同じである｡

小物成KQTLt毎年定額でかけるも0)と,年によって増減するも0)と,臨時VE課するもo)とがあD,

脚等vc課するもo)は浮役と呼ばれる｡彪村vc各樫 の産塵が興ってくると,これに新しく運上 ･媒加

がかけられ,戯村の風上 ･冥加は一個その樫坪を均 していった｡近世初期CL)本途物成は,上納する

岳を石柘で出しても,そ0)石蕗vc相当する米 .金 ･啓 ･触 ･大豆 ･荏 ･楢など,貨弊や種々の生産

物で納めたoLかし,近船中別以降に夫役が消滅して,年頁がほぼ米と貨弊vt統一されるとともに,

それまでの各種の生産物年責や夫役は ,ほとんど佳舛納となり,A遠から外されて小物成vc入られ

た.小物成o)名に,年貢 ･永 ･役など0)名がついているのは,こOL)ような小物成o)成立過程に開床

があると思われる｡

荻尾村0)小物成には楢役 -茶役 ･啓役 ･炭職役 ･その他に森林 ･串LLJなども対象となっているが,

l抹当た90)銀の割合け矢戸村と全く同じである｡尚,尿寵役というのは炭簡運上0)ことで,庚を
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蓑 3-1-14 品等別咽高安

品 等 増 高 秩 .本 数

石 斗 升 合 勺0. 3. 9. 2. 0 椿 392抹増 1株に付 1合宛

上 畑 0. 1. 3. 6. 5 茶 91味噌 ケ 1合 5勺宛

0. 0. 3. 2.0 漆 4本 1本に付8合宛

中 畑 0. 7. 5. 1. 8 楢 1.253株喝 1抹vt付 6勺宛0. 1. 3. 2.0 茶 132株増 〃 1合宛

0. 1. 4. 4.0 漆 8本 1本に付 8合宛

下 畑 0. 5. 2. 8. 6 楢 881味噌 1株に付 6勺宛0. 1. 5. 8.0 茶 158味噌 J> 1合宛

0. 1. 1. 2. 0 漆 4本 1本に付 8合宛

下 々畑 0. 7_ 3. 3. 6 播 1.834味噌 1株vt付 4勺宛0. 3. 3. 0. 5 茶 607抹噌 I/ 5勺宛
0. 2. 3. 2.0 榛 9本 1太vc付 8合宛

表 3-1-15 荻尾村小物成

級 9匁 4厘 楢 904探役 1株に付 1厘宛

〟 1匁8分 4厘 茶 92抹役 1株に付 2厘宛

〟 8匁 8分8厘 漆 74本役 1本vC付 1分 2度宛

元禄8年荻尾村検地帳 より作成

焼出す領に課せ られた雑税である｡

次に ,荻島村の階層構成について検剖してみることにする.名請人総数は84人でそ0)円 ,EEl･

畑 .屋敷所有者が45人 ,畑 ･毎敷所有老が 28人,田 ･倒o)み所有者が6人,畑o)み所有者が 5

人である0分米合が 329石7升 2合 7勺であるから一人当り平均持高は ,3石9斗 1升 7合 5勺

と売り,同 じように矢戸村を調べると,6石 6斗9升5合 8勺となることからも,a東尾村 の一人当
り平均持高がいかに少ないかが よくわかる｡そ0)ため ,表をみると持高5石未満の極零細戯民は全

体o)78年をも占めてかD.当村0)最古持蕗者である名主0)与右術門でも13石 1斗4升 5台であ

り,矢戸村vEみ られたような大店持屑は存在しない｡

屋敷についてみると,総数84名o)内,13帝に当たる11名は屋敷が登録されていないQまた,

当村で6番目に持高の多い孫兵衛のようvE屋敷を 1人で3つ持 っている者があるかと思えば⑨,10

石余oj持高がありながら屋敷を.･持っていなか ったり⑬,また,矢戸村0)塊合田畑を持たない無高層で
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表 3-1-16 荻尾村階層構成比

田.価.屋敷 畑 .屋敷 氏 -畑 畑のみ所持 汁 割 合

10- 15石 5 人 0 1 0 6 人 7 ≠

7- 10 4 1 0 0 5 6

5- 7 7 1 0 0 8 9

3- 5 10 6 3 1 20 24

1..- 3 19 19 2 0 40 48

0- 1石 0 1 0 4 5 6

計 45 人 28 6 5 84 人 loo s

ありなが ら,良敷地だけを持っている者が7名 もいたb④の場合 ｢中世以来の在地土豪の系譜を持

つ家に対する宥和政僻の一つとみ られ,鳥取に対する年貢免除の特権が疏められたもの｣とみるこ

とができるし,あるいは,他村からの入作者 とも考えられる.また,⑧忙ついては ,r隠居分vE当

るものではないかと考えられる｡｣が,いずれも断定することはできなV･,0

11名の無屋政人のうち,10人は梅零細名辞人であり,彼 らは有力百姓の屋故円vC同居 してい

たも0)か,それ とも他村からの入作者か判断しかねるが ,彼らの円a)多 くは屋敷をもって独立する

vc至らぬ隷属農民たちではなVlかと思われるCさらvt.有力百姓の血綾分家とも考えられる｡

検地帳記載では,臣敷地の有無が身分vE的摸 し,｢無員数聾良人の多くは本百姓と本 ･分家的床
にある血縁者なVlL,鍵制血縁者で,実質的に独正経営を営むものであるが,百姓身分上の無味層,

すなわち,いわゆる従属農民層の一種｣であり,検地帳記載によって身分幽係が決定されるのは百

姓屋敷oL)有無であ9,この百姓尾鮫の登録のない農民は ｢いかなる忘味においても,一軒前の本百

姓として認められない｣のである｡従って,検地帳の名詞人とされるだけで ｢封建的的小農民｣と

して自立するとV,うものではない0)である｡

以上,荻尾村vEついて述べてきたが ,当村vcかいては,平均的土地所有は少なく,また ,無盛軟

名請人も全名清人の 13弟程度であり,元禄8年の時点では小農民を主体とした近世村落の体制を

なしていたと言えようo

① ② ｢日本史用語辞典｣

③ ④ 日本史小首科 10 ｢農村｣ 64頁 大石憐三郎

⑤ 森安彦 ｢希滞制国家の基礎構造｣ 第1編 第1章 26頁

(◎ 42頁

⑦ 27～fi

⑧ ⑨ 内藤二郎 ｢本百姓体制の研究｣ 界 1卓 297頁
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之 年 末 と村 入用

○老栄一幕領の年告一

旧商議村 (老栄,失声.荻尾 )は,その支配の違いから,#領分 (老栄 ),と松山藩分 (架戸,

荻尾 )に大 きく分けることができる｡当然,年貢のかけられ方 も,幕領 と私領ではかなりの違いが

みられる｡#領である老栄 では,定免法により年貢の収奪が行われたと考えてよいだろう｡定免法

とは,過去数年-十数年の収穣畳を平均して税率を定め,原則 として一定期間中は豊凶によらず止

率の租税を納めさせるというものである｡
① しかし,

大凶作の時には村方の申請で破免となること

もあった.また税率 も村々の状況によって大 きな遅いがあるOが一般に,幕領にかけられた年貢は

私領のそれよりも楽なものであった｡そして,江戸時代の年貢は累進課税方式をとってはおらず,

そのために大高特層はさらに土地塊税を進めていき,零細良民は,年貢が上納できず,土地を手放

し続けていき,いわゆる農民分解を生むに至るが,苗歳村におけるその状況については,他節に譲

りたい｡

文政元年酉御年貢小割付

脇坂中務大輔御役所中

御検見取 花木村

一 高六百弐拾三石五斗九升一合九勺

内訳

田高百六拾三石八斗三升五台六勺

内七拾五石二斗壱合三勺

比訳

弐石三升弐合三勺 川欠山岸崩石砂入引

七捨石八斗二升二台前々E引続皆額引

弐石三斗四升七台 主賓不熟皆無引

残高八拾八石六斗三升四合三勺

比取米 弐拾弐石八斗五升弐合 毛附

内訳

高八拾七石九斗九封弐合三勺 本免

比取米弐拾二石七斗六升壱合

高六斗四升弐合 成起返取下ケ

比取米九升香合

畑高四百五拾九石七斗五升六台三勺

内

壱斗四升 御蔵鋪引

拾弐石四斗六升壱合 川欠山岸崩石砂入川成□堰引

残高四百四拾七石壱斗五升五合三勺

毛付

-110-



比取米八拾八石九斗四升六合

内訳

柘弐百八拾三石四斗八台壱勺 本免

比取米六拾九石九斗三合

苗六拾七石四斗九升五台 亥転達

比取米九石弐斗弐升弐合

布九拾六石弐斗五升弐合弐勺 申抱返

比取米九石八斗弐升壱合

取米合百捨石七斗九升八合

外

-､畑四反七畝四分 見取

比取米壱斗四台

定納物

-､銀三百八拾九匁八厘 小物成

一､同四匁八分 痕年啓

一､同十弐匁

-､同七匁六分六厘 草山冥加鎖

比反別三拾町六反三畝拾分

-､米三斗七升四合- 御伝馬侶畑

-､米壱石弐斗四升七合 六尺拾米

-､銀九拾三匁五分四厘 御載米入用

松⊂コ

-､卸林山 弐ヶ所

比反別WE]弐町四反

納合 米百拾三石五斗二升三合

銀五百六匁三分六原

以上,不完全な形のものではあるが,沖田繁文識｢御用留｣の中より,免状を･邦抜いてみた｡少
しでも｢免状｣の突億を理解することができれば,と思った｡ この ｢免状｣はいわば年貢請求LTに

相当する｡また儲収証に相当するものが ｢皆済日録｣である｡

次に,参考までに,#府分,松山藩共,石砧を示す｡ (表 3-2-1)
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衰 3- 2- 1 幕領 ･松山領村嵩

村 石 高 ㈲ (表 1)

老 栄 村 369,9447 ※ 備中村鑑 (文久2)による※ ( )内は ｢旧矧日領取調帳｣にみられる石高で,備中村鑑とは若干の遜いがみられる.

成 松 村 162,8153

花 木 村 (624,3.319)623.5919

井 倉 村 (283,4167)283,4166

井 村 1353,8197

蚊 家 相 (930,1074)927,1767

下大野村 421,809

大 竹 村 (687 1281)686,2441

田 測 村 (731,6813)722,0413

大 野 村 479,5694

矢 戸村 743,237

妹 尾村 329,727

年貢収納の実情を知るための史料としては年貢割付 (年男免状)と年賀皆済目録とが主要なもの

であるO年貢割付状には,村臥 田畑の免等が記されるし,一万,年頁皆済目録からは,実際に納

めた米や銀の正確な数字を把握することができる.が,残念ながら老栄村の免状等が残存していな

いので, ここでは新見家文盲皆の慶応 4年 ｢老栄村辰御免割小机帳｣より群府の同村の年責について

考察を試みたいQ

表 3-2-2 老栄村 村寓 (石 ) 一円痛分-

田 商 位違引 押出引 年 々引 残 高 取 米 御 免

本 村 (石 )95,4082 7.ll 0.2 1,0249 87.0733 39.5543I13つ5分9毛32余

-吉 僻 37.1953 1.71 35.4853 8.2865 2つ3分3厨5lE.1923

大 谷 89.4016 3.047 1.1658 85,1888 一9.8702Llつ1分5厘8毛6ー2647L<

慶応4年 ｢老栄村 最御免割小前帳Jより作成
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変312-3 -芭栄村 村粛 (石 ) 一府諒分-

畑 有 位 違 引 神 田 引 御 蔵 舗 引 年 々 引

本 _村 49.5246 4.1128 0.124 2.9815

音 符 69.5227 2.0388 2.4248

大 谷 28.8923 0.017 1.9579

大 谷 28.8923 0.017 1.9579

免 間 引 残 高 取 米 本 免 太免分の取米

本 村 42.3063 13_6824 9.8429 4.5904

書 簡 7.0 58.0.591 15,3525 35.6222 ll,0075

大 谷 26.8174 4.271ー 6.0052 2.1851

放 下 版下分の放米 子 鹿 返 -' 適 の ユ 中 起 返

本 村 5.3898 2.015 4.477 1.693 20.667

吉 清 6,4795 1.332 3.559 0.952 10.7647

加えて題永5予起区

1.6337 0.42

大 谷 3.982 0.68 10.5935

加えて宙水5手塩返
1.2367 0.275

合 計 ll,8693 3.347 (2.8704 0.695) 42.0252

超通分,の駁米 前 々 迅 速 qiI々 起返介の施米 蕗1石に付平均御免
本 村 4.752 25.144 6.445 2つ5分6厘3毛23

吉 椅 1.641 14.3237 2.593 2つ5分7停 8毛5

大 谷 1.331 19.5755 i.all 9分2厘5宅13
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まず,(表312-2)について考えてみるo これは.老栄村の田方についてである,老栄村は

当時,村内が,本村,苦情,大谷の三地区に分かれていたことがわかる｡ここで注目しなくてはな

らない点は何点かあるが,まず ｢位違引｣を考えよう｡｢位違引｣とは,検地を行って田畑に等級
を付けるさいに,その位付が誤っていた場合,例えば,実際は中田であるにも関らず,上田と位付

けされた際に,それを考慮して引かれるものである｡ これは,備前藩などの私領では見られない記

載事項である｡#領独特の年貢に対する襲歩ととることができよう｡従って,位民側としては ｢位

迎引｣の高が多ければ,それだけ有利といえるOしかし実際は,田苗に対する ｢位遵引｣,割合は

本村7.5多｡書信4.6%,大谷3,4%となっており,低い率だっ†こことがわかる｡その他,神田引,

年々引が行われ,結局年爵賦課の対象となった残高のうち日高は207.7474石である｡このう

ち取米は,57,711石,したがって免率は,2ツ 7分7厘7毛である｡しかし各地区の免率には

大きな違いがみられる0本村3ツ 5分9毛,吉槽2ツ3分3厘5毛,大谷1ツ1分5厘8毛である｡

この遅いがなぜ生じるのかについては,明解な理由はわからないが,地理的条件に負うところが大

きいと患われる｡本村に比べ,吉漬地区などでは明らかに山がちのところに位位しているからであ

る｡

次に畑方分について考えてみたい｡ (表3-2-3),田方分と同様に,｢位違引｣の割合を記
すと,本村8,3%,吉楢2.9動 大谷0,06%となっているo ここでも非僻に低い率であるC農民

にとっては,名目のみの配慮であったといってよかろう｡また,畑方分で注目すへき点は ｢取下｣

｢起返｣ である｡これは老栄の田方分については配収がない｡｢版下｣とは,土地柄が悪く,本田
畑の収健 と甚しく差のある所である｡この地域については,別に取米が定められている｡｢起返｣
とは,荒廃していた田畑を復旧させ耕作を始めた所のことであり,蒋府にとっては歓迎すべきもの

であるから,際々試みられている｡全体的に考えてみて.老栄は田方の多い地域である｡

しかし ｢免割小作帳｣の記述は,他方について,より詳しい.また,畑高の方がEEl砧より高い吉稲

では,御免も同様となっているC江戸初期において,総 じて畑年貢は田より低く固定されていたが,

畑作は時代とともに多様化してきた｡また水Eflよりも生産力の上昇度が露かったので.宰保以後,

箭主は畑作年質の徴収に熱番を示すようになってくる①全国的なこの動きが老栄にもあてはまった

と考えると,畑万についての詳しい記述 も納得できるものであろう｡畑方分についての御免は,本村

2ツ 5分6厘3毛,吉肩2ツ 5分7厘8t三,大谷9分2厘5毛となっている｡畑方についても田方

分同様,御免に大きな差違があることがわかる｡

なお,(表3-2-4)は,(表3-2-2),(表3-2-3)をまとめたもので,田方,価

方同時に比較することが可能なので以下記載する｡
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えるだろうoこの人作高のうち,40.882石,劇合にして44,3啓を占めているのが,名受入秀

三郎である｡耕作地は,本村のみで,村内耕作者の中にも,これだけの高教を持った者は存在しな

いo彼は･史料⑨に
よれは老栄の山大の高持である｡次に十敷石の村内百姓がわずかに数人見られ

るといった具合である.帝領は,私領に比べ年酉率が低い｡軒多郡内でも松山藩分の蘭地では,か

な りの高率で年貢がかけられていた｡#領老栄の御免は,瓜 も高い本村の田方においても3つ5分

9毛である｡秀三郎は.矢戸村在住の戯民であるから,御免の低さを見込んで,入作してき†こと考

えられる｡耕地の石高は土地所在村にあるし,隼田 もその村の餌差.-納めたからである｡

時代は,変わるが,花木,沖田家文智の ｢御用留｣の中に,文政3年から天保 5年までの15ケ

年平均の取米合,平均米,増米についての記述分より,葛栄村分を抜粋すると,

-､取米合,五首拾弐石八斗壱升六合

平均三拾四石膏斗八升八台

比増米一石三斗六升八台

となっている｡

本年賢以外の負担に,まず小物成があげられるQ小物成とは,多く山林原野河鶴の用益に課せ ら

れたり,各地方の特種品に課せ られたO特産品に課せられたものは全国的に非常に多様であるO こ

れらの中には元来現物を以て納入したのが貨幣納に代ったものも少くない｡#領のように遠距鮭の

所が多い場合には早くか ら貨幣桐になったようであるo @草和元年LE59月 老鮒 ｢藍出明細帳｣
でも御小物成銀 146匁3分8厘の記職が見 られる｡種類は,とまかや代,藤代,蕨組,糠代,超

代,薪代,粟代,渋代,千麻代,茶代,椿代,漆代 となっている.糠代,茶代,薪代等は高掛 りで

負担し,茶代,椿代等は,生産株数に応 じて百姓が負担していたと考えられるO

表3-2-6

宇和元年 老栄の小物成

種 類 代 銀

とまかや 11.05束 ll.匁05

藤 7.84両 ll.04

蕨 抱 7.38束 29.48

糠 代 7.37

藁 代 36.85

薪 代 18.43

粟 代 1.75

渋 代 4.1

干 蕨 代 1.3

兵 105株 2.1

梼 1871株 18.71

疎 35本 4.2

宇和元年酉9月老栄村 ｢差出明細帳｣より作成
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加えて,夫役または雑税の性質を帯びるものに琵掛物 といって,石高に応 じて課するものがあるo

#蘭では,寄掛三役 といって,御伝馬宿入用米.御裁前入用米,六尺給米があった.御伝馬宿入用

米は五街道の問屋,本陣の絵米その他宿駅の焚用に宛てるもの,御蔵的入用米は江戸浅草の米威の

諸入用にあてるもの,六尺給米は江戸城中台所に使役する六尺 という男丁を徴する代 りに納めさせ

たもので,初めは一定したものではなかったが,元禄七年 (I694)の御勘定所綻哲によれば御

伝n昌仙入用米は高百石について米六升,御題米入用米は高百石について金一分 (永三百五十匁 ),

六尺給米は高百石について米二斗となっており,以後はその串で課せ られたようである① o老栄村
の年頁割付状が残存していないので,老栄同様布鞄だった花木村の ものから推察したい｡花木,沖

田家文かの ｢御用留｣中文政元年 ｢画御年貢御割付｣によると御検見取高六百弐拾三石五斗九升一

合九夕で御伝馬宿入用,米三斗七升四台,六尺絵米,米壱石弐斗四升七台,御蔵米入用,銀九拾三

匁五分四度となっている｡元禄七年に定められた串と一致するが御蔵米入用のみ,元禄七年の率で

計辞すると,155.9句.となるはずのところであるが実際は,93.54匁 となり大 きなずれがみら

れ,疑問が残る｡しかし, これがそのまま,老栄村慶応 4年にも該当するとしたら,御伝馬宿入用 ,

米2斗2升 2合,六尺給米 7斗4升.元禄七年の定めでは,御蔵米入用.92匁4分8度6毛と

なると推察できる｡

参考までに,老栄村の石盛を示しておく｡ (衷3-2-7)

表 3-2-7

老栄村 石盛

田 畑

田 高 222石0051 147石 9396

反別 14町 1畝28歩 反別 17町4反ll_畝 18歩

石 感

上 々 2_0石 -

ヒ 1.9 1.2

中 1.7 1.0

下 1.4 0,8

下 々 1.0 0.4

山 0,5

切 0.2

宇和元年西9月 老架村 ｢差出明細帳｣より作成

なお･｢差出明細帳｣⑥の記述には
-､当村土地ハ四分遜 t)ハざく土,三分通 リハ石地砂地,三分通リハぎく土二而御座候

とある｡ これにより一層,山がらで,地味の悪い状況 を理解できるかと思うo

また幕僚では,本途物成の内,十分の-を大豆で納める十分一大豆納,三分の一を銀で納める三

分一級納という方法がとられたところが多い｡大豆軌銀納の残 りを米で納めるのである｡ この租
米には,さらにロ米 (代官が地方支配に必要な代官所の凝費を年貢にたいして割課したもの )等の
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付加税 も加わる｡つまり.本途物成,小物成,ロ米等の付加税全て合わせて納める年頁商が出てく

のである｡

○失声,荻尾一松山藩の年若i--

松山藩の領地であった,失声.荻尾については,史料が残存していないので,｢岡山県史近世1｣
を参考にして触れることにする｡

寛永十六 (1639)年がら元禄七(1694)年 の水谷氏時代の平均的な税率は,詑文元 (

1661)年の ｢水谷伊 勢 守領.分阿智 ･哲多二部村缶｣によって推測することができるO こTL

より税率は,五公五民と六公四民の胤で,まず酋通の税率と考えられる｡しかしこの税率は,中検

宿 (水谷私横の高 )を韮礎とした数字であることに注意すべきで, この定米を古株高(水谷氏入封

時の括 )に対して算定すると,その税率は,84.8動こ相当する｡ これは著しく高い税率であるが.

中横には,入封入後の新的高が含まれてはいる.実質的には,七公二民 と八公二民の胤にあったと

考えてよかろう｡

延草元 (1744)年より板倉民時代となるが,何時のころよりか定免制で年貢を徴収するよう

になる｡大凶作の年に限って破免検兄を実施したが,平年の六分作までは破免検兄を恵めなかった

ようであるO実質六公四民の重税が,板倉時代は,領内に課せられていたらしく,生産力の低い松

山藩の段民にとっては,大変な負担だったことは容易に想像できるo(])
○村入用

一般の質租とは異なるが,良民の負担からいえは,村入用矧 こついても考えなければならないO

例えば,定便,村内の道断 橋,姫防の背き軌 用水の修築,その他村の鞍偏や村民の共同生活を維

持していく為に必要止むを得ざる負担のことを ｢村入用｣と呼び.労働で提供するもの,現物また

は貨幣で提供するものなど形は様々であった｡つまり,こういった ｢村入用｣を一口で言うならば

｢年苗 (本途物成 )以外の農民負担｣である｡ これを ｢広義の村入用｣とせると,それは次のよう

に大きく三つに分類できる｡

A.領主夫役の貨幣化したもの

B.年貢納入関係の入用

C.狭義の村入用
Cは,A.B以外のもので,村役人給,村役人出張路銀,同宿泊飯代.河川地堤負請の入用,人

足貸(これらはすべて自普請である),水利幽係の入用,人足tE･,治安的係入用 ･算用などの寄合

入用,祭礼 宗教舶係などの入用,村政運用上の諸物件の代等,その他地域の特質に応じて個々の

村で必要な出費がある｡

ここでは,C-狭義の村入用とされるものについて,老栄村 ｢元治2年丑3月,去子年村小人用
布掛品山上帳｣から考えたいO

この表租からわかるように,村入用は,高に応じてかけられるのが鞍通であった｡慮掛 りで,惣

百姓全員が負担することは, このrB上げ帳の蛙後の部分からも,読みとることができる.

-前略一

石者妾子年郡中藷入用村夫銭小人用小拾帳ヲ以逸々相改銘々得心之鳥別賦仕侯威雷面之通二相迎
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無御座供,然ル上ハ右入用別紙方之義二付向後耶申分無御座候,依而小前

一同迎印帳面辱蓋上候 以上

備中国哲多那老栄村

芳次郎

青 松

一以下略-(.汁31人 )

倉敷御役所

つまり,惣百姓全体で,負担するものであるから.全5131名が,連名するのである.

では,実際の年間野川 とその内わけについて分類しJ下上げるo (表 3-2-8)

この中で,大 きな割合を占めるのが21役料人件哩である｡ この中には,庄臥 年寄の合致触役

所への出勤軌 役所 (倉敷 )経営入用 ･庄屋給 (苗一石に付米一升宛で,米 3699石 ),保頭給
米井目番給米 (米0,65石 ),(庄屋給.保敢給米,ET番給米を合わせて銀 1田793匁7分4佃

となる)などが含まれる. この割合は,72.6車と宵革であるo これは,蘇末に至 り,政状不安と

なり(第1次長州出兵は元治 1年 )役所瞥鵬班等が多 く必要ときれるようになったのではないか,

a 割 合

1) 事務 用 品 類 87. (匁) 1.3%

2) 役料,人件費 559.24 1
1840.02

497.47 72.6%

1793.74

(米 6899石 )

90

3) ､祭 礼 祈 祷㌍ 42. 1

65.2 i l.7%

6.5 ｣

3) 用水,土木坪 426.2 6_5%

4) 救 他 出 35.6 0.5%

5) 大 判 932.74 1

74. ｢ 17.3多

133.35 ｣

合 計 6583.06

表 312-8 老栄村元治 2年 ｢去子年村小人用高齢品番上帳｣より作成

と思われる｡しかし,元治以前の史料 と比較することが不可能であるので,推察の域を出ないもの

である｡
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次に,17,3秀を占めているのが,5)大判である｡｢大別｣とは,同一伊tを戦く領内各町村

共同6)㌍用,同一除籍の支配を受くる各町村共同の当用を合わせたもので,｢郡税｣と考えればよ

いかと思うO⑨当史料の記述では,倉敷大割粗 先銀之分如斯,倉敷大割当子残釦2分如斯･とい
った項がある｡

3)用水,土木Ttも65%を占めている｡ここでは,用水井触川除溝土手御負鞘軒 ,其外往来退

席取構入用,となっている｡共同体生活を維持し,生産を続けるためには,必,'ll-不可欠のものであ

るといえる｡

きて,老栄村の高は,369石 9斗4升4合7夕,円高22石4斗9升7合2夕は床屋 ･年寄の

除高である｡従って残応347石4斗4升 7合5夕に村入用は碗掛 りされ.一石につき鎚18匁 9

分4厘6毛9となる｡本年頁や砧掛 り三役等を納めた上で,これだけの村入用を負担しなければな

らない段民の疲弊がどんなに大きなものであったかわかると思う｡

なお重複して述べることになるが,租税,村入用 とも主として持高に比例して賦課きれたのであ

る｡百石の蕗符が五十石の租税を出す時には.十石の者は五石出さなければならなかったのである｡

したがって小百姓になればなるほど負担が電くなるのは当然であった｡当時の頁租が良民の生活し

得る最低のものを残しておくにすぎないほど苛重な ものであったとしても,大百姓と小百姓では受

ける圧力が違ってくる｡小百姓が年頁納入に苦しむ時に大百姓は若干の余裕があることになり,こ

れが土鵬 餅を促し,村の中の家格 も維持されていくことになるのであるO⑲

(症 )

① ｢日本史用語辞典｣ 相甥房

① 木村基著 ｢近世の村｣ 頁59参照 数両社

① 新見家文乱 慶応 4年 ｢老栄相伝御免割小前帳｣

④ 新見家文智 宇和元年酉9月 ｢老栄村差出明細帳｣

⑤ 児玉幸多著 ｢近世出民生活史｣ 頁55参照

(む (むに同じ

① 岡山LFTl.史編茶委員会 ｢岡山県史第611-jLt世1｣ 貢631-636参照 山陽新聞社

⑧ 栃並毅-#(卒業論文 )｢近世助郷村における村入用の実憤｢(昭和59年岡山大学教育学

部) 百11参照

⑨ ㊥に同じ 頁47参照

⑲ (5)に同じ 頁60参恨

(長谷川晶子 )
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3 億 中幕領 の廻米 輸送 について

幕藩削社会は,瓜民が生産し上納する年貢米によって成立 していたoいわば米遇い社会であったo

欄 餓主は,検地を行ない良民を土地に縛り付け,｢生かさぬよう,投きぬよう｣に年貢を徴収す
るのであるO検地等については他に譲 り,ここでは年員として徴収された米が,いかにして老栄村

をはじめとする哲多郡の備中幕僚十ケ村から大坂へ運ばれたかをみて行きたい｡

それぞれの村で秋に収穫された米は乾燥 ･脱穀され,年貢米は玄米の形で俵に詰められた｡ (管

多郡滞領は1俵4斗詰め)その場合において年賢米の吟味は厳しく,何度もふるいにかけられ,砕

米等は入念に除かなければならなかったOこのようにして仕立てられた年古米は,各村々に定めら

れた免 (年再寧)によって決まった証が,私洋であれば領内の蒲原へ納められるわけだが,全国に

散在する箱韻四百数十万石の年貢米は,江戸 ･大坂へ輸送されなければならなかった｡これが地米

である｡この廻米輸送には主に海上輸送の手段が採られ,廻船が用いられた｡斑文年間に東廻り,

西廻り航路が開かれたのも,主にこの年日米廻送の理由からであったO老栄村をはじめとする哲多

郡幕領十ケ村も玉鵬港より廻船によって江戸 ･大坂-年貢米を廻送しているが,史料の残存が少な

く,ここでは比較的史料が系統的に残存 している天保9年 (1838年)の廻木を中心に,以下詳

しくみて行きたい｡

まず天保 9年の収穫に対する年貢米の廻米についての命令は,点数代官所より同年十月に発せら

れるが,下記がその受軒 である｡

乍恐以田付御受率中上侯

当成大坂御廻米之儀哲多郡浅口郡村々江被仰付早々取究可中上旨御沙汰之趣村々役人共申談倶処

一同東知奉畏候然ル上着米忙壊立取柴可申候尤哲多郡御米二而引足.)不申分-浅口郡村 取々ftS玉

嶋済江津出致TEi御研立之節聯御藍支不相成様可仕様可仕供依之右両斗村々惣代連印以皆付御受奉

中上候以上

成十月廿四日

哲多郡村々惣代花木村庄足九兵衛

浅口郡村々惣代片嶋村EE屋小蛮郎

倉敷御役所①

これによると,天保9年の廻米は哲多郡と浅口郡が共同で行なうようになったことがわかる｡備

中北部の山間部に位匿する哲多郡は,風早損や自然災害の被害も受け易く,木質も上質といえないo

その点浅口郡は備中南部の生産性が非常に高い地域であり,玉嶋鮎という備中地域の流通拠点をも

有しているという恵まれた土地柄であるため,船前の際 ｢哲多郡御米二而引足り不申分-浅口郡村

々取媒｣めるということは,検査の結果不良な米がJblJ米とされても,直ちに浅｡郡の般市 りの村々

より都合できるということで,哲多郡村々にとっては,非常に好都合である｡倉敷代官所もこの点

を見込んで両村を組み合わせて廻米にあたらせたのかもしれないO

上記の命令によって集められ,郷概等-納められていた年貢米は,浮出しされることになるOそ

の前に,まず哲多郡符節十ケ村の村々に,それぞれの村有とその年の盟Lj_Hこ応じて廻木造を決定し

なければならないが,その時の姐状が下記である｡さきに掲げた阻米令より五日後の二十九日とな
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っている ｡

右者其村当成御年貢江戸大坂御廻米籾共別紙之通令割賦侯粂諸事先達而申触侯通相心得早々津出

蔵詰いた し其時 届々ケ方等柳等閑之儀無之様出前斗可申侯此廻状正星令討印昼夜割付以早々当村

i可相返 もの也

十月廿九日

哲多郡拾ケ村村々

御 役 所③

これによると,去る二十四日の通達後直ちに各村 々-廻米割賦が行なわれたもようである｡下記

に掲げた衰3-3-1③がその到底を表にしたものであるoまず衆3-3-1中のAは･この天保

表 3-3-1 天保九成年大坂御廻米御割附

村 A 米 匿)B内大坂細司 ニ耕謙(令九十台CD江別 籾 E欠籾任)F籾納入用

老 栄 村 42J76 41B81 1.047 0.59( 0.018 銀 20.07拠)

井台村大観 27.473 27.281 0,682 0.384 0.012 13.07

井倉村中組 12.962 12,871 0,322 0ー1820.216 0.0050.006 6.17成 松 村 15.444 15.336 0.383 7.35

花 木 村 95.293 94.626 2.366 1.3343.322 J0.04 45.35井 村 237.330 235.669 5-892ー 0.1 112.95

下大野部村 73.124 72,612 1.815 i.024 0.0310.03 34.8大 竹 村 70.814 70.318 1.758 0,992 33.7

蚊 家 村 74.815 74,291 lB57 1_048 0.031 35.61

田 淵 村 41.960 41.666 1,042 0.588 0.018 19_96

大 野 村 18.721 18,590 0.465 0.262 0.008 8.91

村 ト洲 ‖ F+G a/A ㈲ A-A(tO D÷2(弓 C//匂(aA rlP 吻
老 栄 村 167.52㈲ 187.59 99.300 0,295 0.295 2.499 0.031

井倉村大観 109.12 122.19 99.301 0,192 0.192 2.499 0.030

井倉村/J､組 51.48 57.65 99.297 0.091 0.091 2.501 0.027

成 松 村 61.34 68.69 99.300 0.108 0.109 2.497 0.027

花 木 村 378.50 423,85 99.300 0.667 0.667 2.500 0.029

井 村 942.68 1055,63 99.300 1.661 1.661 2.500 0.030

下大野部村 290.45 325.25 99.299 0.512 0.512 2.4992.500 0.030大 竹 村 281.27 314ー97 99.299 0.496 0.496 0.030

蚊 家 村 297ユ6 332.77 99,299 0.524 0.524 2.499 0.029

田 淵 村 166.66 186.62 99.299 0.294 0.294 2_500 0.030

大 野 村 74.36 83.27 99.299 0.131 0.131 2.501 0.030

9年の哲多郡村々の廻米である｡BはAの内大坂-納める闇米苗であるoそれは,A/Aによ り全
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廻米の99.3%となることがわかる.そして,廻米の輸送途中での欠落等を見込んで,あらかじめ

入れておかなければならない一種の付力脱 である欠米がCで,大坂姻米 1石に付2升5合である｡

次にDであるが,これは江戸表廻籾となっているけれども,A-B-D/2となるところから,大

坂細と相補ってAとなるのであるOなぜD/2とするのかというと,籾は当時五合摺とし,玄米の

虫を概の堤の半分と考えたからである｡そして大坂納遡米と同じく,江戸表姻粗にも途中での欠落

を考えて入れておかなければならない欠粗がEで,電扱 1石に付粗3升であることがわかる｡ この

ことは天保9年 1O月ュ2日倉故郷役所からの史郎 ｢概壱石に付畑 三升此米壱升五合｣④ とあ
ることからも明らかである｡後のF･Gは.姻米 ･概にかかる照用の割賦であると考えられる.

このように割付けられた廻米の大筋の輸送経路は,下記の史料によりわかる｡

(前略)御年貢木津出方之俵当村占川野軌 l憐迄道法壱里天与玉鴨浜iEJI個拾七里御座候候玉嶋

捧持 戸迄海上百七拾九里御座候 (後略)⑤

これは花木村明細からの抜粋であるが.川野海より下流の井倉村,高梁川沿い上流の井村を除い

て,現本郷川沿いの花木,成松,老栄他4ケ村は,川野轍まで出して,そこから高梁川を高轍舟を

使って玉的在まで川下げしたものと思われる｡

当時高簸川は,備中国の真申を貫く物汽輸送の大動脈であった｡しかし,この大動脈の物輯輸送

を一手に引き受ける帯板舟の運航は,すべて松山群が近世全期にわたって領主の交替に関係なく,

厳しい統制を行なった｡それは松山洋の ｢推船制｣と｢番船削｣である｡継船制は.｢松山縞瓶舟

百参腔御座候,松山川那 奥船群下 り荷物鮭船ノ定二両一切松山iJrnrへ通シ不申侯｣⑥というも
ので,.松山まで下って来た船は必ず松山-舶掛 ナし,船問屋の手によらなければならなかった｡ま

た番船別は,船塚の限定であり,例えば川野轍船級のような船組を閃いて,その支配を受ける船に

しか橡を認めない錠である｡後に新見軒 (閑氏)が入対し.この松山浦の継解制 ･番船制をめぐっ

て激しい確執があったが･そのことごとくは新見啓の屈服に終わっているo(むこのように厳しい統

制によって支配された市梁川を,哲多郡幕僚の700石余の廻米が下るのであるO当時は30石肌

が主師であったから,20数腔の船で下るのである｡この船数の船を村々が持合わせているはずは

ないから,川下げにあたっては.松山藩支配下のl拓漁船によって運ばれたのであろう｡このことに

ついての詳鰍 ま史料に残っていないので想像の域を出ないが,幕領の廻米輸送のための船賃は,幕

府側が持つことが通例であるから,#府と松山帯とに何らかの取り決めがなされていたのではない

かと思われる｡

ここで幕僚特有の遠距離村々-の支給銀五里外駄賃についてふれておく｡将領村々は年貢坪出し

の船首場 (ここでは玉岨庵に当たる)まで克也JIIL4/I･,:'ぼ.その道矧ま村々で負担 し,それ以上な

らば距離に応 じて貸銀が支給される｡地方凡例録には下記のように轟かれている｡｢年 貢米韓出し
の節,船at河岸まで,村方より五里内の駄f2.瓜Tノ､,百姓役にて差出し,五里外ノ､,香里弐俵附

壱駄廿四文宛 ･里数にかけて地頭より出す定法な｡｣⑧そして哲多郡詩額十ケ村の五里外駄賃は下

記の史料と表3-3-2の通りである｡

御廻米五厘外駄貸銀御定哲多郡捨ケ柑左之通

右之通前々E当郡村々右玉嶋湊迄五厘駄銀増減無御座公儀左御渡被下村々小前一同迄剤皮来院こ
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付如此⑨

表 3~3~2⑩

付 A 里 数 B 五里外駄賃 (匁) B/A (匁)

老 栄 村 18 里 分 6.588 0.366

井 倉 村 15 里 分- 5.673 0.378

花 木 村 17 里 分 6.222 0.366

成 松 村 17.5度 分 6.450 0.369

井 村 17.5里 分 6.450 0.369

下 大 野 村 20.5里 分 7.222 0.352

大 竹 村 20.5塁 分 7.503 0.366

大 野 村 18 里 分 6.588 0.366

田 淵 村 18 里 分 6.588 0.366

蚊 家 村 19,5里 分 6.954 0,357

この表から,B/Aにより1里に付3分7歴であることがわかる.他 方凡例録｣中の ｢壱里弐俵附

壱駄廿四文｣が銀にすると的3分であり,表中B/Aに当たることになるOとすると.哲多郡符節

か らは722石余,1806俵余 りの年 貢米が出されたわけであるから,5貰'目に草る銀が帯府か

ら渡されたことになる｡これは以下述べる玉嶋醇入用 ,大坂納入用をすべてまかなってもまだ余る

ほどの額であるため,収奪の厳 しい領主が上記の額 を実際に渡 したのかどうかは疑わしい ｡哲多郡

#飯村々と同じ条件にある旭川上流の美作の大庭 ･英鳥郡内の市債村々については,｢久世町史｣

によると, ｢村方の郷蔵から久世河岸の船群場まで,距離にかかわ らず百姓役で則Fl.して浮出したO

河岸から福島醇までの川下賃は#府から支給され･これがいわゆる『五里外駄貸 』の適用 とされたb
と記述されている｡久世河岸を川野掛 こ,福島辞を玉眼鵜にすると,まった く哲多郡の場合 と酷似

する.このことから考えて,所多郡#脚 寸々においても,五里外駄賃は名目のみで,川下 しの船貸

を幕府が持つとい う事であった可能性は非常に苗かったといえよう｡

以上のように村々に割付けられ,川下げされた廻米は,玉岨港で廻米として軽 えられ ,役人の見

分を受けなければならない｡以上の闇米作業に関 して,港における村々の代表究任者すなわち浜庄

屋を決めねばならないC以下がその取決めを御役所-提出 したものであるo

乍恐以普附御届華中上院

哲多郡村々当成御年責大坂御廻米御用玉鴨湊詰顔庄屋村々熟艶之上年番 ヲ以花木村EEA九兵衛相

勤候間此段御届奉中上侯右御写済被成下候- 難々有仕合こ車存憐村 迎々印以容付帯断上院以上

成十一月日
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花木村庄屋九兵衛

同村 氏助

成松村 辰吉

老光村 鍬助



井 村 栄三郎

井倉村 柳右衛門

倉敷御役所⑭

これによると,玉他誌の捧EE星に花木村正監九兵衛が年番によって選ばれたことがわかる.この

後九兵衛は,花木村を出て玉島に詰めて廻米作菜の放任者 となるのである｡そしてまず,廻米作菜

や運送の荊良人である蔵元 ･仲使との間に議定宙を交すが,それが下記の染料である｡

右老哲多郡村 御々姐米玉嶋浜御蔵元野田豊彦四郎引括相勤恢二付其御郡御廻米中使方私共引受夫

相々勤可申段被仰蔑知仕候右二付勤方之儀前ヶ条之通取榛メ候上老以来心得迎無之様念入右之通

大切二取斗可申候万一不束之儀It御座候節-如何様被仰候共聯御断中間!捌箆為得El規定証文相渡

申候依如件

天保九成十一月

浅口郡阿究崎新田村名前印

三拾三人

中使頭九郎石和門

哲多郡虹家村正臣嵯次右循門

井村EE足銘記 『@

これによると,天保九年の哲多郡村々の屑米就元は菅田5.彦四郎であったことがわかる.当時港

稼を行なっていた問藍は9名であったから彼もその一人であろう｡また彼は阿賀郡 ･川上郡の井領

約三千石の廻米も取扱っていたようであるOまた晋EEl庭の屋号は宝暦四年には玉他港稼問屋の中に

見ることができ,遅くともこの頃までには間置族を持ていた｡次に上記の ｢絹ヶ条｣を上げておく｡

天抹九年成御年貢飼米方御蔵斗規定之群

一一一報 六分五1)

一同 弐分五 リ

一同 六分三 リ

-1.J三分

-lJd 五厘

-rrJ亙り

一同 弐分弐 リ

ーlト可 壱分

旧米壱石二付 紙俵仕立fT

上塁代

内債代

紙 代

蔵人中使賃

掛廻中使貸

板取慣

蔵出印付中札込菰○船郁

一同 御様俵弐品二而三匁五分

山川下ケ御米窄俵二付川内古海E

壱分四 リ川E I

六 リ 海E
中便所 九郎右衛門

非外中健三拾三人

右之適相棲ノ可申候間後年二取斗方行連有之麻肺ハ此貨之趣 ヲ以可申立候以上
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花木村九兵衛

蚊家村嵯次右衛門

浜 庄 屋

十二月七日廻船玉嶋へ入辞⑭

以上のように蔵元 ･中使と米一石についての貿銀入用の規定を設けたわけだが,実際に浜入用と

して支払われた各々の兜用の合計等は表 3-3-3に以下示すのでここでは簡単に触れておく｡当

時の玉嶋港は埋没が著しく,港掛こ大船を横卦 ナすることができず,ゆえに沖に停泊する廻船-小

船で廻米を運び研立てた｡これに掛る焚用が板取flである｡そして廻船が十二月七日に玉嶋港-入

津するのである｡

ここで少し当時の通信体制について触れておかなければならない.串EE農九兵術は上記のような

配船の入津その他事変邸項を哲多郡静箭村々やfl教代官所-至急連絡 しなければならず.それは飛

虹を用いる｡廻米を行なうに当って,この通信手段としてqf要な飛掛の岱銀を明記している｡

天保九成年 諸飛蜘賃定之弔電里二付七拾九文之定尤七つ時i者規増し弐人分百五拾八文つつ相

渡定二御座候

尤泊 .)候著者宿ff飛貿之内差引可致定

但当村内出火等有之侯節/､不限何時二早 御々蔵元迄馳熊 リ御米大切二相守可申市⑯

ここには,まず明石掛こ飛掛貨を規定し,午後四時以降は倍額としている｡そして,もし,阿斑崎

新田の蔵元の附近に出火した場合は,哲多郡村々から御阻米大切であるから,米を守るために出て

来いと要求しているのであるo

ここでは,主に玉嶋港における浜入用を具体的に見て行くことにする｡襲3-3-3@戸;天保 9

年戊の廻米における玉蛤港での浜入用である｡浜庄屋九兵衛は/｣崎 星に宿を把き,蔵元 ･小便 ･廻

船 ･倉薮代官所御出役らを相手に片鴫庄屋小盃伽と廻米の玉岨Sriみ出しのために奔走したのである｡

表3-3-3のままではわかりにくいので,各々にA直接廻米入用,B役人肺い,C飛蜘tf,D九

兵衛入用,E雑兜と揮BuL表にしたのが表 3-3-4であるo掴米に関する埋用が76%を占めて

いるとはいえ,役人賄い ･飛相田 ･浜EE崖九兵術入用も捨てi丘きがたい額となっているoそして表

3-3-3の最後に明らかなように哲多郡井領村 十々ケ村の廻米笛に応 じて,1石に付銀 1匁9分

3リ4毛5宛割賦することになり,とすれば衷3-3-1を参照して表3-3-5にすると,玉略

港からの津出しの時点において以上のように管用がかかったことになる.すなわち当初の御姻米入

用のうち約43.5%が玉岨港入用として使われたわけであるo

未3-3-3 大坂納御廻米玉嶋浜入用 (天保9成)

入 用 ㈲ 右 入 用 内 訳 種別

-.#-.礼 5.459(司 蔵敷貿米 米 1石ニ付 7合 5勺宛 直段 127匁かへ之摂 リ AA
代693.29

145.57 御廻米蔵出 中札込米吉m船方迄帯出船積印付ケとも

-.同 159.01 蔵元浜j;玉鴫沖元船迄板取迎原 1806俵 3斗 6升 6合 A
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入 用 伽) 右 入 用 内 訳 種 別

-.同 15_00 御様俵一切仕立石同断二つ割 (7.5) A

-.同 3.10 同 上 (1.55) A

-.同 1.83 御様箱相仕立御重なわ代右同断二つ剖 (0.915) A

-.同 4.00 船足御見分船賃右同断二つ削 (2.00) A

-.同 16.60 船足御見分船中酒肴代右同断二つ割 (8.30) B

-.同 22..00 御廻米船人幹ニ付玉噴石飛脚2人貸銀 (ll.00) C

-.同 5.00 右飛掛2人泊り C

-.同 15.80 右空船人津ニ付御役所{飛付貸井倉村柳右衛門渡 C

-.同 2.00 井倉村52人飛蜘泊り転科 C

-.同 80.00 玉嶋湊御出役様御上下江泊分右之内 20日浅口郡江引討残 B
60日之処哲多郡引受之胡 り大臣臣渡 (60.00)

-.同 35.00 右御出役様大佐星御泊り中酒肴代右之内半方蔵元彦四郎引 B
諦可申 (17.5)

-.同 2.25 御出役様人足玉鴫S倉敷まで坪大臣屋渡 8

-.銀-.礼 29,58此礼 欠米運賃嶋屍EÊ 渡 AD30.475.00 小崎屋弥三郎茶代

-.礼 6.00 小崎屋屋内下男女三人分迫ス E

一.礼 67.40 玉鴫御出役足立横江希代 B

-.礼 10,00 右足立様小もの江 A

-.礼 24.90 御廻米県リ森本横江軌メ B

-.同 12.00 瀬取之節蔵元 ノ浜占取船項入迄上集相付候 18人分 A

-.同 6.00 蔵元江薬子料 E

-.同 4.00 12月並3日ろ19日玉鴨L店数迄2度飛脚賃- C

-.同 22.30 12月22日23日両度酒代 D

-.同 7.00 大佐屋江希代 E.

-.同 5.00 江戸廻米浜入用小壷郎渡 A

-.同 38.50 12月13日424日まで九兵衛小崎星泊科 D

-.同Alコ残 銀 10.001469.52内31.50 酒代走者御様-切創片鴫小並飾引荊 D

30.00 是老御出役様御泊之内小笠郎引詣

1408.02 米 727石8斗6升6含ニ割合,但米1石ニ付
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表 3-3-4

A ㈲ B 鍵) C 仮) D ㈲ E ㈲
693.29 16,60 22.00 5.00 6.00

145.57 60.00 5.00 22.30 6.00

159.01 17.50 15.80 38.50 7.00

22.00 6■7,40 2.00 10.00

7.501.550.9152ー0029.5812.005.00 10.0024.90 4.00

1078.415 196.4 48.8 75.8 19,00

表3-3-5 闇米納入用における玉島港入用の割合

村 闇 米 (司 A 御廻米入用㈲ B玉眼浜入用 ㈲ A/A 幽

老 栄 村 42.176 187.59 81.59 43.5

井倉村大風 27.473 122.19 53.15 43.5

井倉村小組 12.962 57.65 25.07 43.5

成 松 村 15.444 68.69 29.88 43,5

花 木 村 95.293 423,85 184.34 43.5

井 村 237.330 1055.63 459.ll 43.5

下大野部村 73.124 325.25 141.46 43.5

大 竹 村 70.814 314.97 136.99 43.5

蚊 家 村 74.815 332.77 147.73 44.4

田 淵 村 41.960 186.62 81.17 43.5

次に玉船宿を出港した魁船 (遅くとも十二月二四日までには出港 したと思われる｡)について見

て行くo幕領の勉米の場合,その廻船は廻船御用達がこれを用悪し,その控用も幕府が持つのが通

例である｡そしてその廻船には幕府の年貢米であることを表示するため,朱の丸の故を立てていた｡

この廻船には年貢納入書の代表 として,船中一切のil.王任者 となる上乗と,水揚げされた米を御蔵-

納める安住者である納庄屋の2名が乗｡込むのが通例であるが･㊥ 哲多郡の資料では納庄屋は花木

村利作が当っているが,上乗の記掛 ま見 られない｡玉嶋港を出港した廻船は.翌年正月十日以前に
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は大坂難波に着き,御廻米は正月十日に水均されるOこれは以下の資料によって明らかであるが,

そうすると,玉嶋から約17日かかって大坂へ入辞したことになる｡

亥正月十日水損 .

-.米八百九拾五百八斗五升

内八百七拾四石 本途

弐拾壱石八斗五升 欠米

比俵弐千弐百三拾九俵弐斗五升

但四斗入⑯

以上が水揚げの記録であるが,当時幕僚班紫の俵はまちまちであったが.哲多郡の場合は四斗俵

であったことがわかる｡この時の廻米の詳細は表 3-3-6のとおりである｡

表 3-3~6 正月十日水場御郡 毎

哲多郡大坂御廻米 拓) 浅口郡大坂御廻米 ㈲ 上しlコ

本 米 705.138 168.862 874.0

欠 米 17.6284 4.2216 21.85

∠ゝロ 722.7664 173.0836 895.85

そして上記の米は麟しい吟味を受け.内拝をされて下記の如く御蔵納になる｡

粁 盲弐拾壱依 正月十九日 難波弐拾三番御蔵納

此米四百四拾八石四斗 但四斗入

米千七拾三俵壱斗 正月廿一日 同所同御戒同断

此米四百弐拾壱石七斗八升九合 但御解し合切二付三斗九斗三台入

都合弐千百九拾四俵壱斗

此百八百七捨石壱斗八升九合

本途差引三石八斗壱升菅合 納不足(23

正月十日に前里せられた895石8斗5升の米が厳しい吟味によって25石6斗6升1合も減 じ

られて,その上四石弱の納不足となっているのである｡いかに御蔵納の殿の吟味が厳しかったのは

この事実よりはっきりするであろう｡

次に大坂での諸入用について見て行こうo大坂での成約の際の諸入用は,表3-3-7のとおり

である｡大坂では下記の諸入用の他に先きにあった納不足米三石八斗壱升香合を大坂で買調え,納

入しなければならなかった｡この代銀が,四盲六拾八匁八分五度で1石二付 122匁5分で買って

いる｡これに衷3-3-7の683.91匁を加えるとlrI152匁7分6度となる｡しかしこれに

揺,純正足利作の大坂での滞在発や大坂 ･哲多間の往復題男等が加算されるから,まだこれよりも

村々の負担が増加する可能性は存在するのである｡結局大坂において納不足米三石八斗壱升香合を

二月朔日に納了した時点で,天保九年の姐米は終了するのであるo㊨

-129-



表3-3-7 大坂納入用㊧

入用高槻 名 目

-.銀〟′′′′〟′′′′〟〟〟′′′′′′ 101.86 中持井貸御蔵入人足賃

88.96 諸手伝人足賃

101.19 乱俵肩し人足nT'

33.25 摺縄 125抱代

14.25 御蔵出入人足賃

37.02 裸出携行拝遠持人足賃

37.02 御蔵入井遠持人足貿

44.ll36.79170.00 挟出挟付拝遠持人足貸′′臨時人足貸

9.00 引取手伝人足貿

6.56 上納 重代

12.00 輩 紙 重科

以上老栄村を始めとする哲多郡#領十ケ村の年貢米姐経路を,時間経過に沿って見てきたわけで

あるが,出民の生産物地代としての年頁が,掛こ額主 (幕府)によって収奪されるばかりでなく,

廻米という輸送過程において商業資本等により厳しい収奪を受けることは見てきた通りである.-a

領村々が私領よりも｢駿に免率が低かったのも.上記の如き事情が考慮されてのことに他ならないO

注

① 花木村沖田家文書 ｢御用留｣

② ①に同じ

③ ①に同じ

④ ①に同じ

⑤ 花木村沖田家文書 ｢御用留｣より天保十四年 ｢覚｣

⑥ ｢近世河川交通における船舶削･番船削｣藤沢晋 本学部研究袋韓 (1955)75貞

⑦ ㊥ こ同じ

⑧ ｢地方凡例録｣大石供三郎校訂下巻25頁

⑨ ① こ同じ

⑩ ①に同じ

⑪ ｢久世町史｣309頁

㊥ ①に同じ

⑩ ①に同じ
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⑭ ① こ同じ

㊨ ⑳ こ同 じ

⑯ (丑に同じ

㊨ ｢近世Ln民生活史｣児玉幸多著 83頁

㊥ 花木村沖田家文8

｢高山又蔵御代官所備中国去成御年貢米大坂難波御戒納藩入用帳｣

⑯

⑳

㊧

㊧

じ

じ

‥し

同

同

同

伽

釦

伽

花木村沖田家文辞

｢高山又蔵様御代官所備中国去成御年安納不足代納成和泉米大坂難波御蔵納諸入用帳｣

(松本 一郎)
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4 幕藩制後期における農民階層構成

まず,-般に後進地域におけるLln民階層について翰 じておくことにする｡JEt民経済が未発達であ

るにもかかわらず,言 うなれば他律的に,商品経～削こまきこまれる場合には,一部の上層段民は村

役人としての特権にもとづいて,商品販売者となり,さらにそれを出発点として雇傭労働を使用す

る大規模な工 ･商業経…削こも発展しうるのであるが,その反面その他の大多数の段民はその収入な

らびに支出において,貨幣経済に深くまきこまれながらも余剰を生み出すことができず,せいぜい

単純再生産をなしうるにすぎない状値におかれるoTごから,このような一般の規民経営にあっては

富裕化し経営を拡大する可能性はほとんどないばかりではなく,自給掃済的状況の下で単純再生産

をくりかえしている場合のような安定性もなく,貨幣経済にまきこまれている1ごけにかえって不安

定な状態におかれる｡すなわち,凶作 ･家族労働力の減少 ･出産物価の下落･肥料孜の拓膿等の悪

条件によって,再生産に必要な生活 ･生産手段の購入や年貢納入の資金が十分に得 られない場合,

それを契機に没落する危険性をもっているのである｡再生産をつづけようとすれば,必要とする貨幣

を借り入れなければならない.そのようなとき,まず家族の一員を質券奉公人や長年季奉公人として

放出するが,それについで土地の閏入れによって借金を調達することになる｡その結果,田駁工の

手に質地の占有が移る場合と,'B地の占有はもとのまま質置壬の手に残る場合とがあるが,いずれ

にしても借金の金利として一定栂の金穀が田だ主から田取重に年 支々払われるか,元利が倍還され

たりするのである｡ これが金利の支払いであることは,前者の'hl地占有権が移行する助合には明僚

であるが.後者のfil地占有権の移行しない場合には,いわゆるlrT-小作としてその小作料 であるかの
ように思われる｡しかし,このような形で成立する貸地小作関係は質地の掛 ナ戻しの可能性が残っ

ているかぎりは,土地所有権の移転した上での本来の土地の貸借-小作幽係ではなくて,金敷の貸

借関係が基本であり,しよがってJE取主の受け取るものは本質的に小作料ではなくて金利である｡

それは 憎 幣欲求者の支払能力または抵抗能力以外には全くなんらの制限 も知 らない｣(Qや利貸付
であり,それゆえそれが存在しうるための条件は ｢話生種物の少くとも一雄分がすでに商品に転化

していること,および商品取引と同時に貨幣がその相違なる諸機能において発展していること｣

にすぎないOしたがって,このような質地関係は,近世初期以来土地の質入れが法令上認められて

いるように,すでに17世紀において広く展開したのであるが,しかしつぎに述べるようにそれが

質流れによる土地所有の移軌を結果しつつ盛んに行なわれるようになるのは,法令上流質が公認さ

れざるをえなくなったことに反映しているように,やはり17世紀末から18世紀初頭以降のこと

であろうo◎
質地関係は,いうまでもなく本来粥け戻しすることを前提として発生するが (そうでなければ永

代亮EIとなるはずである),入質せざるをえないような盟民が借食を返済して碕け戻すことは困難

なことが多く,そのため長期にわたって質地関係がつづくことになるが,結rl;-1多くのJlyl,合には流買

して土地所有権がfifFl取主-移行する｡そうなれば事実上の売flの成立であって,その後,もとの質

罷j=に対する恵小作であろうと(他の堤民に対する別小作であればなおさら)土地のif借鵬係に転

化し,小作料が授受されることになる｡ こうして小作料としてであればいうまでもなく,ききのよ

うに金利としてであってもLTi民がそれを恒常的に支払いうるためには,没民の必要労馳部分以上の
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剰余が良民の手になければならないであろう｡そうでなければ,再生産は不可能になるからである｡

しかしながら,他面から考えると,そのような剰余が成立しているほどであれは,農民は借金の必

要はなくおよそ質地的係は発生しないはずである｡この矛盾した鞠係は,つぎのように考えるべき

であろうOすなわち,一旦段民に萌芽的利潤が一般的に形成きれていたのが,質地地主-高利貸資

本によって収専されるのではなくて,LB民の ｢支払能力 ･抵抗能力｣のみを限界とする碍利貸的収

噂のもとにおいて,一万ではそのた桝こたえず再生産が破壊される危険性をはらみながら,実掛 こ

荒廃(潰地 ･恐百姓 )の生じることは多いのであるが,他方で平地関係が恒頂的 ･継続的に成立す
るとすれば,それは徐々に形成きれていく萌芽的利潤部分をなしくずLに収番しつくしてゆく,す

なわち質地地主の事にのみ ｢萌芽的利潤｣が成立する結果であると理解しなければli･らないだろうo

このようななしくずL的収準の一つの具体的なあらわれと考えられるのは,しばしば史料上に見出

されるところの低年貢地の地主-の袋中であl),その極秘な場合は商抜亮田 .析約で3)ろうO

質地関係はまず剰余の生じうる艦年石地においてはじめて成立しうるが,その反面高年貴地を残

された出民にとっては,それは限界以上の収帝 ･圧迫となるOこうして.質地鮒係の永続 ･顕定は,

農民の努力による生産力の徐々73発展やE!間副長 ･出襟等の禰掛 こよる農民経済の環小隈での再生

産を基礎にして実現しうることになり,それができないときには荒廃となる｡それゆえに,この戯

民経済を位大限に圧迫しつつ進行する過樫においては,欠落 ･耕地の荒廃 ･小作料の不納 ･質地出

入がたえず3)らわれ,田地地主の支配を不安定にさせることになるのである.しかし,このような

経過によってであれ,とにかく一般的に土地に剰余が成立するまでになると,そこに普通小作関係

も展開しうるにいたるのである｡

また,このようにして成立する質地地主は多くの場合はじめから地主として生成するのであって,

現実にはほとんどが地方的流通の拠点となっている町協の商人であるか,または必ず商人的機能を

もつ在村の上層出民である｡したがって野地地主は村ごとに存在するのではなくて,数ケ村ないし

数十ケ村にわたって一人の地王が大規模に土地を脇田することが通借である｡これらの諸特徴は,

ここで改めて例をあげるまでもなく,枚挙にいとまfLいほど全国にあまねく存在している質地地主

に例外なく共適しているところである｡

了 :≡.-_二 ‥ :-=_1:-'二.:=~:-;} _I-;二 二∴ 三二 ∴ ~∴ ∴ -∴ 三 7

〔衷3-4-1〕で,有末朋における老栄村の階層構成を示してみたが, ここで ｢村内｣という

のは老栄村の者で宅栄村の中に田畑を所持していることをあらわし,｢入作｣というのは老栄村以
外の者が老常村の中に田畑を所持していることをあらわしているのである｡この糞からわかること

は,｢村内｣では10石未満の戸数は,｢村内｣全休の戸数の88%,つまり9割近くを占めてお
り,10石以上の戸数は1割樫しかみられないということである.一般に,人弛みの生活を営むこ

とができるのは,10石以上の宿将の者であるといわれているが,この老栄村ではその10石以上

の宿特が1割程しか存在していないのであるから,良民たらのくらしは決して裕福であったとは言

い難い.言うなれば,良民階層はこの時月別こは熟型的な貧騎分解をとげていたということに/iるの

である｡
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老 栄 村 階 層 構 成

表 3-4-1

石 数拓)(以上)(未満) 戸 数 (葬) 割 合 (i)村 内 入 作 計 村 内 入 作 計

10- 5 2 7 ll.9 6_3 9.5

5-10 9 5 14 21.4 15,6 18,9

3- 5 8 7 15 19.0 21.9 20.3

1- 3 14 9 23 33.3 28.2 31.1

0- 1 6 9 15 14ー3 28.2 20.3

宿 13.7929 40.8824

(注) ･新見家文書 ｢老栄村辰御免割小鮒帳｣ (慶応4)より作成Q
･寺社領の合計 2,6391石

また,特に目をひくのは最高高持のところで,｢村内｣では療治郎の13石7斗9升 2合 9勺で
あるのに対して,｢入作｣では芳三郎の40石 8斗 8升 2台 4勺となっていることである.実は.

この秀三郎というのは矢戸村の人であり①それにもかかわらずにこの老栄村にも40石程の田畑を
所持していたのである｡矢戸村の史料があればいいのであるが,残念ながら史料がないので断定す

ることはできないが,先にも述べたように ｢質地地主は村ごとに存在するのではなくて,数力村な

いし数十力村にわたって一人の地主が大規模に土地を珊 することが通常である｣と言えるから,

矢戸村の秀三郎もこの賃地地主として老栄村に大なる影響を与えていたことが想像きれるのである｡

次に〔表 3-4-2〕をみることにLJう｡

質 地 田 畑 品 等 表

品 等 上 々 上 中 下 下々々 山切計
EEleB)i 6 2 32 9 31 14 94

(注 ) ･新見家文'-a ｢EEl畑苗反別小前入違差引取鍋帳｣

(天保12年)より作成｡

･尾坂地は上畑とした｡

･史料中,EEl畑一箪ごと弟:定した｡

ー 134-



これは,実際に質地人 .質地詔戻しの対象になった田畑の品等について示したものであるが,対

象となったのは,中田 ･中畑以下の晶等の ものが大部分で3)ることがわかる｡このことはなぜ質地

人が行なわれるのかということを考えれば当然のことなどである｡つまり,年貢を納めることがで

きない出民が,そのrlj畑を質地入することによって,年黄皆済にあてるわけであるから,そのよう

に苦しんでいる良民の所持している田畑は,晶等の庇いものが多いので,必然的に質地入きれる田

畑も品等の低いものになるのである｡

参考までに,史料ではどのような記載がなされているのかを示しておくことにするo⑥

神田 繋威名七ヶ年切

- ド々田 九畝拾八歩 商人

誠 九斗六升 佐平

堂まえ 礼助6船人
一 中田 三畝廿歩 佑平へ入

蕗 六斗式升三舎三夕

家之上

- 下畑 式畝歩

布 壱斗七升六合八夕

伝十郎i戻ス

喜太郎

(6)
このように ｢七ヶ年ち獅盲人｣と畑限を制限しているものは明らかに質抽入を意味しているものであ

るし.また,期限を明記していないものもある｡｢伝十郎6戻ス 喜太郎｣ とあるのは,以前喜太
郎から伝十即へ平地入きれたものが,伝十88から喜太郎へ返 されたことを言っているのであるo

苗永元巾年

堂 ノ緑 ノ上

一 中郷 三畝拾歩

t.JT 三 斗三升三舎三夕

右酉年 i永々譲り汝ス

字こんや下

一 中畑 琶畝拾四歩

商 壱斗四升六合七夕

同所

一 上･K11 式拾歩

高 八升

同所

一 上･J用 捨八歩

応 七升式合

〆反別式畝廿式歩

高式斗九升八合七夕

右之協後 年々迄為 り渡し(7)

繋戟6人
佐蔀平

厄疎さ前人

与太郎江入

- j35-



こらのように ｢永々譲り渡ス｣ とか ｢後々年迄捜リ渡し｣と記職されていることから.田畑の質

地入というよりも,田畑の売買 も行なわれていたことが推軌できる｡

ところで-老栄村の ｢村内｣のf?k･有高持である澱助郎は史料㊥によると･伝十郎の博であること
がわかるので,伝十郎と斬治郎を一つにして考えてみると,伝十部は零細腿民に対して,天保 12

年の頃から質抽入を受けており,その件数 も数多 くみられる. このことから,村内における有力出

民は,ある程度の余裕ができてくれは剰余を蓄放しようとして,質地人を受けたりしていたことが

わかるOしかし,それでも13石程度の高持が椴布であることから,老栄村は階層偶成の分解がす

すんでいたとは言えないであろう｡村全体をみれば,かなりの雀厨分解ということになると思われ

る｡この原因として考えられることは,先にも述べたように,矢戸村の秀三郎の存在が大きかった

のではないかということである｡他村である老栄村に40石 もの土地を持っているのであるから,

秀三郎の全持高はどのくらいになるのかというと,それは相当なものであったであろう｡秀三郎の

もとへ,このあたりの村々の土地はかなり賂田していったに違いないO

また,階層分節がすすまなかった別の原閏として考えられるのは,生産性の向上がみられIi･かっ

たからかもしれないO適当な史料が残存していないので,はっきりしたことは言えないが,13石

盤度で最高の拓特となるのだから,村全体の生産性が高くなかったのだと思われるのである｡

最後に｡これまでのまとめをしておくことにする.18-19世紀における商品=貨幣経済の曲

村への卓透は,封建的小農民経営に分解作用を及ぼし,段村内部な次第に新しい階級関係をつくり

出した｡ このいわゆるg!民周分解の過程は,近世成立胤以来E3村内部に存在する諸種の身分的断層

やそれに起因する経済的不平等状態を歴史的前提として,それらと重なりつつ生起してくるので,

地方によt),また村によりきわめて複雑多様な形をとるOしかし,それにもかかわらず,その敏雄

多様な階層構成を貸いて,あきちかに商品-貨幣経済の発展に起因すると考えられる特徴的な階級

分解が生じてくるのを認めることかできたのである｡

農民経済が商品経済化するさいの条件のいかんによって,分解には二つの狸Jが生 じてくるのであ

る｡両者の基本的差掛 ま,｢萌芽的利潤｣の一般的形成の百瀬,すなわち具休的にいうなれば中位

以上の殿民層に一定の剰余が恒常的に成立しうるか否かということづ3)る｡それが成江する場合,

農村の繁栄があらわれ,その中からET農層の幅広い形成に象徴 されるブルジョア的分解がすべての

村落の内部で進展する｡ここでは生産力の高い水準が実現される｡これに対して.剰余の成立しな

い場合には,質地関係が広く展開し,やがてその中から町場や特定の村に出現する巨大な質地地主

と窮乏する一般E3民周との対立関係が形成される｡ ここでは生産力の発展は麻稀 される｡ この野地

地主制の本質は,商品経済にまきこまれて励迫する農民に対する高利賃的収等であると考えられる

が,このことは,ブルジョア的分解の進行過樫においてその前提条件が消滅して,中 .富曲層が解

体したのらに展開してくる地主制 も,結局質地地主制と同じ条件,つまり剰余の不成立 ･中農周の

非形成の実現によるわけであるから.その:･3:味において,地主 ･小作関係一般の本質を規定すると

いって もよいであろう｡そして,老栄村を中心に, ここでは考えてきたのであるが,他の矢戸村 ･

荻尾村の場合 も,矢戸村の秀三郎による団地拙宅制と言えるようなE3民の階層構成をなしていたこ

とが推測される｡
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症

① F資本論 j第3巻,第36馨より引用

⑧ (1)に同じ

① 甲斐国山梨部下井尻村依田家の土地卿 は,正徳 ･亭保期以後急激に増加しているo

(藤村潤一郎 ｢近世中畑における地主運営の実態｣(r史学雑誌J68廃4号,92
ページ)) 参照

④ 旧詫歳村とは,哲多郡老栄村 ･矢戸村 ･荻尾村が明治22年に合併して,商議村となっ

たのである｡

① 新見家文苔 ｢酉御租税勘定小前取立虹｣ (明治6年 ) 参相

また,老栄相は幕僚で,矢戸村 ･荻居村は私儀であるので,免は発憤の万が低いので,

矢戸村の秀三郎は,韓領である老栄村に土地を多く持 とうとしたとも考えられる｡

① 新見家文甥 ｢田畑宿反別小前人過去引取詞帳｣ (天保 12年 )

① (6)(こ同じ

① 新見家文研 ｢舛宗門御改帳控｣ (慶応 3年 )参府

(浜辺 繋行 )
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5 哲 多郡幕領 にお け る幕 末期軍事 夫役 負担

慶長8年 (1603)の江戸閲府以来,200余年にわたっての長期安定政権であった布津体制

社会も.諸々の矛盾を蕗里するなかで19世紀半ばの開国を迎え.淡夷運動の高揚による国内の混

乱で一気に#府崩壊へと向かっていくoそして更に二度にわたる長州出兵の失敗は.硲府権力の失

墜に拍車をかけることになった｡この内戦は,公 .私領の別,そして武士団と農民の別を問わずし

て多くの人民を巻きこんだ大規梯なものであり,我国に某日する維新前夜の国内の混乱ぶりを象徴す

るものといってよいであろう｡本稿では.こうした情勢下での#舘良民に課せられた負担の一端を

明らかにするべく-市来崩長州出兵の時願に注目し.盤民負担としての ｢軍事夫役人足｣および.

｢陣塵警衛｣の二つについて考察していきたい｡なお,対象となるのは老染付 (現阿哲郡哲多町老

栄)をはじめとする備中国哲多郡内の本領諸相である｡

(I) 哲多郡内の井領

等領は全国各地に散在し.17世紀末には400万石に達 したといわれる｡そのうち幕末期の備

中林領は37万 2000余石であり.哲多郡内の将領は10ケ村.6044.623
5石であったo①

そして.備中の幕領支配は倉倣代官所および.石州大森代官所の出張陣屋である備後上下代官所に

よったが,哲多郡は倉敷代官所の支配であった｡旧再議村のうちでは老架村 (箇3699447

石)がこの倉敷代官所酢 の綿 であ｡.哲多郡内の洋品 体の6%の郎 舶 した｡

蒔債の支配機鰍こ関する研究は私領 (諸藩)の研究に比べて依然遅れているといわざるをえない

状況にあるが,特末舶の備中幕街に朗しては郡中惣代制の果たす機能に注目して村新制の実感を明

らかにされた久留鳥浩氏の薬故があ

｢代官｣と各村 ｢庄屋｣の間に,｢

韓

↓

代

↓

糾

府

官

惣代

図3-511

怠-..

それによれば,備中甫嶺においては図3-5-1のように

惣代｣という役収を介して,代官-郡中惣代-庄犀という

より強闇な上芯下運の支配機構が整えられていたようである｡

郡中惣代とは.郡中入用その他の-郡内の猫額村々全体に朗する事務を司る

ものである｡そして.各村庄崖が一年間を任期として交代で就任しており.

身分的特権がないのが特徴である｡

(2) 長州出兵と軍事夫役

打) 長州出兵

軍事夫役負担をもたらす原因となった長州出兵について概観しておきたい｡

これは.尊王故夷の先端をはしる長州藩の動向に対して.相銀体制存続を図

らんがために.帝府が出兵を試み轄果的には失敗に終わった幕府一長州間の

内職である｡表3-5-1のように,間に休戦をはさみながらも,元治1年

(1864)7月からの第一次,そして翌唐応 1年 (1865)5月からの

第二次の二度にわたった長期戦であった｡

この両度の出兵に際して.中国筋蒔領は長州に位置的に近いこともあって,物資その他の諸動員

に果たした役割は大きかった｡
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表 3 -5- 1 長州出兵の概要

概 要

文久3(1863)

元治 1(1864)

慶応1(1865)

慶応2(1866)

慶応3(1867)

8.18 八月十八日の政変 (長州漕.京都での地位失墜)

池田塵砺件 (長州簿士殺脇さる)

始御門の変 (長州軍,皇居へ発砲｡長州出兵の発端)

長州追討の朝命 (-第 1次長州出兵)

長州藩.尊府恭噸表意

撤兵令 (-休職)

～ 長州僧の打席論強まる～

新 碇簡捷制にO

将軍家茂江戸出発 (-第2次長州出兵)

備中有償の郡中縫代倉敷召典(板米その他物資調運 ･

下役動且惑連)

長征の勅許

老中板倉防静,天領からの夫役人足徴用令 (村苗1000
石に付5人.夫人25人に付宰領1人)発布

甥陽.哲多.阿甥,美作三部より夫役人足46人 (内
宰領2人)出立

都字,浅口より夫役人足25人 (内宰領1人)出立

合劇陳動 (第2奇兵隊脱徒による台数代官所親筆)
幕府軍と長州零との交戦始まる (広島が主)

将軍家茂死去

長州出兵を中止

蒔畢轍退

解兵令

(荏)久留鳥捨r長州職争と備中の苛儲｣(r史学雑誌｣90-9),中公文輝r日本の歴史19Jl
より作成｡

この時.備中の帝領に対して課された要求は.

① 広島 ･松山方面での謁'f府諸役人の食料,飼札 燃料の確保

① 諸物ffの輸送や職場での焚出をするための夫役人足,及びそれを指揮 L監督する手代下役の

派退

であっ

体的に

(ロ1
鼠

常府軍の出征を底辺において支えた轍 島民のこれら課役負担の諸酔情について以下具

していくことにする｡

轟 いて

前記①の物資謂遵課役に関しては.若紫村をはじめとする哲多郡辞儀における詳細を示す史料が

ないので.一例として軍馬の飼･'Plとされた ｢株｣の供出についてみると.衷3-512のように缶

戯代官所管下では 石高28石 につき株1耳目が割りあてられているoこの決定に際しては前述の

郡中総代の合議を経て,各郡 ｢高割り｣になっている点が注目すべきであるOこの基準をそのまま

代用して郡内井領の負担すべき供出株高を仮に出してみるなら.老栄村 (高369,9447石)

の場合は.哲多郡全体の2140打目のうちL32好日を負担していたことになるが,その後の小

前に対しての細かい割賦については史料上の制約により明らかでない｡同じ串原であり老栄村の隣
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村である花木村 (現哲多町花木)の場合は.慶応3年 (1867)に ｢珠代金御下渡 し之分可受取

侯分｣としての下渡し (金紙は不明)があったことからも株供出が滞なく行われていたことは窺い

-,:.:t･:

蓑3-5-2 倉敷代官所管下の負担林立 ･手代下役数

郡 名 (A) (B) (C) (D) (E)
郡内#領石高各部負担林立 各郡供出下役人数 A/ B A/ C

哲 多 (石) (賢) (人)(1貫目当り石店)(1人当り石蕗)6045 2140 1 2.8 6045

窪 畳 6371 2260 2 2.8 3186

浅 口 7856 2780 2 2,8 3928

都 字 11083 3930 3 2_8 3694

賀 限 5038 1780 1 2.8 5038

阿 智 10279 3640 3 2.8 3426

作州≡郡 9785 3470 2 2.8 4893

注)久留包括 ｢長州戦争と備中の帝飯｣ (史学雑誌90-9)P9より転載接正

また,井凸村 (現新見市井合)の場合.｢合淑菱林手本差送りff=｣として83匁かかっていること

から,これらの称が含敬へ運ばれたこともわかる｡

(う 軍事未墾榔 ついて

濯領に殊せられたもうひとつの負担.すなわち前記①の夫役人足負担について.第二次長州出兵

を例としてみることにする｡

｢前掲表3-5-1の如く,第二次長州出兵の準備が進むなか.慶応 1年 (1865)9月に長征

の勅許を得た稽府は同年 11月.全国の港額に対して夫役人足徴用令を発する.私鯖から請負人足

を屈うと｢不容易｣の事態の生ずる恐れがあるとしてそれを掛ナ,｢御料所之もの二俣得は.御観
念も無之御安心之醇｣という#府側の論理で帝簡裁民の徴用となったわけである｡ ｣

前述のように各私 ら徴用された人足は ｢夫臥 足｣と.それを管射 る ｢手ftT役｣とである.

まず ｢手代下役Jについてみると.前掲蓑3-5-2のように各郡から数名の下役が出されており

哲多郡からは1名であったO第二次出兵に際して実際にこの任にあたったのは哲多郡では蚊家相

(現哲多町蚊家)の庄星孝一郎であったOなお,｢長州｣出兵といっても主軟軌ま芸州広島であっ
たため.勤務地は芸州であった｡いま.芸州への夫人足及び後述の缶叡警衛に際 しての諸入用の立

用 (-立替)の詳細を村別に記した ｢芸州下役夫人足合赦猟師警衛辞入用取鍋仕出割蹴板｣ (慶応

2年.以下 ｢W.入用帳｣と略す)によれば,孝一郎は3月24日から港軍が撤退するころの9月28

日までの182日間下役として働き.その間 1日につき金2分2朱,計113両3分に及ぶ経祭が

かかったことになっている｡

次に ｢夫役人足｣についてみてみたい.哲多郡内幕領では実際にはどれほどの人足が徴用された

のであろうかo慶応1年 11月の夫役動員令は ｢高100石二付 5人⊥の割合で人足を要求してい

∴ ≡-i:i:遠 =,I:-_':;iI-I_宝 二たoこの奄準をあてはめると表 3-5-3の
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2人という計算になる｡

｢諸入用帳｣には例えば成松村 の場合

一､五月十八 日去九月廿二 日迄

百弐拾七人 rJW

比ちん弐拾三両三分壱朱

足/､芸州夫人足壱 日三栄立

のように ｢芸州夫人足｣ と明記されているので.同 じように して各村別にこれ らの詳細 を哲きあげ

たのが鼓 3-5-4である｡そ して表 3-5-4をもとに して各村から実殿に出された夫役人足数

衰3-5-3

(A)村 応 (B) (C)
(石) (人) (人)

蚊 家 相 930.1074 5 (17)

井 倉 村 283.4167 1 1

井 村 1353.8197 7 ll

老 架 村 369.9447 2 2

成 松 村 162.8153 1 1

花 木 村 624,3319 3 6

田 淵 村 731.6813 4 5

大 竹 村 687,1281 3 6

下 大 野 部 村 421.809 2 4

大 野 村 479.5694 2 4

計 6044.6235 30 40

(注)(A)-rlE]高 1日領収調帳｣によるO
(B)～-夫役動El令(慶応 1年11月)での蛋求人数
(C)･-第 2次長州出兵で出した夫役人足戟

r芸洲下役夫人足倉敷猟師瞥再話人用取謂仕出

割賦帳J(新見家文番 慶応 2年) によるO

を表 3-5-3の (C)に示

した｡鼓3-5-3をみる限

りでは一見.哲多郡内の全港

領に関 しては要求敬 (30人)

よりも多い40人の人足が徴

用されているようである｡た

だ,注意 しなくてはならない

のは,必ず しも1人の人足が

原後まで終始勤続するとは限

らず .むしろ後述のように途

中で交代するのが一般である

ので (C)の教は延べ人数と

して把塵すべきである｡その

なかで,井倉村 .成松村 .そ

して老柴村は当初の要求の周

りに夫役供出がなされている｡

いずれに しても,希府の当初

の要求は符徹されているとい

える｡

では次に,夫役人足の勤務 ･交代の状況をみてみよう.哲多郡内の将領十ケ村に関 して 表 3-5

-4に示 した ｢芸州夫人足｣の勤務期間をみると.各村ともに勤務が途絶えることのないように交

代制をとっていることが競われる｡井村 .下大野部村などはそれが顕著に垂れている｡更に.交代

の時機に注 目してみると.慶応 2年 5月 18-20Elと8月 20日における人夫交代が各村に共通

してみられることがわかるO このことは各村･tが日付の都合次第で次の交代人夫をば らば らに送っ

ていたのではなく,哲多郡内の滞蘭村 々が同時に交代を行ったことを示 し,この ｢芸州夫人足｣の

供出が郡中総代の職能により郡単位の強い結束のもとで行われていたことが指摘できる0
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表3-5-4 哲多郡幕領村々芸州行夫人足出勤表
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(庄) ･新見家文か｢芸州行夫人足台盤警衛諮入用取調仕出割堺帳｣ (慶応2)より作成.
･数字は日付を示す｡
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また.最初の勤務は窪監郡などと同様に資応 1年 11月の夫役動員令よりも遅れて,3ケ月を経過

した慶応 2年 2月になってからであ免 ｡そして釣棚 間については,凱 回の交代が 5月 20日,

第2回の交代が8月20日というように,ほぼ 3ケ月間隔で交代人夫が送 られたようである｡ 5月

末になって一熱こ夫役人足が増加 しているのは.JSP)から前掲表5-3-1の如く,6月からの長

一幕間の実際の戦矧用始と同時細であり,急速な神事増加によったものであろう.なかには田淵村

鶴蔵のように6月 18日-7月16日の間 ｢長防御進発二付芸州下役｣ として臨時に徴用されたと

思われる例もある｡

それでは.こうした軍事夫役人足に動員されたのはいったいどういう農民であったろうか,老栄

村の場合を例にとってみよう｡

表3-5-5 老染付階層構成

(以上)(未満) (戸) (一%)

10-- 9 15.3

5-- 10 ll 18.6

3-- 5 15 25.4

1-- 3 20 33,9

0--1 4 6.9

計 59 100.1

(注) .新見家文昏｢卯宗門御改帳控｣(慶応 3)
より作成｡
･堤高爵持 14.3919(利宙蔵)
･入作は含まない｡

老栄村は表 3-5-5Jゐ階層構成 (慶応3

年)にみられる通 り.最高高持でさえ14石

にすぎず,トー3石屑が位も多く.10石未

満が全体の85%を占めるという.山村にあ

りがちなr#細虎の多い村 といえる｡入作は.

92.2025石 (村全体の25%)であり.

それを含めると矢戸村秀三郎の45,1118

石が最高となる｡ このことから考えると.こ

の階層構成は-村限 りのものでなく.周辺の

村をもあわせた地域的まとまりのなかで,罪

三郎のようにして小規模ながらも土地の集頓

を行うものがおり.その結果生 じてきた分解,

窮乏化であることが予想される｡また.老栄

村からの出作の状況はわからないが.入作が25%という実態の背魚には老栄村が免率の異なる私

領 (松山蘭)である失声.萩尾両村 と境を壕 していたことも考感する必要があろ う｡

さて,老架村から芸州夫人足となったのは表 3-514の通り佐兵衛 と吉五郎の2人であった｡

慶応 3年の宗門人別帳によれば,佐兵衛は51才で持高 6.5819石.妻と二人薪らしであった｡

一方,苦五郎に関しては老栄村宗門帳にも年貴取立帳にも名前が見られない｡ このことは彼が村外

の者であり.他の甫嶺からの屈入れの人足であるという可能性を残すが,詳細は明らかでない｡佐

兵衛は村内の階層構成のうえでは中以上に位湿づけちれてはいるものの.一般的にみると6石余と

いうのは依然零細であるといわざるをえず,しかも実際に佐兵衛が出勤すると妻が 1人残るという

媒族構成からみても,戯民の生活にとって負担の生食は決して軽くはなかったことが察せられる｡

ではこうした夫役人足はどのような規定によって決定さitたのであろうか｡同 じ備中の募債で上

下代官所管下の川上郡平川村では.この決定に際 して.名詔人814人が由貫地の字を明記 して4組
くじ

に分かれ,1組 (21人)の中で闇を引いて8人を藩出したようである｡同じようなことは美作津

山潜の軍事夫役徴発の倒きこもみられる.老栄村をは じめとする哲多部の櫛蘭に陶しては現存史料上

の制約もあって詳細はbqi､らか が.前述のように夫役交代が円滑に行われていることをみると.
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同様の規定があっていつでも出発できる周到な準柳 掘 っていたことは充分考えられる｡

今まで勤務を中心にみてきたが.これら｢夫役劫貞｣に伴う経矧 まいったいどうであったのか,

その円容をみていくことにしたい｡

G もそも棚 が加 引こ要RLた夫役人足はが 引こしてみれば相 ｡動駅 あ｡.余分な鯉 であ

るから.#府の命令とはいえ不満を示す可能性はあった｡ しかし,敵地においてはこうした雑用夫

人足こそ具足持ちやら焚き出し人足として重要なものであり,新 が槻 農民を ｢屈う｣という形

で夫役人足は散用された.前掲表3-5-4の出動朋間が示す通り.戯繋期と重松することから,

幕府は夫役期間中に点薬がおろそかになる分.｢耕作手代｣を雇い入れて留主中の耕作に充たらせ

ることができるように. ｢耕作手代屈賃｣として｢1ケ年金 20両｣としたO したがって1日につ

き0,056338両 (-銀5勾6分3厘3邑8)となるO新 は那 軌断鞄衣食に即 ても補助
する旨を約しており.夫的人足の櫛保に対する#府の執着と苦慮が窺われる

いま.前に箱介した ｢渚入用板｣をもとにして,老栄村からの正用の内訳

-6である｡

蓑 3-5-6 老栄村の軍事夫役詩経焚立用状況

したのが表 3-5

夫役出勤 日 人足枚数 名 前 f! 銭 内 容( 月/日 ) (役数) (両). (分) .(栄)

5/1B.-7/219/7,-10/174/18--4/204/12--4/185/18--6/15 634021 佐 兵 衛吉 五 郎狗7 人 19. 1. 2 芸州夫人足 1日金3宋正分(a)

22匁 7分 警術中ろふそく取かへ之分 (b)

125匁 郡中入用飛蜘10泊り代 (C)

5. 1_ 猟師美袋舌引取侯分(1日1分) (d)

lo草 右 人 足金 十 即金 十 郎 2. 2. 2 右猟師人足 (1日1分) (e)

218728 27, 1.28, 2.銀2仔236匁5分8リ此金25両永415文9分 御陣屋甘射 =コ 出勤屈合分(1日2朱)(竺詰 欝 堅 守 森吉菰(∫_)(ど.)
4/23--5/125/4--5/227月一一 20213832 弥 七 郎儀 作儀 作 村役人出勤日別 1日1分立分)脈 飯代- 塞 (h)(i )

4. 相律人相 日別(1日2朱増) (j)

71匁 9分 6り (意識姦悪雪鮎 ひろしまへ (k)

498.5 金 114両 55匁
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これによると.直接芸州夫役人足として出勤した佐兵衛と苦五郎の両名に対して1日 ｢金3宋｣を

立用している (a)Oこれが果たして実際に両名に対して ｢給費｣ として渡されたものであるかど

うかは検討の余地があるが.｢此ちん｣ として明記されていること,他村の記繊例も同様であるこ

と,道中諸入用は別途記職があること,などからこれが ｢給艮｣であった可能性はある.これを.

｢拾箆｣とすれば,上下代官所管下の辞儀である川上郡の場合と比べてみると.川上郡の夫役人足
は平常 ｢1日2宋｣で,戟場勤務の場合は ｢1日1宋増｣の3朱となってい

｢1朱増｣という!削まなく全て ｢金3朱｣であり.老栄村に限らず哲多郡内a

一方.老架村は,

十ケ村は全て1日

金 3朱で一定である｡あるいはこの ｢3丸 は ｢敬埼勤務｣をみこんでのものであったのかもしれ

ないが,断定はできない｡老架村の場合は他に71匁9分6度が芸州行宿泊料として立用されてい

る (k)0

(3) 台数 (浅尾)転勤と陣星警衛夫役

蒙3-5-6のなかで直接芸州行夫人足に関する野用は概ね以上のようであるが.幕蘭に課され

たもうひとつの重要な義務であった陣屋警衛に日を向けてみよう｡

潜頓にか ､ては.年貢上納はもちろんのこと幕儲全体で負担すべき惣用が郡中大割という形で各

郡に割現されてくるが.櫛屋佑復入用鋸をはじめとする陣屋運営上の経費もそのひとつであった｡

ぉ｡から第2次長州出兵が開始される直前の ｢慶応二年四月削 .周防岩城山屯典の奇兵隊フ熟
余大島郡地方に脱走し海緒備中連晶に上陸し四月十日払暁倉敷代官桜井久之助の留守宅を

るという串件が発生した｡世にいう倉敷 (浅尾)常勤であるOこの事件は滞領の中相であ

の卑撃という点で砕府万に大きなショックを与えた｡以前から陣屋甘衛は行われていたのであるが

この-TE件を奥樺にして従来にも増して厳 しい雷神を余儀なくされたQそれほとりもなおさす甫儲村

々の農民にとっては負担の増加に直結するものであった｡知らせを聞いた花木村庄星の手記には次

のように記してある｡すなわち. ｢齢 に 年細 月十三詔 夜倉敷御志んや大そうとう星か多焼失

同猟師一同倉敷表へ四月十八日出 (後喝)｣の如く.以後は各村から鞘師による緊急陣屋守衛が推

進強化されていくわけである｡

前掲鼓3-516によれば老栄村からに関しては.延べ218人役に相当する虚民 (雇合も含む)

が ｢御陣畳有徹｣として出勤しており (f).同時に陳血直後の4月12日から村役人金十即.蘇

七郎.儀作も急適役所出勤の必要に迫られたことが窺われる (h)0

∴ _う二 三∴ 二 二二r==:::-,f〒三言 二 _:::-i-::-i__:-_∵ ::H
延べ 300人役の猟師が警衛の任にあたっているが.各猟師の出勤には文治の表題にもあるように

順番が定まっていたようである｡例えば,e J府鳶.⑳忠次郎.6)多助がおそらく一組であり.㊤-

⑳-6--･㊤･-･.･といったJrR序での勤務が予樋でき.以後も必要とあらぽこの順で続くはずであった

と思われる｡又.①半歳と⑦伝十即のように1ケ月の欠勤をはさんで年に二度順番が梱ってくるこ

ともあったようである｡あるいは.何らかの蔀合で出動不可能になった場合は㊦多助や⑲利筒石南

門の (F)欄のように他村から猟師警衛夫役を足入れている場合も見うけられる0
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ただ,この場合に雇入れ先は田淵村にしても井台村にしても.相手が同じ幕蘭であり.#廟に課さ

れた負担の相互補助はあくまでも蒋領から,という様子がわかる｡また,別の史料によれば,両石

:-:_I:--__I._iE='51-T;_二 ;:I-∴ 二 =!:二 二 一~:-⑫
-門を雇入れるにあたって ｢当村猟師

50匁を手渡しており･,これが ｢2日

である｡

猟姉の警衛日数についてはま3-5-7の通 り.1回の出動につき15日前後で次と交代するの

が普通であったことがわかる (E)0

これら猟師野衛に携ったのがどういう盛民かみてみると,持高 (C)による規定はみられず,午

齢 (ち)をみても22才-74才に挙るまでパラパラである｡また,逆にこのバラつきは.成人男

子は老若を問わず夫役徴発の対象とされたということでもあり.盛民にとっては苦しいものであっ

たに遵いない.

次に.表3-5-6でこの陣屋甘衝に関しての必要摩費をみてみたい｡芸州夫人足の場合の1日

3朱とは異なり,世相夫役については 1日2朱 (日 で.猟師の場合はその倍の1日1分 (d.e)

そして村役人の陣屋出勤は 1日1分 (h)であり.この場合は軍に2朱増 (j)となっていたこと

がわかる.この他に道中の食費 (i)はもちろんのこと.杏術中のろうそく代のような雑費も立用

しなくてはならなかった (b)｡項に,芸州夫人足勤務の場合も共通 していえることであるが.請

連絡の飛脚貨の占める割合も小さくはなかったようである (C)0 (d,e)に関しての説明を若

干加えると.4月に起こった倉敷騒動が備前藩出陣などによって一応の桔膚をみたことで.陣屋守

衛も当初ほどの厳戒体制は必要なくなり.老発村はじめ哲多郡等儲十ケ村の猟師たちは美袋まで出

陣していたところを全月引取となったのであるC,捉菅はやはり1日につき1分であった｡

(4) まとめにかえて

最後に.以上見てきた諸経費の出所を明らかにして.挿未収の姓氏負担という観点で見直してみ

乾 o#村を含む哲多郡掛 ケ村にかかった r訓 TJ&夫人足座 よぴ ｢脚 WJ.=ともなう選

経掛 ま誰がどのようにして負担したqLTlあろうか9 衷3-516をはじめとしてみてきたように.

夫役勤務の道中焚用や飛脚乱 ろうそく代に至るまで.各村方で ｢立用｣ (臨時立替｣するのが通

常であった｡前の ｢諸入用帳｣には哲多郡僻亀全体の合計及びT丹昇に関して次の如く記されている.

惣合弐千三百六拾八両四拾六匁四分八 リ 冴六千四拾四石六斗弐升三食五勺

但シ高層百二付三捨九匁壱分八 リ三宅

すなわち,総計を哲多郡全市蘭の石筒で割った39183匁が1石当り負担額となって村割となっ

てくるわけである｡そこで,これをもとに各村の負担すべき額を示 したのがま3-518(A)で

ある｡ (B)は ｢諸入用帳｣に記された立用額であり.したがって (B)- (A)の値 (C)が将

罪すべき額ということになるO老鴬村の場合は30両 40匁5分3厘不足であるので. ｢正岡｣と
は別途に支出しなければならない｡ こうして過不足なく構許されるわけであるが,結局.譜縫針 ま

他でもない猫蘭越氏自身に訂掛りとなって降 りてくることに何ら変わりはないO

-1L17-



衷 3-5-8 哲多郡#領軍都夫役経焚表

村 高 b) 負 担 簡 (t頚 立 用 額 (O 差 引 (B-A)

蚊 家 (石) (瓶)■(匁) (柄)(匁) (両)(匁)57.00.21過

930.1074 364.44ー4 427.61.55

大 野 479.5694 187.90,97 181.74.03

田 淵 731.6813 286.69.47 275.ll.36 ll.58.ll不足

大 竹 687.1281 269,33.74 198.71.5 91.45.15不尽下 大 野 部 421.809 165.27.74 144.34.83

花 木 624.3319 244.63.2 284.70.57 40.07.37過

井 1353.8197 530.46.72 534,53,95 4.07.33過

老 栄 369.9447 144.95.53 114.55. 30.40.53不足

成 松 162.8153 63.79.59 87.36.82 23.57.23過

井 倉 283.4167 111.05.12 119.76.87 8.71,75過

(注)新見家文宙 r芸州下役夫人足倉敷甘衛詣入用助調仕出割賦帳 ｣ (慶応2)より作成｡

ここでも近世村瀬制村落の機能が生きつづけているとい うことが指摘できようO村入用や本年貢

に関する史料が乏しく.全銀納額に占めるこれら詩経丑の比重等を弟出できなかった点が今後の課

荷にとどまらず,経済的にも大きな負担であったことを指摘して不十分ながら考察を終わることに

する｡

く荘 >

① 木村鍵校訂r旧布旧領取調帳j

② 旧商議村は.松LLJ領の宍戸,荻尾両村 と錯簡の老栄村 とが明治22年合併 してできたもので,

現在は阿哲郡荷多町｡

㊥ 久留鳥括 ｢長州軌争と備中の尊敬｣(r史学雑誌』90-9所収),同 ｢備中の辞萌における
郡中惣代制について｣(｢岡山県史研究』3号所収)な ど｡
④ 前掲(3)｢長州戦争 と備中の幕儲｣p ･7

① 沖田家交番 r去寅御下金井+債村割夫銭立戻 し銀覚帳 ｣ (慶応 3)

① 前掲(4)論文P･17

① 前掲(4)論文P･19
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◎ 前掲(4)論文P･190 鍵屋郡は座応2年 1月 19日出発〇

⑨ 前掲 (4)論文P･33

⑲ 鍵本芳明 ｢席末畑の美作町 と美作改正一握｣ (岡山大学教育学部社会科教室内地域研究会 r美

作町の歴史と現在 ｣地域研究27所収)PI174

⑪ 前掲 (4)論文P･17

⑲ 前掲(4)論文P･37

⑱ 前掲(3)｢備中の#領に掛ナる郡中惣代制について｣PI61

⑮ 新見家文番

⑬ 新見家文盲Fr御進発御役所警衛入用J(慶応2)

⑳ 新見家文雌r諸入用立替小前取立差引覚似｣(慶応 3)

(吉久 季哉 )
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i ｢

第 4章 経 済 構 造

1 農 業

(日 土地利用の変遷

明治維新の後.封建制の名残りとして.地主と小作の関係が昭和 20年,すなわち戯地改革が断

行されるまで就いた｡哲多町域では此地はどのような変遷を歩んだのであろうかo昭和 30年まで

の事例は酋磯村を中心として考察する｡

葡蔵相の場合,明治時代は資料が不足している関係上,土地利用は明らかではない｡大正元年か

ら同5年までの米作状況は舘窟村会議決5Eの中には以下の様に示されている｡

袈 4- 1- 1 大正元年～ 5年までの作付反別 ･播蔵屋 ･反当収鑓

年 次 大正 元 年 2 年 3 年 4 年 5 年

作 付 反 別 (皮)877 879 882 882 883

柿 稚 丑 (石)99 123 98 76 67

(石- 10斗- 100升-約180∠)

して減少しつつある｡これは生 産性 の向上を意味する｡この理由として両親村会議決flfでは壕水

選が各鹿家に浸透し.苗代の改良の講習会が効を奏しT=ためと結論づけている｡また大正4年からは

多収穫共進会が開設され.位も経済的にして崩も多収を得る方法を研究した.とされている｡大正
うるら もら

元年から間 5年までの硬.櫛の収棲商は表 4- l- 2の様であるQ

表 4- 1- 2 樫 ･怖別皮当収穣高の推移 (大元年- 5年 )

年 次 梗 収 健 高 反 当 収 穫 高 併 収 倭 稀 反 当 収 樫 高

大正 (年) (石) (罪) (石) (升)71; 943 122 111 106

2 896 】16 106 99

3 1058 137 142 ー28

4 1111 1Ll6 169 -

5 1150 152 14ユ 111

上表を先の表 4- i- 1と比較してみると興味掛 ､｡盤 4- 1- 1で反当))槻 する丑が着実に

減少しているのに対し衰 4- 1- 2では逆に反当収種苗か増加している,という現象が見られるQ

生産性の向上が襲 4- 1- 1,4- 1- 2で立証されている｡

-H,同時朋のたばこの作付は表4-1-3の槙に蔑歳村会議決卦 こ記録されている0
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表 4- 11 3 -BS歳村のたばこの作付

年 次 耕 作 反 別 人 A. 員

大正 (午)1 (町) (人) (斗)3,2 24 1.492

2 5,4 46 3,146

3 7,4 60 4,∩25

4 6,8 60 3.424

(苗蔵相 )

去 4- 1- 3を米の作付面即

を示す衷 4- 1- 1と比較する

と.いくら蕗歳村がカルス ト台

地で煽草の滴作地であった と言

っても米には遥かに及ばない部

がわかる｡大正 3年の水田とた

ばこ畑の面槻比率は大体 12:1

になる｡

しかしこの比率ですぐさま水田の方が,M地よr)大きい- ･･とするのは早計である｡大正 15年

の前歳村会鵡決臼の地目の部には或 4- I-4の様に示されている｡

表 4- 11 4 1A歳村の地目 (大正 14年)

地 目 反 別

田 (皮)896

畑 1487

山 林 ユ8714

轟 4- 11 4で見る限 り,曲歳村は典型的な

吉備山原上の畑作地帯なのであるo地目として

は畑地が圧倒的に多い｡ ところが表 4- i- 3

で見る限りたばこ畑の比率はそれほど高くない｡

大正未聞たばこ作は低迷 していた,と貰 うから

他にたばこ.こんに ゃく,野菜など多様な作付

がなされていた叫が予想できる｡ また,変が今

日とは比較にならない位.作られていた和実は

無視できない｡水田の頚作として作られる椴合もあるので.一概に麦畑が多い.とする三郎まできな

いが.それでも麦の作付が米を上L=ulっている状態が糞 4- i- 5に示される｡

表 4- 】- 5 苑藤村の米麦作付包 (昭和 1年)

作付反別 収 穫 高 反当収硬麻

梗 米 (皮) (石) (令)740 897 1211

柘 米 156 141 903

大 変 873 895 1010

裸 麦 94 86 911

小 麦 236 174 90〔)

(｢葡掛 寸会議快刀 ｣より)

表 4- i- 5の数値から｢安は

水門の表作として作 られている｡｣

--あるいは ｢水EBとは別個に麦

畑が広がっている｡｣のどちらで

あるか瑚 し難い｡ この疑問を解

決するため,阿哲郡誌に見る哲多

町地域の土地利用の反別を表4-

1- 6に示す｡

表 41 11 6から考察すると意

外な事に二毛nll1の水出全体に対

する割合は低い｡菌歳村 を具体例として挙げると二毛作田と三毛作田の合計は水田全体の約 23%

にあたるO したがって.襲 4- i- 5に見 られる愛知のほとんどは水田の袈作ではなく.仙 伽こ作

られている. また.表 4- 1- 4の畑地の大半は麦畑で占められていた｡たばこは大正末-昭和枕

朋の商議村の畑地に掛 ､ては麦と比べて運蛮性を持たなかった｡ .･･･と結論づける碑ができようO

近年の虎用地面掛の推移は表 4- 1- 7に示される｡政敵 ま食管会計のため昭和 45年から50

年までに第一次減反政節の一環として岡山県には 2万 3400t (5840La相当)を割 り当てた
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が岡山F,r.a,-では転作,休耕の[現 JJなく10aあたり:1万 5千円の生産調整奨励金が交付された番から

目標を上r_r.]る3万 2245t (8153L-a)の減反 となっているQ

表 4- I- 6 哲多町域水F]反別利〔]状態 (大正 lUiF)

旧 町 村 名 一 毛 作 田 二 毛 作 田 三 毛 作 田 合 計
乾 田 波 田

新 砥 町 反 町 反 町 反 町 反 町 反
】33.6 109. 7 22, 4 266,7

前 歳 20,3 49, 2 17.2 3,∩ 87.0

本 郷 1 26,∩ 65ー 7 60.2 I 151, 9

表 4- i- 7によると如実にその払架が示され.昭和 45年から50年にかけて実に 61Laもの

水田が姿を消している｡

表 41 ]- 7 哲多町の離日別段用地折郡の推移 (騨位 ha)

区 分 田 那 採草放牧地 i合 計

普 通 畑 樋 園 地 牧 草 地 計

45 年 545 277 20 22 3ユ5 ユユ6 976

50 年 484 233 35 26 294 ユ17 895

54 年 483 208 25 34 267 ユ34 884

また,政凧 ま昭和 53年から第二次減反政解とも言える水Fl]利用再編対策をスタ-トさせ.岡山

掛 こは8250Laの割りあてとなったが表 4-1- 7ではそれか明らかにされておらず,昭和 50

年から5 4年にかけての水肘両石'Jはほとんど変化が見られない｡一方.普通畑は着実に減少を甜 ナ

牧草地.採草牧草地が増えているかがわかる｡畑山 の減少については後に述べるがたばこの衰退が

一因となっている様に思われる｡

ここで哲多町の営血餅輿について雷及しておく.これはあくまで現代の鹿家をモデル化したもの

であ6.全ての農家がこうであると断定するSはできないが大まかな地形,地質との閑適が推察で

きるoすなわち北部に至る取 水たりの両村が増 し.両部に至る&,畑が増す.といった傾向性が数

値化されている.また.哲多町全域で牛が-頭は必ず飼われている串になっているが.喪 4- 1-

8は昭和 5 5年時のモデルなので.牛の価格が下落した戯近では蛸情が異なっている様に思われるo

｢北部水田地帯｣というのが一番日本の頗車型にiE.い｡両部に至るほど畑作の多様化が進んでいる

群になる.｢南部南台地帯｣ というのは西成地区に相当し.中でもこの典型的なモデルは荻尾典鰐
に求められる｡この舘歳地区はカルス ト台地が広がるので表 4- i- 7の様に畑地はたばこ作に利

用されている｡
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表 41 1- 8 主な営凸類型

地帯区分 営凸類型 平均経営規模 作 目 構 成 平均(千円)虚業所得 農 家 数割合(潔)

北部水 水稲単作 水田 水稲 110a 932 25

肉用牛 肉用牛 (生産) 1頭 152

畑 計 飼料作物 20a 100田地帯 大豆 .小豆 .野菜 10と1 401,224

中 水稲勘合 水田 8Oa 水稲 6O a 508 15

肉用牛 1頭 肉用牛 (生産) 】頭 152

節 畑 30a計 飼料作物 20a 100

田価 大豆 10a麦 lOa小豆,野菜 108 454730

也併 しいたけ 10千本 250i.132

宿部 タバコ改合 肉用牛 l軸 肉用牛 (生産) 1額 152 16

畑 15Oaj 計 タバコ 】208飼料作物 208 650100

llJ⊥_ヽ 大豆.野栄 10a 25

(昭和 55年 ｢哲多町並点作物等振興計画斡｣より)

(2) 農業経営規模の推移

全国的な虚業経営規模の変化について見ると,虚家戸数全体は減少の傾向にあるなかで昭和 30

年代前半では 1La以上の丑家が,30年代後半では.1.5ん以上の超家が,さらに昭和 40年代に

はいると2La以上の戯家が.それぞれ増加 してお り,それに満たない耕地面郡 を有する鹿家は減少

を掛 ナているO 全国的に,虚業経営が近代化されていくなかにあって経営規模が拡大され,立地条

件に即応する機械化帝人や栽培方式の改杏等により,虚兼人口が他産業へと流出していく儲向に対

して労働の生産性を高めようとしてなされる努力がうかがえる｡

哲多町における経営規模の変化を表 4- 1-9.図4- I- 1で考療する｡ 絵出家戸数全体は減

少の傾向にあることは,はっきりと見てとれるが.そのなかで0 5Laから1.514の経営規模の凸家

数が特に減少 していることがゎかる｡一万 , 0,3La未満の出家と2_OLaの戯家数は.わずかではあ

るが増加 していることがわかるO西日本の出家での戸数増減の境界は一般に 0 5Laであるとされて
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いるが.哲多町の場合.はっきりとした境界を見ることは難 しいと思われる｡

表 4- 1- 9 経営規模別典家戸数の推移

区分年度総 虚 家戸 数 経 営 規 模
0.3一〃 0.3,～ 0.5-,- I.0-.､一 I,5～ 20Ja
未満 0.5 1.0 lー5 2.0 以上

昭和 35年 】128 144 199 530 209 37 9

40年 1063 133 ユ91 494 207 29 9

45年 1010 】29 172 461 ユ90 44 ユ4

(昭和 35･- 50蝕林業センサス)

昭和 3 5年

18.;'皇i巨≡≡ 42 ≒ ≡彰1て/Il 2

□ -o･3ha 口 013-0･5 日 o･5-1･0

図 1･0-1･5 [Bl･5-2･0 轟 2･Oha

図4-1-1 83菜経営規模の年次別割合

また.それぞれの経営蔑模別曲家教の総姓変声故に占める洞i,二㌢′を見ると,昭和 45年以降大きな

変化のあることがわかる｡つまり,経営を拡大していくか,あるいは縮小して難業化の方 向へ 移

行していると考えられる｡そのため.昭和 50年ごろには,総曲家数における03La未満の農家数

の占める割合が,約 20%近い全体の‡にまで+tSくな-ていると思われる0
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一戸あたりの耕地面倒をみても昭和 50年には,田畑併せて0.7血と.極めて零細な状況にflllか

れており,山間部の低生産性の農地は荒廃化の憤r6.1にあるといえよう0 03J,L未満の農家数の増加

にくらべて.214以上へと規模を拡大している曲家数の増加はわずかなものであり.土地生産性及

び労働牛虎性の低い哲多町においては,自立経･鼠鹿家の育成ならびに,経営近代化による農薬緯皆

の合理化は極めて困柾であり.今後も.再壮年令屑を中心として曲集労陶から塵外労働への移動や

不定朝出襟労務者の数の増加などにより.この伏掛 まなお強まるであろう｡

(3) 畜産と機械化

(1) 明治-昭和 30年までの畜産の互紬El

昭和 30年に本郷,韓歳.新低の三村が合併して哲多町 となるわけであるが,それまでの所産の

動向を.%歳'村を中心に考察する.

後に哲多町となる地域は近世から和牛飼育が盛んであった｡が,その飼育銃数は葬列少なかった

らしい｡本郷村史によると,｢ほとんど人力を主体に稼行した為か,あるいは農耕運搬に多少使役
するに止まったか.あるいはその両方｣の為ではないか.と分析されているO/貼桝の発達につれて

役牛の謁要は増加 したわけだが,牛iFEjの改良を試みる事とてなく,劣悪な牛を各人が飼っていた様

である.天保の頃から千旦村大円辰五郎が巨費を投 じて千畳市を創始し.広く販路を開拓 した為.

｢千畳年｣の名が世間に知られる様になった｡

明槍に入って年の稲要は増加 し.政府 としても種々の畜産奨励策を推 し進めた様である｡uJj精

20年野こは時の阿哲郡長は郡内有志と共に勧業会を組綴し.虚商務省から短角牛やテボン種の貸

下を得て,品種改良を企てた｡が.この時は失敗 したらしい｡

韓蔵相に於ては,明治初臥 牛の品種改良に意を用いたわけではなく. ｢車ラ,労役二使用スル

ヲ以テ主眼 トシ,生産育銭こ顧 ミル老少キ｣(｢茜歳村会議決T.jt｣より)といった状態であった｡
これに対して免歳村は明治 43年以来.牛の種付に対しては種付奨励金を交付 して畜産業の改艮発

運を助成 した｡その結果は ｢当業者,進 ノデ之ガ改良二刀ヲ用イルニ至り--｣と大正 6年の村会

議決跡 こは記されているOまた,国や掛 こ門上げられる光栄に浴する年も毎年数頭はいたらしく.

これをもって ｢成析虚モ良好クリ｣ との評価を議決滋の執筆者は下 している｡

大正元年から同5年までの菌歳村における牛馬の頭数は表 4- 1-i0の様に記されている｡

表 4-1- i0 大正初期における高裁村の畜産

年 次 現 在 救 出 生
午 局 計 午 局 計

大 正 1 328 12 340 82 0 82

2 348 14 360 62 0 62

3 36ユ 23 384 84 0 84

4 387 18 405 84 0 84

5 285 20 305 80 0 80

(｢前蔵相会議決iLr｣より)
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上表で見ると大正期には馬も相当数いたらしい.馬の用途としては車馬用が主体で農耕運搬に使

役されるのはむしろ少数であった事が北隣の ｢本称村史｣によっても知られている｡かかる農村で

何を連取していたのか.という点になると舛味深い所であるが,荷歳村の人々の鵬き取 りによると

その昔,吉岡銅山 (吹良銅山)華やかかりし頃.片LLr.ナガオ (長尾 ?)等の旦那衆と蕗歳村の盤

民は地主.小作関係を結び,且部衆は再読村のほとんどの財産を掌握していた,と言う.-･.して

見ると執成村の馬はこの吉岡 (吹皇)銅山の戦GT1迎鰍 こ欧州された公許が大きいのではあるまいか｡

西隣の新砥村でも馬の教は明治 8年 194頭.大正 1°年 56頭と減少しており.薪砥村史執1モ者

は ｢吹星銅山の感泣と何らかの関係があるもの｡｣としている｡また同じく薪砥村史には ｢馬の管

運搬が大.小の弔掛 こ取って替わる様になってからは経済劫物としての馬は割が啓く牛樫改良も進

まなかった関係もあって次軌 こ頭数を減少し昭和30年頃になると殆んど居なくなった｡｣ とある

から頗歳村の馬もほぼ同じLmを辿ったと思われる｡袈 4-1-10でも馬の出生は皆撫なので包蔵村

の曲民は馬をgZっていたか.あるいは地主屑から岱付られていたか.どちらかであろう｡

一万,年の方は大正 1- 5年の間毎年 80頑前後.子牛が生産されていた様である.現地の人々

の伽き取りによると.元来.甫蔵相一帯は子牛生庶地域であり.肥育はやっていないと富う｡表 4

- 1- 10の安定した出生数にも酋歳相帯産菜の計歯性.といったものが見られる｡

表4- 1- 】0では牛について,牡牛,牝牛の区別はなされていないが大正 10年の本郷村にお

ける牛の頭数は牡 308頭.牝 470頭とはぼ 2:3の比になってお り.包歳村でもこれに類した

比率となるのではあるまいか.本郷村では昭和胤に至っては牡牝の割合は 3対l以下になったと言

うから徐々に哲多町地域では子牛の取れる牡牛が正反される様.;=なったのであろう｡換言すれば役

牛としての畜産より.子年を生産するための高彦への変化を示している様に思われるJ

また再歳村の畜産の発展には大正 2年以来開かれている各種の品評会.共進会が大きく寄与 して

いるoこの品評会の畜産の部では,出品された+牛の良香を比戟検討して ｢笹屋梯牝牛ノ飼育ノ必

要ナル蔀ヲ知ラシノ｣る所に目的があったらしいO

昭和に入ってからも牛を主体とする萄産は戯鰍 ff,慮済家畜としての蒐要性は変わらなかった｡

曲線村に於ても昭和 5年に座した子牛は牝 56両.牡 5】乱 計 107町とかなり感況だった恥が

わかる. (昭和5年度 ｢衝磯村会議決沖｣より)

ところが昭和 7年の満州事変以後は引き続く払乱と曲諮労働者o)碍串動月.後継者の都会流出-

････といった社会的背旗の為に後の哲多町地域の伽養朝数は漸耕していった. しかし,牛が当地域

の良家凝析に大きな比式を占めていた部は椎かで.相も変らず畜産の奨軌ま続けられた｡畜産の発

IBを肌する方法としては慶良種牡牛の育成にあり.昭和 9年の武威村会議決.Tには,jlli牡牛の管腰

者に相当の郁助を与えた.と貰う円容が盛り込まLl.ている｡同軍鵡鼓村では,大字失声に 21軌

大字荻尾に 21頭の樫牡牛が阿哲郡畜産組合より支給された.と同意決ZIの中に記されているOま

た.これら種牡牛の押付成功率は 95%と虎されている｡これら種牡牛の管Fj!状況は昭和 10年の

弛歳村会議決古によると.個人に管理させ.相当な椛助を与え,祁助の割合は飼育管BPの或釦によ

り成統摩良な者に金 55円,成餌不良と.溜められる著には金 45円を与える-.･といった仕組だっ

たらしい.昭和9年当時の鯖鼓村の穂付成軌は以下の様に記録されている.
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第三花川号 日 9頑

健 号 38頭

照 山 号 33頭

また,この頃,有畜典薬実行組合が総会の決議削こより商議村一円の出家組合畜産乱 及び畜産改

良実行組合をもって組織された｡昭和 9年の実鰍 ま以下の様に示されている｡

1, 役員会 3臥 総会 ユ回.講習講話会 1回)

2 牛馬共進会･･.･傑点子年共進会を10月14日,頻歳校校掛 こ於て開麗 し,出品数 51頭,

受背教 27頭なり｡

ところで昭和 9年の前歳村会議決番の中には ｢今年生産された子年は 128頭で.前年に比べて

22頭の増加をみたのは農村権柄上,宙ぶべき現象である｡｣ といった内等の,TLl述があるが,翌 10

年には ｢本年生産された子年は 106頭で前年に比べて 22顛7)減少をきた したのは誠 こ逝鰭であ

る｡｣とされ.商議村会議決ii.Fの記飯者がいかに畜産の動向に-皆一変 していたかがわかる｡換言

すればそれだけ畜産が希歳村の中で露草な位TrLLk占めていたのであろう.この昭和 10年の子牛生

､産複数の減少は主に種牝牛の ｢トリコモナス症｣に超関するものであったという｡以後対応策とし

て県において予防梅軒の徹底を軌する軸になった｡

(p) 昭和 30年以降の畜産

次に本郷,新砥.詣歳の三村が合併 して哲多町となった後の畜産について考察する｡

｢和牛日本一｣を誇ったと言われる和牛王陶岡山も.今では和牛は鶏,乳牛に追い越されて第 3

位と落ち込んでいる｡それでも高度経済或長,鵜典の機械化が進行する以前,すなわち昭和 30年

以前にあっては.和牛が県の畜産に果した道義は大きかった｡ しか し.和牛が役牛 としての蓋変性

を失い.肉宙としてもそのqu-LJ合を低下させている中で,現在でも肥育和牛の割合の布い哲多町の畜

産は,過去の和牛王国,岡山の残映が見 られる地域であるo

哲多町単位での役肉用牛飼避頭数の推移を昭和 30年以降追ってみようO図 41 1- 2に大まか

な動向が示される｡が.資料の都合で数値が不明な年はそのまま直線で結んである｡それでも一般

的な傾向だけは類推できよう｡

図 4- 1- 2で見る限 り.昭和 30年以降.飼凍頭数は不規則な変化を示 しているが,これは半

の価格の変動が激しいため.飼盈拙家もそれに応 じて飼凍頭数を加減 していたものと思われる｡こ

の様に畜産は農家の副菜として高収入をもたらすものであったが.投機性の高い一面も無視できな

い様に思われる｡

ところが,昭和 49年以降は確実に就少の使和 こあるといえる｡昭和 37年には2,000頭 台に

増加 したが,その後昭和 40年にかけて急激に 1,300頭台まで減少 した .そしてまた昭和 49年

には1,800頭台に増加 し,さらに昭和 58年現在 1,200頭台へと最小の頭数におちこんでいる｡

一万,飼養農家数については.その傾向は減少をたどるばかりで,昭和 30年には900戸近 くだ

った飼養農家が最近では半数にも満たない 300戸 余 りとなっている｡この推移を総虚家数に対す
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